
松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

１
～
３ 

[

原
文]

松
島
夜
話
巻
之
上 

[

訓
読]

松
島
夜
話 
巻
の
上 

 [

原
文]

松
島
瑞
巖
沙
門
天
嶺
著 

[

訓
読]

松
島
瑞
巖
の
沙
門
天
嶺
著 

※
天
嶺…

天
嶺
性
空
（
一
六
七
〇
～
一
七
四
〇
）。
通
玄
法
達
禅
師
に
幼
少
期
よ
り
師
事
。
父
は
安
積
伊
東
氏
十
九

代
の
伊
東
重
良
で
あ
る
。
伊
東
重
良
は
、
伊
達
騒
動
で
斬
首
の
刑
に
処
さ
れ
た
伊
東
重
孝
（
親
戚
）
に

関
与
し
た
罪
で
島
流
し
に
あ
い
、
伊
東
家
は
事
実
上
断
絶
し
た
。 

 [

原
文]

家
語
曰 

[

訓
読]

家
語
曰
く 

 [

原
文]

與
善
人
居
如
入
芝
蘭
之
室 

[

訓
読]

善
人
と
居
す
れ
ば
芝
蘭
の
室
に
入
る
が
如
し 

 
 

 

※
芝
蘭
之
室 

香
草
の
あ
る
室
。
善
人
の
喩
。〔
孔
子
家
語
、
六
本
〕
與
善
人
居
、
如
入
〇
〇
〇
〇
、
久
而
不
聞
其

香
、
卽
與
之
化
矣
。 

 [

原
文]

久
而
不
聞
其
香
與
之
俱
化
也 

[

訓
読]

久
し
く
其
の
香
を
聞
か
ざ
る
も
之
と
俱
に
化
す
る
な
り 

 
 

 

※
久
そ
？ 

 [

原
文]

吾
在
福
浦
亦
然 

[

訓
読]

吾
が
福
浦
に
在
も
亦
然
り 

 [

原
文]

心
性
全
雖
曰
不
住
薩
婆
海 

[

訓
読]

心
性
全
く
薩
婆
海
に
住
ま
せ
ず
と
曰
く
と
雖
も 

 
 

 

※
薩
婆
海…

薩
婆
若
海(

さ
ば
に
ゃ
か
い)

？
一
切
を
知
る
仏
の
智
慧
（
薩
婆
若
）
を
海
に
喩
え
た
語
。
天
台
法
華

宗
義
集 

教
門
一
乗
義 

「
於
十
地
位
事
理
既
融
、
自
在
流
入
薩
婆
若
海
」 

 
 

 

[

原
文]

而
身
識
已
與
海
水
澄
而
已 

[

訓
読]

身
識
已
に
海
水
と
澄
め
る
の
み 

 [

原
文]

松
島
江
干
有
福
浦
島 

[

訓
読]

松
島
の
江
干
に
福
浦
島
有
り 

 
 

 

※
江
干…

か
は
ば
た
。
江
の
ふ
ち
。〔
蘇
頲
、
長
樂
花
賦
〕
賓
遠
鴻
於
沙
塞
、
叫
離
鶴
於
〇
〇
。 

 
 

 

※
福
浦
島…

宮
城
郡
松
島
町
松
島
に
あ
る
島
。
直
径
三
三
〇
メ
ー
ト
ル
。 



[

原
文]
島
中
有
毒
龍
庵 

[

訓
読]
島
中
に
毒
龍
庵
有
り 

 [

原
文]

庵
前
有
坐
禅
石
鋄
字
松 

[

訓
読]

庵
前
に
坐
禅
石
、
鋄(

ば
ん)

字
松
有
り 

 
 

 

※
鋄(

ば
ん)

字
松
？ 

 [

原
文]

庵
外
有
月
見
濵
三
神
峯 

[

訓
読]

庵
外
に
月
見
濵
、
三
神
峯
有
り 

 
 

 

※
月
見
濵…

宮
城
県
東
松
島
市
に
あ
る
。
松
島
湾
の
宮
戸
島
の
南
端
に
位
置
す
る
浜
。 

※
三
神
峯…

宮
城
県
仙
台
市
太
白
区
に
位
置
す
る
地
名
。 

 [

原
文]

原
斯
地
洞
水
祖
翁
最
初
修
行
地 

[

訓
読]

原(

も)

と
斯
の
地
は
洞
水
祖
翁
最
初
の
修
行
の
地
な
り 

 
 

 

※
洞
水
祖
翁…

洞
水
東
初
和
尚
の
こ
と
。
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
僧
侶
で
、
現
在
の
宮
城
県
松
島
町
に
あ
る
瑞
巌
寺

の
再
興
に
尽
力
し
た
。 

 
 

 

[

原
文]

厥
后
通
玄
先
師
之
来
掩
關 

[

訓
読]

厥
の
后
、
通
玄
先
師
之(

こ
こ)

に
来
り
て
關
を
掩
ふ 

 
 

 

※
通
玄
先
師…

通
玄
法
達
禅
師
（
勅
謚
大
照
智
光
禅
師
：
妙
心
寺
二
百
六
十
五
世
・
瑞
巌
寺
一
〇
三
世
）。
瑞
巌
寺

の
あ
る
松
島
に
生
ま
れ
、
禅
傑
雲
居
希
膺
禅
師
か
ら
直
接
教
え
を
受
け
、
更
に
瑞
巌
寺
百
世
洞
水

東
初(

大
機
円
応
禅
師)

に
参
禅
し
、
全
国
を
行
脚
し
て
ひ
た
す
ら
修
行
し
、
大
本
山
妙
心
寺
を
歴

住
し
、
元
禄
十
六
年(

一
七
〇
三
年)

に
瑞
巌
寺
の
住
職
に
な
る
。 

 [

原
文]

有
口
占
偈 

[

訓
読]

口
占
の
偈
有
り 

 
 

 

※
口
占…

口
ず
さ
む
こ
と
。
ま
た
、
詩
文
な
ど
を
即
席
に
口
ず
さ
む
こ
と
。
南
海
先
生
文
集
、
三
・
湘
雲
居
六
題

并
序
「
平
居
凡
百
無
蓄
、
庭
中
惟
有
六
物
、
亦
未
経
題
詠
、
今
春
伏
枕
人
事
寂
絶
、
遂
〇
〇
成
六
律
云
」 

 [

原
文]

自
遣
曰 

[

訓
読]

自
ら
遣
っ
て
曰
く 

 
 

 

※
自
の
読
み
の
「
ミ
」
？ 

 [

原
文]

幻
幻
幻
時
離
幻
世 

[

訓
読]

幻
幻
幻
の
時
、
幻
世
を
離
れ 

 [

原
文]

空
空
空
處
卜
空
齋 

[

訓
読]

空
空
空
の
處
、
空
齋
を
卜
す 



[

原
文]
松
根
月
下
坐
禅
影 

[

訓
読]
松
根
月
下
坐
禅
の
影 

 [

原
文]

寫
出
巖
中
須
菩
提 

[

訓
読]

寫
し
出
す
巖
中
の
須
菩
提 

 
 

 

※
須
菩
提…

S
u
b

h
ù

ti

の
音
写
。
善
現
・
空
生
と
も
。
釈
迦
十
大
弟
子
の
一
人
。
無
諍
第
一
、
空
の
理
解
の
深
か

っ
た
こ
と
か
ら
解
空
第
一
と
称
さ
れ
た
。
ス
ブ
ー
テ
ィ
。 

 [

原
文]

偈
聿
零
樷
社 

[

訓
読]

偈
聿
に
樷
社
に
零(

お)

つ 

 [

原
文]

偶
有
誦
者 

[

訓
読]

偶
た
ま
誦
す
る
者
有
り 

 [

原
文]

復
此
島
有
不
𨔝
尊 

[

訓
読]

復
た
此
の
島
に
不
𨔝
尊
有
り 

※
「
𨔝
」
は
「
動
」
の
古
字 

 [

原
文]

智
證
大
師
手
彫 

[

訓
読]

智
證
大
師
の
手
彫
な
り 

 
 

 

※
智
證
大
師…

円
珍
。
平
安
時
代
の
天
台
宗
の
僧
。
天
台
寺
門
宗
（
寺
門
派
）
の
宗
祖
。
諡
号
は
智
証
大
師
（
智

證
大
師
）。
宝
号
は
「
南
無
大
師
智
慧
金
剛
」。
唐
で
学
ん
だ
入
唐
八
家
（
最
澄
、
空
海
、
常
暁
、
円

行
、
円
仁
、
恵
運
、
円
珍
、
宗
叡
）
の
一
人
。 

 [

原
文]

傳
言
源
氏
義
経
從
臣 

[

訓
読]

傳
に
源
氏
義
経
の
從
臣
と
言
う 

 [

原
文]

辨
慶
守
護
尊
也 

[

訓
読]

辨
慶
が
守
護
尊
な
り 

 [

原
文]

且
島
奥
有
三
神
山 

[

訓
読]

且
つ
島
の
奥
に
三
神
山
有
り 

 
 

 

※
「
三
神
山
」
は
三
神
峯
？
三
つ
の
神
の
山(

仙
台
の
西
の
戸
神
山
と
女
戸
神
山
と
も
う
ひ
と
つ)

？ 

 [

原
文]

鎮
熊
野
三
社 

[

訓
読]

熊
野
三
社
を
鎮
す 

  



[

原
文]
法
身
開
禪
時
天
台
衆
徒
籠
茲
調
伏
副
将
軍
時
頼 

[

訓
読]
法
身
禪
を
開
く
時
、
天
台
の
衆
徒
茲
に
籠
り
、
副
将
軍
時
頼
を
調
伏
す 

 
 

 

※
時
頼…

北
条
時
頼
（
一
二
二
七
～
一
二
六
三
） 

鎌
倉
幕
府
第
五
代
執
権
。
泰
時
の
孫
。
一
二
四
六
年
に
執
権

と
な
り
、
北
条
氏
の
独
裁
体
制
の
基
礎
を
か
た
め
た
。
ま
た
、
禅
宗
を
深
く
信
じ
、
蘭
渓
道
隆
を
宋
か

ら
ま
ね
い
て
建
長
寺
を
建
て
た
。 

 [

原
文]

從
是
曰
調
伏
壇 

[

訓
読]

是
れ
よ
り
調
伏
壇
と
曰
ふ 

 [

原
文]

復
土
宜
有
欅
木
橿
木
數
十
章 

[

訓
読]

復
た
土
宜
に
欅
木
、
橿
木
數
十
章
有
り 

 
 

 

※
土
宜…

土
地
に
適
す
る
農
作
物
。〔
周
禮
、
夏
官
、
土
方
氏
〕
辨
土
宜
・
土
化
之
法
。〔
注
〕
土
宜
、
謂
九
穀
稙
穉

所
宜
也
。 

 
 

 

※
「
章
」
？ 

 [

原
文]

又
有
梅
有
椿
有
櫁
有
榧 

[

訓
読]

又
梅
有
り
、
椿
有
り
、
櫁(

し
き
み)

有
り
、
榧(

か
や)

有
り 

 [

原
文]

春
風
蜚
香 

[

訓
読]

春
風
香
を
蜚(

と)

ば
す 

 
 

 

※
「
蜚
」
は
「
飛
」
に
通
じ
る 

 [

原
文]

且
竹
龍
千
萬
竿
翠
密
鬱
乎 

[

訓
読]

且
つ
竹
龍
千
萬
竿
、
翠
密
鬱
乎
た
り 

 
 

 

※
竹
龍…

水
を
引
く
竹
で
出
来
た
筒
。「
舒
亶
有
詩
曰
、
門
前
屏
嶂
繞
潺
湲
、
付
與
林
僧
夜
定
還
。
松
葢
作
雲
連
十

里
、
竹
龍
行
雨
出
千
山
」 

※
翠
密(

す
い
み
つ)…

青
々
と
茂
る
。
又
、
其
の
草
木
。〔
王
勃
、
遊
廟
山
賦
〕
菌
軒
丹
絢
、
芝
場
翠
密
。〔
宇
文
虛
、

中
夏
詩
〕
翠
密
圍
窗
竹
、
青
圓
貼
水
荷
。 

※
鬱
乎(

う
っ
こ)…

草
木
の
し
げ
る
さ
ま
。〔
蘇
軾
、
前
赤
壁
賦
〕
山
川
相
繆
、
鬱
乎
蒼
蒼
。 

 [

原
文]

而
今
星
移
庵
廢 

[

訓
読]

而
今
、
星
移
り
庵
廢
す 

 [

原
文]

近
頃
余
悛
之 

[

訓
読]

近
頃
余
之
を
悛(

あ
ら)

た
む 

 [

原
文]

因
此
秋
款
待
太
守
藤
公 

[

訓
読]

因
り
て
此
の
秋
、
太
守
藤
公
を
款
待
す 



 
 

 
※
藤
公…

不
明 

 [

原
文]

公
席
上
召
畫
師 

[

訓
読]

公
、
席
上
に
畫
師
を
召
す 

 [

原
文]

展
素
絹 

[

訓
読]

素
絹
を
展(

の
べ)

て 

 [

原
文]

圖
出
洞
祖
坐
禪
石
之
様
體
洎
福
浦
景
致 

[

訓
読]

洞
祖
坐
禅
石
の
様
體
洎(

お
よ)

び
福
浦
の
景
致
を
圖
出
す 

 [

原
文]

乞
賛
于
余
惠
賜
矣 

[

訓
読]

賛
を
余
に
乞
て
惠
賜(

け
い
し)

せ
ら
る 

 [

原
文]

又
賦
和
歌
乙
篇 

[

訓
読]

又
和
歌
乙
篇
を
賦
し 

 [

原
文]

稱
松
島
島
中
第
一
風
致 

[

訓
読]

松
島
島
中
第
一
の
風
致
と
稱
す 

 [

原
文]

此
島
此
時
改
觀
云 

[

訓
読]

此
の
島
此
の
時
、
觀
を
改
む
と
云
う 

       



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

４ 

[

原
文]

誓
願
寺
如
来
、
佛
工
稽
文
會
稽
主
薫
者
造
之 

[

訓
読]

誓
願
寺
の
如
来
、
佛
工
稽
文
會
、
稽
主
薫
と
い
ふ
者
造
る 

※
稽
文
会…
奈
良
時
代
の
仏
師
。
神
亀
四
年(

七
二
七)

供
養
が
お
こ
な
わ
れ
た
大
和(

奈
良
県)

長
谷
寺
の
十
一
面

観
音
像
を
と
と
も
に
つ
く
っ
た
と
さ
れ
る
。 

※
稽
主
勲…

奈
良
時
代
の
仏
師
。
神
亀
二
年
（
七
二
五
）
四
月
八
日
、
大
和
長
谷
寺
の
十
一
面
観
音
像
を
稽
文
会

と
と
も
に
造
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
仏
師
で
あ
る
が
、
信
を
お
き
が
た
い
。 

 
 

 

※
之 

 [

原
文]

二
工
河
内
春
日
邑
人
也 

[

訓
読]

二
工
は
河
内
春
日
の
邑
の
人
な
り 

 [

原
文]

半
陶
槀
八
百
餘
歳
春
日
明
神
所
作
云 

[

訓
読]

半
陶
槀
、
八
百
餘
歳
、
春
日
明
神
の
作
る
所
と
云
う 

※
半
陶
槀…

半
陶
藁
？ 

彦
竜
周
興
の
文
集
。 

彦
竜
周
興(

一
四
五
八‐

一
四
九
一)…

室
町
時
代
中
期
の
禅
僧
（
臨
済
宗
夢
窓
派
）。
諱
周
興
、
字
彦
竜
、
別
に

半
陶
子
・
陶
庵
と
称
す
。 

 [

原
文]

振
古
轉
誤
矣 

[

訓
読]

振
古
轉
誤
す 

 
 

 

※
振
古…

昔
よ
り
、
い
に
し
え 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

５ 

[

原
文]

有
夜
話
者
曰 

[

訓
読]

夜
話
の
者
有
り
曰
く 

 [

原
文]

本
朝
巫
家
有
神
保
行
法 

[

訓
読]

本
朝
の
巫
家
に
神
保
の
行
法
有
り 

 [

原
文]

此
事
有
耶 

[

訓
読]

此
の
事
有
り
や 

 [

原
文]

曰
古
曰 

[

訓
読]

曰
く
、
古
に
曰
く 

 [

原
文]

至
誠
感
神
、
豈
無
此
事 

[

訓
読]

至
誠
神
を
感
ず
と
、
豈
に
此
の
事
無
ら
ん
や 

 [

原
文]

泥
物
理
者
疑
之 

[

訓
読]

物
理
に
泥(

な
づ)

む
者
は
之
を
疑
ふ 

 [

原
文]

国
語
民
之
精
爽
不
攜
貳
者
神
明
降
之 

[

訓
読] 

民
の
精
爽
に
し
て
憎
貳
あ
ら
ざ
る
者
は
神
明
之
に
降
る 

※
『
国
語
』
卷
第
十
八
・
楚
語
下
「
民
之
精
爽
不
攜
貳
者
、
而
又
能
齊
肅
衷
正
、
其
智
能
上
下
比
義
、
其
聖
能
光
遠

宣
朗
、
其
明
能
光
照
之
、
其
聦
能
聽
徹
之
、
如
是
則
明
神
降
之
」(

民
の
精
爽
に
し
て
憎
貳
あ
ら
ざ
る
者
に

し
て
、
又
た
能
く
齊
肅
衷
正
に
し
て
、
其
の
智
は
能
く
上
下
に
比
義
し
、
其
の
聖
は
能
く
光
遠
宣
朗
に
し

て
、
其
の
明
は
能
く
之
を
光
照
し
、
其
の
聦
は
能
く
之
を
聽
徹
す
。
是
の
如
く
な
ら
ば
則
ち
明
神
之
に
降

る
」 

 [

原
文]

復
佛
説
有
阿
尾
舎
之
法 

[

訓
読]

復
た
佛
の
説
に
阿
尾
舎
の
法
有
り 

※
阿
尾
捨…

梵
語
の
ア
ー
ヴ
ェ
ー
シ
ャ(a

v
e
s
a

) 

の
音
訳
。
阿
尾
捨
は
一
種
の
降
神
術
を
意
味
す
る
語
。 

 

[

原
文]

降
神
之
修
法
也 

[

訓
読]

降
神
の
修
法
な
り 

 [

原
文]

然
而
巫
能
得
法
降
神
者
其
言
不
爽 

[

訓
読]

然
り
而
し
て
巫
能
く
法
を
得
て
神
を
降
す
者
は
、
其
の
言
爽(

た
が)

は
ず 

 



[

原
文]
有
爽
者
不
巫
之
巫
女
之
所
謂
也
不
信 

[

訓
読]
爽(
た
が)

ふ
こ
と
有
る
者
は
巫
な
ら
ず
の
巫
の
謂
ふ
所
な
り
、
信
な
ら
ず 

                  



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

６ 

[

原
文]

客
話
次
問 

[

訓
読]

客
話
次
で
問
ふ 

 [

原
文]

梵
書
權
輿
套
曰 

[

訓
読]

梵
書
、
權
輿
の
套
に
曰
く 

 [

原
文]

提
婆
尊
者
祈
願
大
自
在
天 

[

訓
読]

提
婆
尊
な
る
者
、
大
自
在
天
を
祈
願
す 

 
 

 

※
提
婆
尊…

提
婆
達
多(

だ
い
ば
だ
っ
たD

e
v
a

d
a
tta

 

の
音
訳
。
略
し
て
「
提
婆
」、
意
訳
し
て
「
天
授
」
と
も)

。

釈
迦
の
い
と
こ
。
出
家
前
の
釈
迦
の
競
争
相
手
で
、
釈
迦
が
出
家
し
悟
り
を
開
い
て
以
後
、
そ
の
弟

子
と
な
っ
た
が
、
の
ち
離
反
。 

 [

原
文]

聞
摩
醯
首
羅
元
薬
叉
種
也 

[

訓
読]

聞
く
、
摩
醯
首
羅
は
元
と
薬
叉
の
種
な
り 

 
 

 

※
摩
醯
首
羅(

ま
け
い
し
ゅ
ら)…

仏
語
。
色
界
の
頂
上
に
位
置
し
て
、
仏
法
を
守
護
す
る
神
。
も
と
、
イ
ン
ド
バ
ラ

モ
ン
教
で
世
界
創
造
と
破
壊
の
最
高
神
で
あ
る
シ
バ
神
の
異
名
。
大
自
在
天
。

摩
醯
首
羅
王
。
摩
醯
首
羅
天
。
摩
醯
首
羅
天
王
。 

 

※
薬
叉…

夜
叉
の
こ
と 

 [

原
文]

尊
者
因
甚
歸
信
此
天 

[

訓
読]

尊
者
、
甚
に
因
て
此
の
天
に
歸
信
す 

 [

原
文]

余
曰
摩
醯
首
羅 

[

訓
読]

余
曰
く
摩
醯
首
羅
と 

 
 

 

※
「
余
」
の
下
に
「
カ
」
と
あ
る
の
で
、「
余
」
の
読
み
が
不
明 

 [

原
文]

此
天
有
二
天 

[

訓
読]

此
の
天
、
二
天
有
り 

 [

原
文]

又
有
尊
卑
高
下
之
分
有 

[

訓
読]

又
尊
卑
高
下
の
分
有
り 

 [

原
文]

因
華
嚴
疏 

[

訓
読]

華
嚴
の
疏
に
因
る
に 

 



[

原
文]
自
在
天
在
十
住
菩
薩
住
處 

[

訓
読]
自
在
天
、
十
住
菩
薩
の
住
處
に
在
て 

 
 

 

※
十
住
菩
薩…

十
住
の
位
の
菩
薩
。 

 [

原
文]

住
色
頂
天 

[

訓
読]

色
頂
天
に
住
み 

 [

原
文]

號
大
自
在
天
王 

[

訓
読]

大
自
在
天
と
號
す 

 [

原
文]

然
以
大
千
世
界
為
統
攝
境 

[

訓
読]

然
し
て
大
千
世
界
を
以
て
統
攝
の
境
と
為
す 

 
 

 

※
統
攝…

ま
と
め
て
、
一
括
す
る
こ
と
。 

 [

原
文]

其
形
三
目
八
臂 

[

訓
読]

其
の
形
三
目
八
臂 

 [

原
文]

騎
白
牛
執
白
拂 

[

訓
読]

白
牛
に
騎
り
、
白
拂
を
執
る
と 

 [

原
文]

曰
是
尊
者
歸
信
大
自
在
梵
天
王
也 

[

訓
読]

曰
く
、
是
れ
尊
者
の
歸
信
す
る
大
自
在
梵
天
な
り 

 [

原
文]

又
一
天
有
夜
叉
種
摩
醯
首
羅 

[

訓
読]

又
一
天
夜
叉
の
種
の
摩
醯
首
羅
有
り 

 [

原
文]

孔
雀
經
中
曰
摩
醯
首
藥
叉 

[

訓
読]

孔
雀
經
の
中
に
摩
醯
首
藥
叉
と
曰
ふ 

 [

原
文]

止
羅
多
國
住
云 

[

訓
読]

羅
多
國
に
止
ま
り
住
す
と
云
う 

 [

原
文]

是
天
非
先
色
頂
天
主 

[

訓
読]

是
の
天
は
先
き
の
色
頂
天
の
主
に
あ
ら
ず 

 [

原
文]

下
品
藥
叉
種
也 

[

訓
読]

下
品
の
藥
叉
な
り 

 
 

 

※
「
種
」
の
下
の
字
が
不
明 



[

原
文]
此
二
天
名
同
有
三
目 

[

訓
読]
此
の
二
天
名
同
ふ
し
て
三
目
有
り 

 [

原
文]

是
故
人
轉
誤 

[

訓
読]

是
の
故
に
人
轉
誤
す 

 [

原
文]

仍
告
圖
此
像
者
疏
可
作
兩
樣 

[

訓
読]

仍
ち
此
の
像
を
圖
す
る
者
は
疏(

わ)

け
て
兩
樣
を
作
る
べ
し 

 [

原
文]

尊
者
歸
向
象
相
作
菩
薩
之
相 

[

訓
読]

尊
者
歸
向
の
象
相
は
菩
薩
の
相
を
作
す 

 [

原
文]

三
目
八
臂 

[

訓
読]

三
目
八
臂 

 [

原
文]

執
拂
持
鈴
杵
并
尺 

[

訓
読]

拂
を
執
り
鈴
、
杵
并(

と
も)

に
尺
を
持
ち 

 [

原
文]

結
印
合
掌 

[

訓
読]

結
印
合
掌
せ
し
め
よ 

 [

原
文]

是
紀
譚
所
謂
之
造
書
梵
天
王
也 

[

訓
読]

是
れ
紀
譚
に
謂
う
所
の
造
書
の
梵
天
な
り 

 [

原
文]

孔
雀
經
相
作
藥
叉
神
之
形 

[

訓
読]

孔
雀
經
の
説
相
は
藥
叉
神
の
形
を
作
す 

 [

原
文]

赤
髪
髼
起 

[

訓
読]

赤
髪
髼
起
し 

 [

原
文]

三
目
八
臂 

[

訓
読]

三
目
八
臂 

 [

原
文]

手
執
弓
箭
等
者
下
品
夜
叉
種
也 

[

訓
読]

手
に
弓
箭
等
を
執
る
者
は
下
品
の
夜
叉
の
種
な
り 

 [

原
文]

非
尊
者
歸
向
梵
天
王
之
謂
也 

[

訓
読]

尊
者
歸
向
の
梵
天
王
の
謂
に
あ
ら
ざ
る
な
り 



[

原
文]
蓋
人
有
言
其
言
不
信 

[

訓
読]
蓋
し
人
言
う
こ
と
有
り
て
、
其
の
言
信
ぜ
ず
ば 

 [

原
文]

則
空
言
空
施
也 

[

訓
読]

則
ち
空
言
空
く
施
す
な
り 

 
 

 

※
「
施
」
の
下
の
文
字
が
不
明 

 [

原
文]

為
人
師
者
之
愧
也 

[

訓
読]

人
の
師
為
る
者
の
愧
な
り 

 [

原
文]

故
易
曰 

[

訓
読]

故
に
易
に
曰
く 

 [

原
文]

有
言
不
信
尚
口
説
也 

[

訓
読]

言
ふ
こ
と
有
り
て
信
ぜ
ら
れ
ざ
る
は
、
口
説
を
尚
へ
ば
な
り 

 [

原
文]

尊
者
之
意
在
于
此 

[

訓
読]

尊
者
の
意
は
此
に
在
り 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

７ 

[

原
文]

香
積
下
有
浄
人
夢
宅
者 

[

訓
読]

香
積
の
下
に
浄
人
夢
宅
な
る
も
の
有
り 

 
 

 

※
夢
宅…

人
名
？ 

 [

原
文]

先
年
發
心
祝
髪
松
島 

[

訓
読]

先
年
發
心
髪
を
松
島
に
祝(
き)
る 

 [

原
文]

先
師
憫
之
為
今
之
名 

[

訓
読]

先
師
之
を
憫
ん
で
今
の
名
を
為
す 

 [

原
文]

今
茲
春
秋
八
旬
眼
耳
手
脚
不
异
壯
年 

[

訓
読]

今
茲
春
秋
八
旬
、
眼
耳
手
脚
壯
年
に
异
な
ら
ず 

 [

原
文]

朝
暮
喋
喋
、
高
談
活
話 

[

訓
読]

朝
暮
喋
喋
と
し
て
高
談
活
話
す 

 [

原
文]

獨
自
愛
矣 

[

訓
読]

獨
自
に
愛
す 

 [

原
文]

然
一
言
不
言
人
長
短 

[

訓
読]

然
も
一
言
人
の
長
短
を
言
は
ず 

 [

原
文]

不
害
于
人
不
黨
於
人 

[

訓
読]

人
を
害
せ
ず
、
人
に
黨
せ
ず 

 [

原
文]

天
性
正
直
無
智
無
能 

[

訓
読]

天
性
正
直
、
無
智
無
能 

 [

原
文]

已
之
五
十
五
歳
之
冬
、
依
出
世
殺
拙 

[

訓
読] 

 
 

 

※
「
已
之
」
と
「
殺
拙
」
が
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん 

 [

原
文]

見
雇
商
舩
運
漕
國
祖 

[

訓
読]

商
舩
を
雇
は
せ
國
祖
を
運
漕
す 

  



[

原
文]
達
關
東
武
城 

[

訓
読]
関
東
の
武
城
に
達
し 

 
 

 

※
武
城…

不
明 

 [

原
文]

此
冬
為
一
舩
篙
師 

[

訓
読]

此
の
冬
一
舩
篙
師
と
為
る 

 [

原
文]

發
帆
三
日
前
就
此
舩
架
下 

[

訓
読]

帆
を
發
す
る
三
日
前
、
此
の
舩
の
架
下
に
就
て 

 [

原
文]

捻
香
祈
念 

[

訓
読]

捻
香
祈
念
し 

 
 

 

※
捻
香…

禅
宗
用
語
。
住
持
が
香
を
つ
ま
ん
で
炉
に
た
く
こ
と
。 

 [

原
文]

移
頃
假
寐 

[

訓
読]

移
頃(

し
ば
ら
く)

假
寐
す 

 [

原
文]

夢
中
白
衣
人
峩
冠
枕
頭
来
告
曰 

[

訓
読]

夢
中
、
白
衣
の
人
峩
冠
し
て
枕
頭
に
来
り
告
し
て
曰
く 

 [

原
文]

此
舩
不
祥
、
可
乗
他
舶 

[

訓
読]

此
の
舩
不
祥
な
り
、
外
の
舶
に
乗
る
べ
し 

 [

原
文]

夢
覚
心
不
審 

[

訓
読]

夢
覚
め
心
審
か
な
ら
ず 

 [

原
文]

明
晩
又
在
架
下
祈
念 

[

訓
読]

明
ら
に
晩
れ
又
架
下
に
在
て
祈
念
す 

 
 

 

※
「
明
」
の
送
り
仮
名
が
不
明 

 [

原
文]

夜
為
央 

[

訓
読]

夜
、
央
は
ら
ん
と
為
す 

 [

原
文]

少
就
睡 

[

訓
読]

少
く
睡
に
就
く 

 [

原
文]

又
白
衣
老
人
来
告
梦
如
前
夕 

[

訓
読]

又
白
衣
の
老
人
来
り
て
梦
を
告
ぐ
こ
と
前
夕
の
如
し 



[

原
文]
梦
覚
心
憶 

[

訓
読]
梦
覚
め
心
憶
ふ 

 [

原
文]

是
所
信
當
境
牧
山
観
音 

[

訓
読]

是
れ
信
す
る
所
の
當
境
牧
山
の
観
音
な
ら
ん 

 
 

 

※
牧
山…

宮
城
県
石
巻
市
湊
地
区
の
北
東
方
、
街
区
の
背
後
に
そ
ば
だ
つ
丘
陵
状
山
塊
で
、
標
高
二
一
八
・
九
メ

ー
ト
ル
。 

 [

原
文]

吾
曷
疑 

[

訓
読]

吾
曷
ぞ
疑
は
ん 

 [

原
文]

等
夜
明
打
坐 

[

訓
読]

夜
明
る
を
等
っ
て
打
坐
す 

 [

原
文]

隣
之
商
客
伏
見
氏
者
来
頼
老
彼
篙
師 

[

訓
読]

隣
の
商
客
伏
見
氏
な
る
者
来
て
彼
れ
か
篙
師
に
老
た
る
を
頼
み 

 
 

 

※
伏
見
氏…

不
明 

 [

原
文]

誘
掠
曳
去 

[

訓
読]

誘
掠
し
て
曳
き
去
る 

 [

原
文]

先
舶
閲
風
發
帆 

[

訓
読]

先
き
の
舶
風
を
閲(

み)

て
帆
を
發
し 

 [

原
文]

泊
舩
寒
村
浦 

[

訓
読] 

舩
を
寒
村
の
浦
に
泊
む 

 [

原
文]

四
面
急
渝
高
浪
滔
天 

[

訓
読]

四
面
急
に
渝(

あ
ふ)

れ
、
高
浪
天
に
滔(

あ
ふ)

れ
る 

 
 

 

※
急
か
に
渝(

か
は
り) 

 [

原
文]

舩
丁
牛
頭
撃
汰
轉
覆
矣 

[

訓
読]

舩
牛
頭
丁(

あ
た)

っ
て
撃
ち
汰(

よ
な
げ)

ら
れ
て
転
覆
す 

 [

原
文]

舟
中
十
二
人
一
時
為
海
底
微
滓 

[

訓
読]

舟
中
の
十
二
人
一
時
海
底
の
微
滓
と
為
る 

  



[

原
文]
已
浄
人
免
此
厄 

[

訓
読]
已
に
浄
人
此
の
厄
を
免
れ
た
り 

 [

原
文]

吁
非
大
士
冥
助
乎
也 

[

訓
読]

吁
、
大
士
の
冥
助
に
あ
ら
ん
や 

 [

原
文]

浄
人
雖
卑
知
佛
力
不
可
昧
矣 

[

訓
読]

浄
人
卑
し
と
雖
も
、
佛
力
の
昧(

く
ら)

ま
す
べ
か
ら
ざ
る
を
知
る 

 [

原
文]

余
或
時
召
浄
人
令
話
大
士
梦
相
事 

[

訓
読]

余
或
る
時
浄
人
を
召
し
て
大
士
の
梦
の
相
を
話
せ
し
め 

 [

原
文]

侍
僧
問
訊 

[

訓
読]

侍
僧
問
訊
す 

 [

原
文]

無
智
癡
頑
者
有
得
此
感
應
奚
矣 

[

訓
読]

無
智
癡
頑
の
者
此
の
感
應
得
る
こ
と
有
る
は
奚
ぞ
や 

 [

原
文]

余
曰 

[

訓
読]

余
曰
く 

 [

原
文]

大
氐
無
智
愚
魯
者
其
志
純
一
無
雑
也 

[

訓
読]

大
氐
無
智
愚
魯
の
者
と
は
其
の
志
純
一
無
雑
な
り 

 [

原
文]

聡
明
有
智
之
族
其
心
雑
而
不
純
一 

[

訓
読]

聡
明
有
智
の
族
、
其
の
心
雑
に
し
て
純
一
な
ら
ず 

 [

原
文]

是
以
智
慧
攸
晦 

[

訓
読]

智
慧
を
以
て
攸
晦 

 
 

 

※
攸
晦…

訓
読
が
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん 

 [

原
文]

如
霊
運
為
遠
公
見
避 

[

訓
読]

霊
運
遠
公
の
為
に
避
け
る
る
が
如
し 

 [

原
文]

率
其
志
純
一
合
本
覺 

[

訓
読]

率(

お
お
む)

ね
其
の
志
純
一
な
れ
ば
本
覚
に
合
う 

 
 

 
 

 



[

原
文]
不
一
背
本
覺 

[

訓
読]
一
な
ら
ざ
れ
ば
本
覺
に
背
く 

 [

原
文]

夫
本
覺
衆
生
本
性
也 

[

訓
読]

夫
れ
本
覺
は
衆
生
の
本
性
な
り 

 [

原
文]

本
性
明
則
諸
佛
法
身
顕
在
性
海 

[

訓
読]

本
性
明
ら
か
な
れ
ば
則
ち
諸
佛
の
法
身
性
海
に
顕
在
す 

 
 

 

※
性
海…

仏
語
。
真
如
の
世
界
。
仏
の
悟
り
の
す
べ
て
で
あ
る
真
如
の
深
く
広
い
こ
と
を
海
に
た
と
え
た
も
の
。 

 [

原
文]

是
以
観
無
量
寿
経
曰 

[

訓
読]

是
れ
を
以
て
観
無
量
寿
経
に
曰
く 

 [

原
文]

當
思
佛 

[

訓
読]

當
に
佛
を
思
う
べ
し 

 [

原
文]

所
以
者
何 

[

訓
読]

所
以
の
者
は
何
ぞ 

 [

原
文]

諸
佛
如
来
是
法
界
身 

[

訓
読]

諸
佛
、
如
来
は
是
れ
法
界
身 

 [

原
文]

入
一
切
衆
生
心
想
中 

[

訓
読]

一
切
衆
生
の
心
想
の
中
に
入
る 

 [

原
文]

余
曰
善
應
如
此 

[

訓
読]

余
曰
く
善
く
應
に
此
の
如
く
な
る
べ
し 

 [

原
文]

衆
生
心
識
純
一
無
雑
而
本
覺
妙
明 

[

訓
読]

衆
生
の
心
識
純
一
無
雑
に
し
て
本
覺
妙
明 

 [

原
文]

佛
身
充
満
法
界
應
物
現
形 

[

訓
読]

佛
身
法
界
に
充
満
し
物
に
應
じ
て
形
を
現
す 

 [

原
文]

只
系
心
之
純
一
與
不
純
一
而
已 

[

訓
読]

心
の
純
一
、
純
一
な
ら
ざ
る
と
系
る
の
み 

  



[

原
文]
此
故
先
無
智
者
感
應
有
依
怙 

[

訓
読]
此
の
故
に
先
の
無
智
の
者
に
は
感
應
に
依
怙
有
り 

 [

原
文]

有
智
人
霊
験
欠
贔
屓 

[

訓
読]

有
智
の
人
に
は
霊
験
に
贔
屓
を
欠
く 

 [

原
文]

然
純
一
無
雑
而
有
無
礙
清
浄
智
慧
亦
何
言
哉 

[

訓
読]

然
も
純
一
無
雑
に
し
て
無
礙
清
浄
の
智
慧
有
る
は
何
を
か
言
ん
や 

 [

原
文]

僧
人
聞
得
入
心
理
也 

[

訓
読]

僧
人
聞
き
得
て
心
理
に
入
る
な
り 

 [

原
文]

余
亦
戯
浄
人
云 

[

訓
読]

余
亦
浄
人
に
戯
れ
て
云
ふ 

 [

原
文]

以
我
比
汝
智
慧
太
殺 

[

訓
読]

我
を
以
て
汝
の
智
慧
を
比
す
れ
ば
太
殺(

は
な
は
だ)

し 

 [

原
文]

然
不
剋
汝
正
直
一
片
愚
魯 

[

訓
読]

こ
の
文
章
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。 

 [

原
文]

古
曰 

[

訓
読]

古
に
曰
く 

 [

原
文]

其
知
可
及
也 

[

訓
読]

其
の
知
は
及
ぶ
べ
き
な
り 

 [

原
文]

其
愚
不
可
及
也 

[

訓
読]

其
の
愚
は
及
ぶ
べ
か
ら
ざ
る
な
り 

 [

原
文]

於
汝
言
之
浄
人
耳
予
言 

[

訓
読]

汝
に
於
て
之
を
言
ふ
は
、
浄
人
予
が
言
を
耳(

き
ひ)

て 

 [

原
文]

不
知
言
何
等
言
矣 

[

訓
読]

何
等
の
言
を
言
ふ
こ
と
を
知
ら
ず 

 [

原
文]

只
俛
首
而
已 

[

訓
読]

只
だ
俛
首
す
る
の
み 



[

原
文]
亦
語
渠
曰 

[

訓
読]
亦
渠
れ
に
語
し
て
曰
く 

 [

原
文]

我
宗
族
昔
日
知
彼
地 

[

訓
読]

我
が
宗
族
昔
日
彼
の
地
を
知
る 

 [

原
文]

我
與
汝
有
君
臣
民
之
意 

[

訓
読]

我
は
汝
と
君
臣
民
の
意
有
り 

 [

原
文]

不
爾
雖
一
日
不
鳩
吾
食
輪
下
矣 

[

訓
読]

爾
ら
ず
ん
ば
、
一
日
と
雖
も
吾
が
食
輪
下
に
鳩(

や
す)

ま
ら
じ 

 [

原
文]

仍
記
感
應
口
實 

[

訓
読]

仍
て
感
應
の
口
實
を
記
し
て 

 [

原
文]

為
不
信
佛
法
不
頼
神
力
者
俾
起
信
心
云 

[

訓
読]

佛
法
を
信
ぜ
ず
神
力
を
頼
ま
ず
者
の
為
に
信
心
を
起
こ
さ
し
む 

   



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

８ 

[

原
文]

尾
州
長
母
寺
上
人
無
住
者
東
寺
末
流 

[

訓
読]

尾
州
の
長
母
寺
の
上
人
無
住
は
東
寺
の
末
流 

 
 

 

※
長
母
寺…
愛
知
県
名
古
屋
市
東
区
矢
田
町
。
霊
鷲
山
と
号
し
、
臨
済
宗
東
福
寺
派
。
本
尊
阿
弥
陀
如
来
。
治
承

三
年
（
一
一
七
九
）
山
田
次
郎
重
忠
が
母
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
観
勝
坊
を
開
山
と
し
て
建
立
し
、

初
め
は
亀
鏡
山
桃
尾
寺
と
い
い
、
天
台
宗
の
小
寺
で
あ
っ
た
。
大
永
寺
村
（
現
守
山
区
）
の
大
永
寺

と
小
幡
村
（
現
守
山
区
）
の
長
慶
寺
は
同
じ
く
重
忠
の
創
建
で
、
前
者
が
長
父
寺
、
後
者
が
長
兄
寺

に
あ
た
る
。「
長
」
は
敬
称
で
あ
る
と
と
も
に
「
弔
」
の
意
で
も
あ
ろ
う
。
そ
の
後
荒
廃
し
て
い
た
が
、

弘
長
三
年
（
一
二
六
三
）
山
田
道
円
夫
婦
が
再
興
し
、
無
住
一
円
を
新
た
に
開
山
と
し
て
臨
済
宗
に

改
め
、
霊
鷲
山
長
母
寺
と
改
称
し
た 

 [

原
文]

后
謁
見
東
福
聖
一
国
師 

[

訓
読]

后
ち
東
福
の
聖
一
国
師
に
謁
見
し
て 

※
聖
一
国
師…

円
爾
。
鎌
倉
時
代
中
期
の
臨
済
宗
の
僧
。
諡
号
は
聖
一
国
師
。
駿
河
国
の
出
身
。 

 

[

原
文]

得
顕
密
禅
教
律
之
大
綱 

[

訓
読]

顕
密
の
禅
の
教
律
の
大
綱
を
得
て 

 [

原
文]

竟
三
套
編
書
而
天
下
一
綂 

[

訓
読]

竟
に
三
套
編
書
し
天
下
一
綂 

 [

原
文]

無
高
下
差
膾
炙
古
今
之
人
人
口 

[

訓
読]

高
下
の
差
無
く
、
古
今
の
人
の
人
口
に
膾
炙
す 

 [

原
文]

其
毉
世
手
段
誰
有
不
讀
者
乎
也 

[

訓
読]

其
の
毉
の
世
の
手
段
、
誰
か
讀
ま
ざ
る
者
有
ら
ん
や 

 [

原
文]

或
時
説
話 

[

訓
読]

或
る
時
説
話
す 

 [

原
文]

有
一
山
寺
一
匹
犬
無
奚
来 

[

訓
読]

一
山
寺
有
り
て
一
匹
の
犬
奚(

い
ず
こ)

無
く
し
て
来
る 

 [

原
文]

且
圂
于
食
輪 

[

訓
読]

且
つ
食
輪
に
圂(

か)

ふ 

  



[

原
文]
檀
越
偶
来
請
得
其
犬
飼
己
家
也 

[

訓
読]
檀
越
偶
た
ま
来
り
て
其
の
犬
を
得
て
己
の
家
に
飼
わ
ん
こ
と
を
請
ふ 

 [

原
文]

主
可
之 

[

訓
読]

主
之
を
可
と
す
る 

 [

原
文]

檀
越
剋
期
歸
矣 

[

訓
読]

檀
越
期
を
剋
し
て
歸
る 

 [

原
文]

其
夜
其
犬
告
梦
寺
主
云 

[

訓
読]

其
の
夜
其
の
犬
梦
を
寺
主
に
告
げ
て
云
う 

 [

原
文]

我
前
世
為
汝
之
朋 

[

訓
読]

我
前
世
は
汝
の
朋
為
り 

 [

原
文]

昔
日
借
與
汝
於
一
斗
米 

[

訓
読]

昔
日
、
汝
に
一
斗
の
米
を
借
與
す 

 [

原
文]

為
債
汝
之
其
負
也 

[

訓
読]

汝
が
其
の
負
ふ
を
債
は
ん
か
為
な
り 

 [

原
文]

若
斗
米
空 

[

訓
読]

若
し
斗
米
空
き
な
ば 

 [

原
文]

曰
汝
留
我
我
不
尼
也 

[

訓
読]

汝
我
を
留
む
と
曰
ど
も
我
を
尼(

と
ど)

ま
ら
ざ
る
な
り 

 [

原
文]

寺
主
梦
醒
嘆
异 

[

訓
読]

寺
主
梦
醒
め
て
嘆
异
す 

 [

原
文]

便
出
斗
米
甞
之 

[

訓
読]

便
ち
斗
米
を
出
し
之
を
甞(

こ
こ)

ろ
む 

 [

原
文]

到
米
盡
日
犬
去
而
不
返 

[

訓
読]

米
尋
る
日
に
到
て
、
犬
去
り
て
返
ら
ず 

 [

原
文]

寔
如
梦
告
矣 

[

訓
読]

寔
に
梦
に
告
た
る
が
如
し 



[

原
文]
夫
以
我
貸
于
人
人
假
于
吾 

[

訓
読]
夫
れ
我
を
以
て
人
に
貸
す
か
、
人
以
て
吾
に
假
す
か 

 [

原
文]

至
于
果
到
報
来
如
償
犬
之
債 

[

訓
読]

果
到
り
報
来
る
て
犬
の
債
め
を
償
ふ
が
如
き
に
至
る 

 [

原
文]

必
負
堕
勿
逭
地
也 

[

訓
読]

必
ず
負
堕
し
め
地
に
逭(

の
が)
る
る
に
勿
れ 

 [

原
文]

是
今
日
事
也
天
下
之
事
也 

[

訓
読]

是
れ
今
日
の
事
な
り
、
天
下
の
事
な
り 

 [

原
文]

可
不
憶
乎 

[

訓
読]

憶
は
ざ
る
べ
け
ん
や 

     



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

９ 

 [

原
文]

元
禄
初
年
謁
佛
國
廣
慧
國
師 

[

訓
読]

元
禄
初
年
、
佛
國
の
廣
慧
國
師
に
謁
す 

 
 

 

※
高
泉
性
潡…

明
の
僧
。
崇
禎
六
年
十
月
八
日
生
ま
れ
。
黄
檗
山
の
慧
門
如
沛
の
法
を
つ
ぐ
。
寛
文
元
年(1

6
6

1
)

隠
元
隆
に
ま
ね
か
れ
来
日
。
山
城
仏
国
寺
な
ど
を
ひ
ら
き
、
の
ち
山
城
宇
治
の
万
福
寺
住
持
。
黄
檗
宗
中
興
の

祖
と
さ
れ
る
。
元
禄
八
年
十
月
十
六
日
死
去
。
六
十
三
歳
。
福
建
省
出
身
。
法
名
は
は
じ
め
良
偉
。
性
敦
と
も

か
く
。
別
号
に
雲
外
、
曇
華
道
人
。
諡
号
は
大
円
広
慧
国
師
、
仏
智
常
照
国
師
。
著
作
に
「
扶
桑
禅
林
僧
宝
伝
」

「
東
国
高
僧
伝
」
な
ど
。 

  [

原
文]

茶
話
次
語
曰 

[

訓
読]

茶
話
次
語
し
め
曰
く 

 [

原
文]

只
此
紫
雲
老
白
眉
我
家
宗
匠
也 

[

訓
読]

只
此
の
紫
雲
老
人
白
眉
は
我
が
家
の
宗
匠
な
り 

 [

原
文]

昔
日
受
瑞
聖
請
赴
江
城 

[

訓
読]

昔
日
、
瑞
聖
の
請
を
受
け
江
城
に
赴
く 

 
 

 

※
瑞
聖
寺…

東
京
都
港
区
白
金
台
三
丁
目
に
あ
る
禅
宗
寺
院
。
宗
派
は
黄
檗
宗
系
の
単
立
。
山
号
は
紫
雲
山
。
本

尊
は
釈
迦
如
来
。
開
山
は
木
庵
性
瑫
、
開
基
は
青
木
重
兼
で
あ
る
。 

  [

原
文]

擔
頭
行
李
無
宂
物 

[

訓
読]

擔
頭
の
行
李
宂
物
無
し 

 [

原
文]

只
剩
宗
門
類
聚
乙
𢎥
主
丈
一
支
耳 

[

訓
読]

只
宗
門
の
類
聚
乙
𢎥(

巻
の
異
体
字)

、
主
の
丈
一
支
を
剩(

あ)

ま
す 

 [

原
文]

洎
直
上
紫
雲 

[

訓
読]

直
に
紫
雲
に
上
る
に
洎(

い
た
り)

て
は 

 [

原
文]

雄
風
振
海 

[

訓
読]

雄
風
海
を
振
ふ 

 [

原
文]

我
家
知
識
也 

[

訓
読]

我
が
家
の
知
識
な
り 



[

原
文]
余
其
時
耳
此
言 

[

訓
読]
余
其
の
時
此
の
言
を
耳(

き)

く 

 [

原
文]

今
尚
其
言
在
耳 

[

訓
読]

今
尚
を
其
の
言
耳
に
在
り 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

１
０ 

[

原
文]

松
島
方
丈
右
廟
有
圓
通
院 

[

訓
読]

松
島
の
方
丈
の
右
廟
に
圓
通
院
有
り 

 [

原
文]

洞
祖
開
闢
五
十
年
前
有
大
悲
閣 

[

訓
読]

洞
祖
開
闢
五
十
年
前
に
は
大
悲
閣
有
り 

 [

原
文]

今
則
亡
矣 

[

訓
読]

今
は
則
ち
亡
し 

 [

原
文]

余
昨
夜
梦
中
登
大
悲
閣 

[

訓
読]

余
昨
夜
梦
中
に
大
悲
閣
に
登
る 

 [

原
文]

見
於
閣
之
正
廳
厝
多
聞
天
朽
象
其
長
七
尺
可
者
矣 

[

訓
読]

閣
の
正
廳
、
多
聞
天
の
朽
象
、
其
の
長
さ
七
尺
可(

ば
か
り
な
る)
者
の
を
厝(

お
く)

を
見
る 

 [

原
文]

庮
材
雖
不
可
材
、
威
容
儼
然 

[

訓
読]

庮
材
材(

は
か)

る
べ
か
ら
ず
と
雖
も
、
威
容
儼
然
た
り 

 [

原
文]

又
閲
象
樣
如
慈
覺
作 

[

訓
読]

又
象
樣
を
閲
れ
ば
慈
覺
の
作
の
如
し 

 [

原
文]

余
意
出
法
資 

[

訓
読]

余
意
法
資
を
出
し
め 

 
 

 

※
「
意
」
の
下
の
特
殊
文
字
が
不
明 

 [

原
文]

思
欲
再
興
修
飾
之
間
其
象
自
𨔝
容 

[

訓
読]

再
興
修
飾
せ
ん
と
思
欲
す
る
の
間
、
其
の
象
自
𨔝
の
容 

 
 

 

※
「
自
𨔝
容
」
が
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん 

 [

原
文]

立
吾
旁
申
右
手 

[

訓
読]

吾
が
旁
ら
に
立
ち
て
右
手
を
申
へ 

 [

原
文]

握
余
之
左
手
結
於
虚
空
蔵
即
身
成
佛त्

राः

之
種
子
印
相 

[

訓
読]

余
の
左
手
を
握
り
、
虚
空
蔵
即
身
成
佛
、त्

राः(

タ
ラ
ー
ク)

の
種
子
印
相
を
結
び 

  



[

原
文]
指
示
焉 

[

訓
読]
指
示
す 

 [

原
文]

余
起
希
有
嘆 

[

訓
読]

余
、
希
有
の
嘆
き
を
起
こ
す 

 [

原
文]

象
便
歸
本
位 

[

訓
読]

象
は
便
ち
本
位
に
歸
す 

 [

原
文]

余
梦
忽
覺
矣 

[

訓
読]

余
が
梦
忽
ち
覺
む 

 [

原
文]

考
時
日
丙
辰
小
春
十
三
日
空
藏
正
當
縁
日
也 

[

訓
読]

時
日
を
考
ふ
れ
ば
、
丙
辰
小
春
十
三
日
、
空
藏
正
當
の
縁
日
な
り 

 [

原
文]

即
命
僧
使
督
左
右
寺
院 

[

訓
読]

即
ち
僧
の
使
い
に
命
じ
て
左
右
の
寺
院
を
督(

た
だ)

し 

 [

原
文]

摸
山
閒
巌
宕
而
求
其
象
未
中 

[

訓
読]

山
閒
の
巌
宕
を
摸
っ
て
其
の
象
を
求
め
れ
ど
も
未
だ
中
た
ら
ず 

 [

原
文]

以
奚
日
得
象
樣
有
原
此
梦
時
矣 

[

訓
読]

以(

お
も)

へ
ら
く
、
象
樣
を
得
て
此
の
梦
を
原
す
る
時
有
る 

 
 

 

※
「
原
」
の
訓
読
が
不
明 

 [

原
文]

聞
佛
身
充
満
法
界 

[

訓
読]

聞
く
佛
身
法
界
に
充
満
す
と 

 [

原
文]

又
經
中
曰 

[

訓
読]

又
經
中
に
曰
く 

 [

原
文]

且
道
此
梦 

[

訓
読]

且
く
道
は
此
の
梦 

 
 

 

※
こ
の
訓
読
は
不
明 

 [

原
文]

與
舎
利
弗
同
是
別 

[

訓
読]

舎
利
弗
と
同
じ
か
是
れ
別
か 

 



[

原
文]
夫
誰
知
之 

[

訓
読]
夫
れ
誰
か
之
を
知
る
か 

   



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

１
１ 

[

原
文]

偏
袓
右
肩 

[

訓
読]

偏
へ
に
右
肩
を
袓(

ぬ)

く
は 

 [

原
文]

右
膝
著
地
者
天
竺
通
禮 

[

訓
読]

右
膝
地
に
著
く
者
は
、
天
竺
の
通
禮 

 [

原
文]

必
非
佛
制
也 

[

訓
読]

必
ず
佛
制
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り 

 [

原
文]

原
從
袓
右
肩
露
不
藏
刃
也 

[

訓
読]

右
肩
袓(

ぬ)

く
は
刃
を
藏
さ
ざ
る
を
露
す
に
從
な
り 

 [

原
文]

又
右
膝
著
地
男
子
通
禮 

[

訓
読]

又
右
膝
地
に
著
く
は
男
子
の
通
禮 

 [

原
文]

左
右
著
地
長
跪
者
女
子
通
義 

[

訓
読]

左
右
地
に
著
き
長
跪
す
る
者
は
女
子
の
通
義 

 [

原
文]

又
史
記
樂
書
曰 

[

訓
読]

又
史
記
の
樂
書
に
曰
く 

 [

原
文]

孔
子
問
賓
牟
賈
曰 

[

訓
読]

孔
子
賓
牟
賈
に
問
ひ
て
曰
く 

 [

原
文]

武
坐
致
右
憲
左
云 

[

訓
読]

武
坐
す
る
に
右
を
致
き
左
を
憲(

あ)

ぐ
る
と
云
う 

 [

原
文]

観
之
西
申
支
那
聖
賢
致
禮 

[

訓
読]

之
を
観
れ
ば
西
申
支
那
の
聖
賢
の
致
禮 

 
 

 

※
西
申…

戎
狄
の
名 

[

原
文]

余
誦
海
藏
國
師
之
随
筆
欣
而
告
從
者 

[

訓
読]

余
海
藏
國
師
の
随
筆
を
誦
し
從
者
に
告
ぐ 

※
海
藏
國
師…

虎
関
師
錬
？…

鎌
倉
・
南
北
朝
時
代
の
臨
済
宗
聖
一
派
の
僧
。
京
都
の
人
。8

歳
の
と
き
山
城
京

都
府
）
三
聖
寺
の
東
山
湛
照
（1

2
3

1
―

1
2

9
1

）
の
も
と
で
出
家
し
、
東
山
の
寂
後
は
南
禅
寺
の

規
庵
祖
円 

（1
2

6
1
―

1
3

1
3

）
に
学
ん
だ
。
つ
い
で
鎌
倉
に
行
き
、
桃
渓
徳
悟
（1

2
4

0
―

1
3

0
7

）、

蔵
山
順
空
（1

2
3

3
―

1
3

0
8

）、
無
為
昭
元
（1

2
4

5
―

1
3

1
1

）、
一
山
一
寧
な
ど
に
師
事
し
、
仏



典
や
禅
籍
、
儒
書
、
詩
文
を
学
ん
で
南
宋
士
大
夫
の
学
芸
を
身
に
つ
け
、
初
期
の
代
表
的
五
山
文

学
僧
と
し
て
唐
宋
八
家
に
比
さ
れ
た
。
ま
た
一
山
の
啓
発
に
よ
り
日
本
最
初
の
総
合
仏
教
史
の
編

纂
を
企
て
、13

2
2

年
『
元
亨
釈
書
』30

巻
を
完
成
し
た
。
さ
ら
に
東
密
や
台
密
の
相
承
も
受
け
、

自
ら
も
密
法
を
修
す
る
兼
習
禅
者
で
も
あ
っ
た
。
初
め
京
都
・
河
東
の
歓
喜
光
寺
、
白
河
の
済
北

庵
、
伊
賀
の
本
覚
寺
を
兼
帯
し
た
が
、1

3
3

2

年
（
元
弘2

）
東
福
寺
に
入
院
、1

3
3

9

年
（
延
元

4
・
暦
応2

）
南
禅
寺
に
昇
住
、1

3
4

1

年
に
東
福
寺
海
蔵
院
に
退
居
し
た
の
で
海
蔵
和
尚
と
よ
ば

れ
る
。
翌1

3
4

2

年
本
覚
国
師
の
号
を
特
賜
さ
れ
た
。1

3
4

6

年7

月2
3

日
示
寂
。
著
書
は
ほ

か
に
、
『
禅
儀
外
文
集
』
『
聚
分
韻
略
』
の
よ
う
な
四
六
文
の
作
法
や
韻
書
、
『
済
北
集
』
『
十
禅
支

録
』
な
ど
の
詩
文
集
や
語
録
の
ほ
か
、『
仏
語
心
論
』『
禅
余
或
問
』
な
ど
多
数
あ
る
。 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

１
２ 

 [

原
文]

教
乗
公
案
曰 

[

訓
読]

教
乗
公
案
に
曰
く 

※
教
乘
公
案…

h
ttp

s
://k

o
k
u
s
h
o
.n

ijl.a
c
.jp

/w
o
rk

/0
0

2
3

5
3

8
1

3
 

 [

原
文]

禪
錄
多
言
雪
山
苦
行 

[

訓
読]

禪
錄
に
多
く
雪
山
苦
行
と
言
ふ 

 [

原
文]

徧
考
藏
經
未
見
文
證 

[

訓
読]

徧
く
藏
經
を
考
う
る
に
未
だ
文
證
を
見
ず 

 [

原
文]

余
以
近
世
尊
八
難
中
曰
六
年
苦
行 

[

訓
読]

余
以(

お
も)

ふ
に
、
近
く
は
世
尊
八
難
の
中
に
六
年
の
苦
行
と
曰
ふ 

 [

原
文]

亦
偶
誦
佛
説
阿
弥
陀
経
北
藏
乃
服
字
之
函
中 

[

訓
読]

亦
偶
た
ま
佛
説
阿
弥
陀
経
の
北
藏
乃
服
字
の
函
を
誦
す 

 
 

 

※
北
藏
乃
服
字…

全
く
わ
か
り
ま
せ
ん 

 [

原
文]

棄
國
財
位 

[

訓
読]

國
の
財
位
を
棄
て 

 [

原
文]

入
山
學
道 

[

訓
読]

山
に
入
っ
て
道
を
學
ぶ 

 [

原
文]

次
文
著
法
服 

[

訓
読]

次
の
文
に
法
服
を
著
て 

 [

原
文]

剃
除
鬚
髪
端
坐
樹
下 

[

訓
読]

鬚
髪
を
剃
除
し
樹
下
に
端
坐
す 

 [

原
文]

勤
苦
六
年
云 

[

訓
読]

勤
苦
六
年
と
云
う 

 [

原
文]

又
近
頃
闇
翁
者
一
小
冊
引
八
大
靈
塔
名
號
經
佛
偈
曰 

[

訓
読]

又
近
頃
闇
翁
と
い
ふ
者
一
小
冊
、
八
大
靈
塔
名
號
經
の
佛
の
偈
を
引
き
て
曰
く 

 
 

 

※
闇
翁…

人
名
？ 



 [

原
文]
二
十
九
載
處
王
宮
六
年
雪
山
修
苦
行 

[

訓
読]

二
十
九
載
、
王
宮
に
處
り
、
六
年
雪
山
に
苦
行
を
修
す 

 [

原
文]

観
之
雪
山
六
年
苦
行
又
有
文
證
余
曰 

[

訓
読]

之
を
観
れ
ば
雪
山
の
六
年
の
苦
行
、
又
文
證
有
り
。
余
曰
く 

 [

原
文]

只
向
不
見
文
證
以
前
見
文
見
證 

[

訓
読]

只
文
證
を
見
ざ
る
以
前
に
向
か
い
て
文
を
見
、
證
を
見 

 [

原
文]

文
證
自
顯
然 

[

訓
読]

文
證
自
ら
顯
然
た
ら
ん 

 [

原
文]

若
又
待
明
星
現
時
八
刻
遅 

[

訓
読]

若
し
又
明
星
の
現
れ
る
時
を
待
て
ば
八
刻
遅
る 

 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

１
３ 

[

原
文]

有
客
茶
話
曰 

[

訓
読]

客
有
り
茶
話
に
曰
く 

 [

原
文]

収
茶
于
瓶
烰
炭
厝
上
濕
氣
不
入 

[

訓
読]

茶
を
瓶
に
収
れ
烰
炭
を
上
に
厝(

お)

け
ば
、
濕
氣
入
ら
ず 

 [

原
文]

此
言
曰
便
覧
群
方
云 

[

訓
読]

此
の
言
ふ
こ
と
便
覧
群
方
に
云
ふ 

 
 

 

※
「
群
覧
群
方
」…

書
名
？ 

 [

原
文]

余
笑
云 

[

訓
読]

余
笑
ひ
て
云
ふ 

 [

原
文]

俗
曰
畱
麪
粉
寘
烰
炭
不
餿 

[

訓
読]

俗
に
曰
く
、
麪
粉
を
畱
る
に
烰
炭
を
寘
ち
は
餿
へ
ず 

 [

原
文]

此
言
有
是
耶 

[

訓
読]

此
の
言
是
れ
有
る
か 

 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

１
４ 

 [

原
文]

有
客
問 

[

訓
読]

客
有
り
て
問
ふ 

 [

原
文]

師
表
𭈹
曰
甪
里
曰
巴
且
曰
蓮
華 

[

訓
読]

師
の
表
𭈹
甪
里
と
曰
く
巴
且
と
曰
く
蓮
華
と
曰
く 

 
 

 

※
甪
里…

地
名
？
人
名
？ 

 [

原
文]

奚
㞧
意 

[

訓
読]

奚
ぞ
㞧
意
ぞ 

 
 

 

※
㞧…

「
会
」
と
同
じ
？ 

 [

原
文]

答
甪
里
東
里
也 

[

訓
読]

甪
里
は
東
里
な
り
と
答
ふ 

 [

原
文]

余
先
住
燕
山 

[

訓
読]

余
先
に
燕
山
に
住
す 

 [

原
文]

從
國
府
見
之
丁
東
村 

[

訓
読]

國
府
よ
り
之
を
見
れ
ば
東
村
に
丁(

あ
た)

る 

 [

原
文]

仍
曰
甪
里
道
者 

[

訓
読]

仍
っ
て
甪
里
道
者
と
曰
ふ 

 [

原
文]

甪
音
録 

[

訓
読]

甪
は
音
録 

 [

原
文]

原
東
方
星
也 

[

訓
読]

原
と
東
方
の
星
な
り 

 [

原
文]

故
有
甪
里
先
生 

[

訓
読]

故
に
甪
里
先
生
有
り 

 [

原
文]

巴
且
芭
蕉
也 

[

訓
読]

巴
且
は
芭
蕉
な
り 

 



[

原
文]
古
偈
世
間
塵
事
亂
如
毛 

[

訓
読]
古
偈
に
世
間
の
塵
事
亂
て
毛
の
如
し 

 [

原
文]

不
入
空
門
何
處
消 

[

訓
読]

空
門
に
入
ら
ざ
れ
ば
何
れ
の
處
に
か
消
せ
ん 

 [

原
文]

若
待
境
縁
除
蕩
去 

[

訓
読]

若
し
境
縁
を
待
っ
て
除
蕩
し
去
れ
ば 

 [

原
文]

古
人
何
得
喩
芭
蕉 

[

訓
読]

古
人
何
ぞ
芭
蕉
を
喩
う
る
を
得
ん
と 

 [

原
文]

依
偈
掛
巴
且
軒
示
泡
影
梦
幻
也 

[

訓
読]

偈
に
依
て
巴
且
軒
を
掛
け
泡
影
梦
幻
を
示
す
な
り 

 [

原
文]

其
蓮
華
遠
慕
西
方 

[

訓
読]

其
の
蓮
華
遠
く
西
方
を
慕
う 

 [

原
文]

是
本
於
所
歸 

[

訓
読]

是
れ
歸
す
る
所
に
本
づ
く 

 [

原
文]

請
盡
大
地
人
扈
從
吾
所
歸 

[

訓
読]

請
ふ
、
盡
大
の
地
の
人
吾
が
歸
す
る
所
に
扈
從
せ
よ 

 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

１
５ 

[

原
文]

孝
行
為
萬
行
宗 

[

訓
読]

孝
行
は
萬
行
の
宗
為
り 

 [

原
文]

故
曰
佛
語
以
孝
為
宗 

[

訓
読]

故
に
曰
く
、
佛
語
は
孝
を
以
て
宗
を
為
す 

 [

原
文]

佛
經
以
孝
為
戒 

[

訓
読]

佛
經
は
孝
を
以
て
戒
と
為
す
と 

 [

原
文]

仍
誦
弥
勒
勧
孝
偈
云 

[

訓
読]

仍
て
弥
勒
勧
孝
偈
を
誦(

よ)

む
に
云
う 

 [

原
文]

堂
上
有
佛
二
尊 

[

訓
読]

堂
上
に
佛
二
尊
有
り 

 [

原
文]

懊
惱
世
人
不
識 

[

訓
読]

懊
惱
せ
る
世
人
識
ら
ず 

 [

原
文]

不
用
金
彩
糚
成 

[

訓
読]

金
彩
糚
成
を
用
い
る 

 [

原
文]

亦
非
栴
檀
彫
刻 

[

訓
読]

栴
檀
彫
刻
に
も
あ
ら
ず 

 [

原
文]

只
看
現
在
爺
嬢
便
是
釋
迦
彌
勒 

[

訓
読]

只
看
よ
、
現
在
爺
嬢
便
ち
是
れ
釋
迦
彌
勒
な
り 

 [

原
文]

若
能
供
養
得
他 

[

訓
読]

若
し
能
く
得
他
を
供
養
す
れ
ば 

 
 

 

※
「
得
他
」
の
訓
読
が
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん 

 [

原
文]

何
用
別
作
功
徳 

[

訓
読]

何
ぞ
用
い
ん
、
別
に
功
徳
を
作
す
を 

 [

原
文]

是
故
五
祖
造
養
母
堂 

[

訓
読]

是
の
故
に
五
祖
養
母
堂
を
造
り 



 [

原
文]
六
祖
遺
母
白
金 

[

訓
読]

六
祖
は
母
に
白
金
を
遺
り 

 [

原
文]

陳
睦
州
織
履 

[

訓
読]

陳
睦
州
履
を
織
り 

 
 

 

※
陳
睦
州…

不
明 

 [

原
文]

朗
法
師
荷
之 

[

訓
読]

朗
法
師
は
之
を
荷
ふ 

 
 

 

※
朗
法
師…

不
明 

 [

原
文]

孝
行
盛
哉 

[

訓
読]

孝
行
盛
ん
な
る
か
な 

 [

原
文]

鑑
古
不
遠
力
之 

[

訓
読]

鑑
古
遠
か
ら
ず
之
を
力(

つ
と)

め
よ 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

１
６ 

[

原
文]

近
刊
法
界
具
観 

[

訓
読]

近
ご
ろ
法
界
具
観
を
刊(

ほ)

る 

 [

原
文]

出
古
今
人
助
於
叢
林
住
持 

[

訓
読]

古
今
の
人
を
出
し
め
、
叢
林
の
住
持
を
助
く 

 [

原
文]

不
可
舎
矣 

[

訓
読]

舎
つ
べ
か
ら
ず 

 [

原
文]

三
百
來
年
如
大
鑑
絶
海
星
中
太
白 

[

訓
読]

三
百
來
年
、
大
鑑
絶
海
の
如
き
は
星
中
の
太
白 

 
 

 

※
大
鑑
、
絶
海…

人
名
？ 

 [

原
文]

又
近
代
有
紫
雲
直
指
二
老 

[

訓
読]

又
近
代
に
紫
雲
、
直
指
の
二
老
有
り 

 [

原
文]

記
得
其
語 

[

訓
読]

其
の
語
を
記
得
す
れ
ば 

 [

原
文]

不
督
其
名
其
名
顯
矣 

[

訓
読]

其
の
名
を
督
せ
ざ
れ
ば
其
の
名
顯
す
る
や 

 [

原
文]

人
焉
廋
哉 

[

訓
読]

人
焉
ぞ
廋(

も
と
め)

ん
や 

  



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

１
７ 

[

原
文]

本
朝
圓
光
大
師
曰 

[

訓
読]

本
朝
の
圓
光
大
師
曰
く 

 [

原
文]

往
生
者
一
定
則
一
定 

[

訓
読]

往
生
は
一
定
す
れ
ば
一
定
す 

 [

原
文]

此
意
慈
照
宗
主
十
門
告
誡
與
辨
臨
終
三
疑
者
同
厥
趣
矣 

[

訓
読]

此
の
意
慈
照
宗
主
の
十
門
告
誡
、
臨
終
の
三
疑
を
辨
す
る
者
と
厥
の
趣
を
同
じ
く
す 

 
 

 

※
慈
照
宗
主…

子
元
。
一
二
世
紀
頃
、
生
没
年
不
明
。
中
国
宋
代
の
僧
侶
。
宋
代
浄
土
白
蓮
宗
の
創
始
者
。
万
事

休
と
号
し
た
。
平
江
崑
山
（
現
・
江
蘇
）
に
て
茅
氏
の
家
に
生
ま
れ
る
。
幼
く
し
て
父
母
を
失
い
、
一
九

歳
で
出
家
。
そ
の
後
、
廬
山
慧
遠
の
遺
風
を
慕
い
、
人
々
に
三
宝
帰
依
、
五
戒
受
持
を
勧
め
、
称
名
念
仏

の
五
声
に
よ
っ
て
五
戒
が
修
得
さ
れ
る
と
し
て
、
広
く
浄
縁
を
結
ぶ
よ
う
に
勧
め
た
。
さ
ら
に
、『
大
蔵
経
』

の
要
旨
に
基
づ
き
『
蓮
宗
晨
朝
懺
儀
』
を
編
集
し
、
仏
を
礼
拝
し
な
が
ら
懺
悔
し
、
安
楽
浄
土
へ
の
往
生

を
祈
念
し
た
。
ま
た
、
淀
山
湖
畔
に
白
蓮
懺
堂
を
創
立
し
浄
土
念
仏
行
を
修
め
た
。
四
六
歳
の
と
き
、
彼

の
教
え
が
邪
教
と
さ
れ
、
本
人
も
江
州
（
現
・
江
西
省
九
江
県
）
に
配
流
さ
れ
た
が
、
そ
こ
で
も
当
地
の

庶
民
ら
に
教
化
し
た
。
紹
興
三
年
（
一
一
三
三
）
赦
免
さ
れ
、
高
宗
の
詔
に
応
じ
て
講
じ
、
「
慈
照
宗
主
」

の
号
を
賜
っ
た
と
い
う
。
乾
道
二
年
（
一
一
六
六
）
三
月
二
三
日
、
八
一
歳
で
普
建
の
家
で
亡
く
な
っ
た

と
さ
れ
る
が
、
定
か
で
は
な
い
。
著
作
に
『
円
融
四
土
三
観
選
仏
図
』『
浄
土
十
門
告
誡
』
『
仏
念
五
声
』

『
蓮
宗
晨
朝
懺
儀
』『
西
行
集
』『
弥
陀
節
要
』『
勧
人
発
願
偈
』『
法
華
百
心
』『
証
道
歌
』『
風
月
集
』
等
が

あ
る
。 

 [

原
文]

吁
参
禪
念
仏
人
大
師
一
言
観
垂
于
世
可
屬
於
心 

[

訓
読]

吁
、
参
禪
念
仏
の
人
、
大
師
の
一
言
、
世
に
垂
る
る
を
観
て
心
に
属
す 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

１
８ 

[

原
文]

四
明
廣
壽
法
因
法
師
臨
終
留
偈
云 

[

訓
読]

四
明
廣
壽
の
法
因
法
師
臨
終
に
偈
を
留
め
て
云
ふ 

 
 

 

※
佛
祖
統
紀
五
十
四
卷
，（
宋
）
志
磐
撰
，
日
本
大
正
新
修
大
藏
經
本 

「
法
因
住
四
明
廣
壽
」 

 [

原
文]

我
與
彌
陀
本
無
二 

[

訓
読]

我
と
彌
陀
本
と
無
二 

 [

原
文]

二
與
不
二
並
皆
離
我
今
如
此
見
彌
陀 

[

訓
読]

二
と
不
二
並
び
に
皆
離
れ
、
我
今
此
の
如
く
彌
陀
を
見
る 

 [

原
文]

感
應
道
交
難
思
議 

[

訓
読]

感
應
道
交
難
思
議
と 

 

※
『
続
群
書
類
従
』
第
二
十
八
輯
上
釈
家
部
善
光
寺
縁
起 

「
年
来
念
願
成
就
。
面
奉
拝
如
来
。
感
応
道
交
難
思

議
。
如
何
不
堪
喜
悦
。
同
此
善
光
寺
常
住
之
僧
三
人
一
夜
同
蒙
示
現
」 

※
感
應
道
交…

仏
と
人
と
が
融
和
す
る
こ
と
。
人
に
応
じ
た
仏
の
は
た
ら
き
か
け
と
、
そ
れ
を
感
じ
と
る
人
の
心

と
が
相
交
わ
り
合
致
す
る
こ
と
。 

※
難
思
議…

１
阿
弥
陀
仏
の
異
称
。
『
浄
土
和
讃
』 

讃
弥
陀
偈
讃
「
光
雲
無
碍
如
虚
空
一
切
の
有
碍
に
さ
は
り
な

し
光
沢
か
ふ
ら
ぬ
も
の
ぞ
な
き
難
思
議
を
帰
命
せ
よ
」 

２
教
え
が
深
遠
で
、
思
い
は
か
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
こ
と 

 

[

原
文]

余
曰
如
此
念
佛
如
此
見
佛
如
此
信
得
及 

[

訓
読]

余
曰
く
、
此
の
如
く
念
佛
し
、
此
の
如
く
佛
を
見
、
此
の
如
く
信
得
す
る
に
及
ぼ
ぜ
ば 

 [

原
文]

臨
終
往
生
寔
不
可
思
議
人
也 

[

訓
読]

臨
終
往
生
、
寔
に
不
可
思
議
の
人
な
り 

 [

原
文]

禪
者
不
訊 

[

訓
読]

禪
に
は
訊(

と)

は
ず 

 [

原
文]

吾
儕
念
佛
人
夫
斯
思
之 

[

訓
読]

吾
儕
念
佛
の
人
夫
れ
斯
れ
之
を
思
へ 

 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

１
９ 

[

原
文]

昔
有
公
儀
休
者 

[

訓
読]

昔
公
儀
休
な
る
者
有
り 

 
 

 

※
公
儀
休…
中
國
戰
國
時
期
初
年
魯
國
名
臣
、
姬
姓
、
公
儀
氏
、
名
休
、
又
稱
公
儀
子
。 

 [

原
文]

相
魯
食
於
家 

[

訓
読]

魯
に
相
と
し
て
家
に
食
す 

 [

原
文]

圃
有
葵
菜
不
茹 

[

訓
読]

圃
に
葵
菜
有
る
も
茹
は
ず 

 [

原
文]

愠
而
拔
去 

[

訓
読]

愠(

い
か)

っ
て
抜
き
去
る 

 [

原
文]

且
言
不
欲
奪
園
夫
之
利 

[

訓
読]

且
つ
言
ふ
、
園
夫
の
利
を
奪
う
を
欲
せ
ず
と 

 [

原
文]

潔
哉
公
儀
休 

[

訓
読]

潔
か
な
公
儀
休 

 [

原
文]

非
己
之
有
一
絲
一
毛
從
人
不
取 

[

訓
読]

己
れ
が
一
絲
一
毛
も
有
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
人
に
從
ひ
て
取
ら
ず 

 [

原
文]

有
雖
凍
餒
不
顧
所
潔
哉 

[

訓
読]

凍
餒
す
と
雖
も
顧
み
ざ
る
所
有
る
潔
な
る
か
な 

    



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

２
０ 

[

原
文]

漫
録
載 

[

訓
読]

漫
録
に
載
す 

 
 

 

※
漫
録…

書
名
？ 

 [

原
文]

石
田
薫
禪
師
曰 

[

訓
読]

石
田
薫
禪
師
曰
く 

 
 

 

※
石
田
法
薫
（
せ
き
で
ん 

ほ
う
く
ん)

一
一
七
一
年 -

一
二
四
五
年
、
中
国
・
南
宋
。『
続
伝
灯
録
』 

 [

原
文]

既
入
佛
門
喫
佛
飯 

[

訓
読]

既
に
佛
門
に
入
っ
て
佛
飯
を
喫
し 

 [

原
文]

發
天
門
戸
要
人
扶
持 

[

訓
読]

天
門
の
戸
を
發
し
て
人
の
扶
持
を
要
む 

 [

原
文]

亦
須
是
箇
漢
始
得
況
稱
長
老 

[

訓
読]

亦
須
ら
く
是
れ
箇
の
漢
の
始
め
て
得
べ
し 

 [

原
文]

名
既
如
此
實
當
如
何 

[

訓
読]

名
既
に
此
の
如
し
、
實
に
當
に
如
何
せ
ん 

 [

原
文]

具
向
上
眼
目
得
大
機
用 

[

訓
読]

向
上
の
眼
目
を
具
へ
大
機
用
を
得
て 

 [

原
文]

可
以
開
鑑
人
天
饒
益
后
學 

[

訓
読]

以
て
人
天
を
開
鑑
し
、
后
學
を
饒
益
せ
ば 

 [

原
文]

方
不
孤
負
出
世
二
字 

[

訓
読]

方
に
出
世
の
二
字
を
孤
負
せ
ざ
る 

 [

原
文]

就
中
下
機
言
之 

[

訓
読]

中
下
の
機
に
就
き
て
之
を
言
ふ 

 [

原
文]

亦
要
識
因
果 

[

訓
読]

亦
因
果
を
識
ら
ん
こ
と
を
要
せ
よ 

  



[

原
文]
勤
香
火
朝
𣆶
禪
誦
不
懈 

[

訓
読]
香
火
を
勤
め
て
、
朝
𣆶
、
禪
誦
す
る
こ
と
懈
ら
ず 

 [

原
文]

刱
新
補
舊 

[

訓
読]

新
を
刱(

は
じ)
め
舊
を
補
し 

 [

原
文]

一
切
處
運
真
實
心
方
有
少
分
相
應 

[

訓
読]

一
切
の
處
、
真
實
の
心
を
運
び
、
方
に
少
分
の
相
應
有
ら
ん 

 [

原
文]

不
可
坐
方
丈
領
見
成
勞
者
責
人 

[

訓
読]

方
丈
に
坐
し
見
成
を
領
し
て
勞
す
る
は
人
を
責
め 

 
 

 

※
方
丈…

『
維
摩
経
』
に
説
く
維
摩
居
士
の
一
丈
四
方
の
部
屋
。
転
じ
て
、
一
丈
四
方
の
広
さ
。 

 
 

 

※
見
成…

一
切
か
く
す
と
こ
ろ
な
く
目
前
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
。
人
が
造
作
を
し
な
い
で
、
自
然
に
で
き
あ

が
っ
て
い
る
こ
と
。『
正
法
眼
蔵
』 

現
成
公
案 
「
証
究
す
み
や
か
に
現
成
す
と
い
へ
ど
も
、
密
有
か
な

ら
ず
し
も
見
成
に
あ
ら
ず
、
見
成
こ
れ
何
必
な
り
」 

 [

原
文]

逸
者
歸
己 

[

訓
読]

逸
は
己
に
歸
す 

 [

原
文]

瞬
息
之
間
頭
白
齒
黄 

[

訓
読]

瞬
息
の
間
、
頭
白
く
齒
は
黄 

 [

原
文]

前
頭
大
有
事
在 

[

訓
読]

前
頭
、
大
い
に
事
の
在
る
有
ら
ん
と 

 [

原
文]

石
田
此
語
可
謂 

[

訓
読]

石
田
の
此
の
語
謂
ふ
べ
し 

 [

原
文]

毒
藥
苦
口
利
於
病
也 

[

訓
読]

毒
藥
口
に
苦
う
こ
と
病
に
利
あ
る
な
り 

 [

原
文]

余
曰
漫
録
一
節
在
昔
日
補
昔
日 

[

訓
読]

余
曰
く
、
漫
録
の
一
節
、
昔
日
有
り
て
昔
日
を
補
す 

 [

原
文]

在
今
日
亦
補
今
日 

[

訓
読]

今
日
在
れ
ば
亦
今
日
を
補
す 

  



[

原
文]
夫
就
中
下
人
言
之
不
可
不
知
因
果 

[

訓
読]
夫
れ
中
下
人
に
就
き
て
之
を
言
へ
ば
、
因
果
を
知
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず 

 [

原
文]

若
能
運
真
實
心
作
事
實
頭 

[

訓
読]

若
し
能
く
真
實
心
を
運
ん
で
事
を
作
す
こ
と
實
頭
な
ら
ば 

 
 

 

※
實
頭…

頭
は
助
字
。
実
は
確
実
、
真
実
の
意
。
実
直
。
律
義
。
ま
じ
め
。
真
剣
で
心
の
こ
も
っ
て
い
る
よ
う
す
。 

 [

原
文]

諸
天
龍
神
冥
加
増
益 

[

訓
読]

諸
天
龍
神
、
冥
加
増
益
し 

 [

原
文]

豈
舎
於
卿 

[

訓
読]

豈
に
卿
を
舎(

す)

て
ん
や 

 [

原
文]

所
謂
見
喚
好
長
老
保
一
生
涯 

[

訓
読]

所
謂
好
長
老
を
喚
ば
れ
て
、
一
生
涯
を
保
つ 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

２
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 [

原
文]

寶
訓
曰 

[

訓
読]

寶
訓
に
曰
く 

 
 

 

※
寶
訓…

書
名
？ 

 [

原
文]

昔
簡
堂
機
和
尚
與
給
事
呉
公
書
曰 

[

訓
読]

昔
簡
堂
機
和
尚
、
給
事
呉
公
に
與
る
書
に
曰
く 

 
 

 

※
簡
堂
機
和
尚…

台
州
国
清
寺
の
簡
堂
行
機
禅
師(

？―

一
一
八
〇)

の
こ
と
？ 

 [

原
文]

夫
人
常
情
罕
能
無
感 

[

訓
読]

夫
れ
人
の
常
情
能
く
感
無
き
こ
と
罕(

な)

し 

 [

原
文]

大
抵
蔽
於
所
信
阻
於
所
疑
忽
於
所
輕
溺
於
所
愛 

[

訓
読]

大
抵
信
ず
る
所
に
蔽(

お
お)

は
れ
、
疑
う
所
に
阻
ま
れ
、
輕
ん
ず
る
所
に
忽
か
に
さ
れ
、
愛
す
る
所
に
溺
る 

 [

原
文]

信
既
偏
則
聽
言
不
考
其
實 

[

訓
読]

信
既
に
偏
よ
れ
ば
則
ち
言
を
聽
い
て
其
の
實
を
考
え
ず 

 [

原
文]

遂
有
過
當
之
言 

[

訓
読]

遂
に
過
當
の
言
有
り 

 [

原
文]

遂
有
失
實
之
聽 

[

訓
読]

遂
に
實
を
失
う
聽
有
り 

 [

原
文]

輕
其
人
則
遺
其
可
重
之
事 

[

訓
読]

其
の
重
ん
ず
可
き
の
事
を
遺
す 

 [

原
文]

愛
其
事
則
存
其
可
棄
之
人 

[

訓
読]

其
の
事
を
愛
す
れ
ば
則
ち
其
れ
棄
つ
る
べ
き
人
を
存
す 

 [

原
文]

斯
皆
苟
縦
私
懷
不
稽
道
理 

[

訓
読]

斯
れ
皆
苟
も
私
懷
を
縦(

ほ
し
い
ま
ま)

に
し
て
道
理
を
稽
へ
ず 

 [

原
文]

遂
忘
佛
祖
之
道
失
叢
林
之
心 

[

訓
読]

遂
に
佛
祖
の
道
を
忘
れ
、
叢
林
の
心
を
失
う 

 



[

原
文]
故
常
情
之
所
輕
乃
聖
賢
之
所
重 

[

訓
読]
故
に
常
情
の
輕
す
る
所
は
乃
ち
聖
賢
の
重
ん
ず
る
所
な
り 

 [

原
文]

古
徳
云
謀
遠
者
先
験
其
近 

[

訓
読]

古
徳
に
云
う
、
遠
き
を
謀
る
者
は
先
ず
其
の
近
く
を
験(

こ
こ
ろ
？)

み 

 [

原
文]

務
大
者
必
謹
於
微 

[

訓
読]

大
を
務
む
る
者
は
必
ず
微
を
謹
し
み 

 [

原
文]

將
在
博
採
而
審
用
其
中 

[

訓
読]

將
に
博
く
採
っ
て
審
ら
か
に
其
の
中
を
用
い
る
に
在
り 

 [

原
文]

固
不
在
慕
高
而
好
異 

[

訓
読]

固
に
高
き
を
慕
い
て
異
を
好
む
に
在
ら
ざ
る 

 [

原
文]

蔽
於
所
信
溺
於
所
愛
人
情
常 

[

訓
読]

信
す
る
所
に
蔽
は
れ
愛
す
る
所
に
溺
れ
る
は
人
情
の
常
な
り 

 [

原
文]

吁
主
叢
林
者
於
此
二
者
不
施
私
懷 

[

訓
読]

吁
、
叢
林
に
主
た
る
者
、
此
の
二
者
に
於
い
て
、
私
懷
を
施
さ
ず 

 [

原
文]

正
當
督
理 

[

訓
読]

正
當(

ま
さ)

に
理
を
督
す 

 [

原
文]

諏
取
中
有 

[

訓
読]

諏(

は
か)

っ
て
中
有
を
取
っ
て 

 [

原
文]

行
令
治
衆
衆
中
和
悦
上
下
安
閑 

[

訓
読]

令
を
行
い
衆
を
治
め
ば
、
衆
中
和
悦
し
、
上
下
安
閑
す 

 [

原
文]

叢
林
之
興
自
焉 

[

訓
読]

叢
林
の
興
る
は
焉
よ
り
す 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

２
２ 

 [

原
文]

本
邦
武
族
信
玄
勝
頼
父
子
齊
護
法
𬜻
園 

[

訓
読]

本
邦
の
武
族
信
玄
勝
頼
父
子
、
齋
し
く
𬜻
園
を
護
法
し 

 [

原
文]

天
正
壬
午
三
月
織
田
信
長
挑
戦
信
州 

[

訓
読]

天
正
壬
午
三
月
織
田
信
長
信
州
に
挑
戦
す 

 [

原
文]

勝
頼
卒
天
目
山 

[

訓
読]

勝
頼
天
目
山
に
卒
す 

 [

原
文]

曳
戸
于
掩
于
𬜻
園 

[

訓
読]

戸
を
曳
き
て
𬜻
園
に
掩
ふ 

 [

原
文]

南
化
国
師
有
一
火
云 

[

訓
読]

南
化
国
師
一
火
有
り
て
云
う 

 
 

 

※
南
化
国
師…

南
化
玄
興
。
室
町
時
代
後
期
（
戦
国
時
代
）
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
か
け
て
の
臨
済
宗
の
僧
。
南

化
宗
興
と
も
。
別
号
に
虚
白
。
快
川
紹
喜
の
法
嗣
で
妙
心
寺
五
十
八
世
を
務
め
、
同
時
代
の
多
く

の
戦
国
武
将
の
帰
依
を
受
け
た
。
後
陽
成
天
皇
の
帰
依
も
厚
く
、
定
慧
円
明
国
師
と
諡
さ
れ
た
。 

 [

原
文]

合
世
君
臣
父
子
家 

[

訓
読]

世
君
臣
、
父
子
の
家
を
合
し 

 [

原
文]

不
思
去
入
阿
蘭
耶 

[

訓
読]

思
は
ざ
り
き
去
っ
て
阿
蘭
耶
に
入
っ
て 

 
 

 

※
阿
蘭
耶…

阿
頼
耶
の
こ
と
？ 

１
．
数
の
単
位
の
ひ
と
つ
。1

の1
0

0

垓
分
の1

。
清
浄
の1

0

分
の1

。
仏
教
用
語
の｢

阿
頼
耶
識
（
あ
ら
や

し
き
）｣

か
ら
。 

２
．
仏
教
用
語
の
、
阿
頼
耶
識
（
あ
ら
や
し
き
）
の
略
。
人
間
存
在
の
根
底
を
な
す
意
識
の
流
れ
。
八
識
の
中

の
第8

識
。 

 [

原
文]

士
峯
四
十
由
旬
雪
吹
作
長
安
一
日
花 

[

訓
読]

士
峯
四
十
、
由
旬
の
雪 

吹
き
て
長
安
一
日
の
花
と
作
る 

 [

原
文]

時
人
唱
之 

[

訓
読]

時
人
之
を
唱
ふ 

 



[

原
文]
然
勝
頼
約
年
四
十
有
奇
由
此
由
縁 

[

訓
読]
然
し
て
勝
頼
約
年
四
十
年
奇
有
り
、
此
の
由
の
縁
に
由
る 

 
 

 

※
こ
の
文
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
特
に
「
約
年
」 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

２
３ 

 [

原
文]

古
謂
能
自
愛
者
未
必
能
成
人 

[

訓
読]

古
に
謂
う
、
能
く
自
ら
愛
す
る
者
は
必
ず
し
も
人
を
成
さ
ず 

 [

原
文]

善
自
欺
者
又
必
罔
人 

[

訓
読]

善
く
自
ら
欺
く
者
は
又
必
ず
人
を
罔(

あ
ざ)

む
く 

 [

原
文]

亦
能
自
倹
者
不
能
周
人 

[

訓
読]

亦
自
ら
倹
す
る
者
は
人
を
周
く
せ
ず 

 [

原
文]

自
忍
者
亦
必
害
人 

[

訓
読]

自
ら
忍
ぶ
者
は
亦
必
ず
人
を
害
す 

 [

原
文]

是
言
不
高
尚
其
意
雖
小
以
足
勉
天
下
人
之
人
情
私
矣 

[

訓
読]

是
の
言
高
尚
な
ら
ず
、
其
の
意
小
な
り
と
雖
も
、
以
て
天
下
の
人
の
人
情
の
私
し
を
勉
む
る
に
足
り 

 [

原
文]

吁
自
愛
不
成 

[

訓
読]

吁
、
自
ら
愛
し
て
成
ら
ず 

 [

原
文]

獨
倹
不
惠
欺
而
罔
彼
忍
而
傷
人 

[

訓
読]

獨
り
倹
し
て
恵
ま
ず
、
欺
き
て
彼
を
罔
む
き
、
忍
び
て
人
を
傷(

そ
こ)

な
う 

 [

原
文]

天
下
人
情
人
間
私
欲
無
所
可
咎 

[

訓
読]

天
下
の
人
情
、
人
間
の
私
欲
、
咎
む
べ
き
所
無
し 

 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

２
４ 

[

原
文]

昔
呉
有
延
陵
季
子
者
過
徐 

[

訓
読]

昔
呉
に
延
陵
の
季
子
と
い
う
者
有
り
て
除
に
過
ぎ
る 

 
 

 

※
季
子…

中
国
の
春
秋
時
代
の
呉
の
季
札
の
こ
と
。「
延
陵
」
は
中
国
の
呉
の
地
名
。 

 [

原
文]

徐
君
心
欲
季
子
所
佩
寶
剣 

[

訓
読]

徐
君
、
心
に
季
子
が
佩
す
る
所
の
寶
剣
を
欲
す 

 [

原
文]

季
子
知
之
還
頃
徐
君
死
矣 

[

訓
読]

季
子
之
を
知
り
、
還
る
頃
徐
君
死
せ
り 

 [

原
文]

季
子
不
忍
觧
剣
掛
彼
塚
下
樹
頭
而
歸
去 

[

訓
読]

季
子
忍
び
ず
、
剣
を
觧(

と)

き
て
彼
の
塚
の
下
の
樹
頭
に
掛
け
て
帰
り
去
る 

 [

原
文]

復
范
仲
淹
子
尭
夫
者
往
姑
蘇 

[

訓
読]

復
た
范
仲
淹
が
子
尭
夫
は
姑
蘇
に
往
く 

※
范
仲
淹…

端
拱
二
年
八
月
二
十
九
日
（
９
８
９
年
１
０
月
１
日
）-

皇
祐
四
年
五
月
二
十
日
（
１
０
５
２
年
６
月

１
９
日
））
中
国
の
北
宋
の
政
治
家
・
文
人
。
字
は
希
文
。
諡
は
文
正
。 

范
純
仁…

天
聖
五
年
（
１
０
２
７
）-

建
中
靖
国
元
年
（
１
１
０
１
）
字
・
堯
夫
、
謚
・
忠
宣
、
范
仲
淹
の
次
子
。 

 [

原
文]

収
麥
舟
五
百
斛
還 

[

訓
読]

麥
舟
五
百
斛
を
収
め
還
る 

 [

原
文]

路
次
丹
陽
見
石
曼
卿 

[

訓
読]

路
丹
陽
に
次
り
、
石
曼
卿
に
見
ゆ 

 
 

 

※
石
曼
卿…

石
延
年
、
字
は
曼
卿
、
安
仁
。
９
９
４[

淳
化
五]

～
１
０
４
１[

慶
暦
一]

、
中
国
北
宋
の
文
学
者
．
原

籍
は
幽
州
の
人
で
あ
っ
た
が
，
後
に
宋
州
宋
城
に
遷
っ
た
．
真
宗
の
時
に
三
班
奉
職
と
な
り
，
光
禄

大
理
寺
丞
，
太
子
中
允
，
同
判
登
聞
鼓
院
等
を
歴
任
す
る
． 

 [

原
文]

卿
曰
擧
三
喪
欲
塟
如
何
為 

[

訓
読]

卿
曰
く
、
三
喪
を
擧
て
如
何
が
為
す 

 [

原
文]

無
物
料
尭
夫
憶
其
故
舊
與
五
百
斛
空
手
歸
家 

[

訓
読]

物
料
無
く
こ
と
、
尭
夫
其
の
故
舊
を
憶
ひ
、
五
百
斛
と
與
へ
て
空
手
に
し
て
家
に
歸
へ
る 

 [

原
文]

又
明
王
仁
傑
者 

[

訓
読]

又
明
に
王
仁
傑
と
い
う
者
有
り 



 
 

 
※
王
仁
傑…

不
明 

 [

原
文]

其
家
富
財
寶
有
善
行
以
粟
貸
人
不
圖
重
息 

[

訓
読]

其
の
家
財
寶
に
富
て
善
行
有
り
、
粟
を
以
て
人
に
貸
し
、
息
を
重
ね
る
を
圖
ら
ず 

 [

原
文]

年
豐
僅
取
十
之
二
三 

[

訓
読]

年
豐
な
れ
ば
十
の
二
三
を
取
る 

 [

原
文]

稍
飢
但
収
其
本
大
凶
則
皆
已
之 

[

訓
読]

稍
や
飢
れ
ば
但
だ
其
の
本
を
収
め
、
大
い
に
凶
す
れ
ば
則
ち
皆
之
を
已
む 

 [

原
文]

郷
里
不
知
字
咸
稱
王
義
士 

[

訓
読]

郷
里
字
を
知
ら
ず
、
咸
な
王
義
士
と
稱
す 

 
 

 

※
王
義
士…

人
名
？ 

 [

原
文]

又
明
末
有
左
溪
公 

[

訓
読]

又
明
の
末
に
左
溪
公
と
い
う
も
の
有
り 

 [

原
文]

其
義
似
義
士
活
達
者
也 

[

訓
読]

其
の
義
義
士
に
似
て
、
活
達
な
る
者
な
り 

 [

原
文]

曾
出
母
金
千
廩
穀
萬
借
邑
人 

[

訓
読]

曾
て
母
の
金
千
、
廩
穀
萬
を
出
さ
し
め
邑
人
に
借
す 

 [

原
文]

時
郷
邑
饑
饉 

[

訓
読]

時
に
郷
邑
饑
饉
し 

 [

原
文]

左
溪
取
其
券
盡
焚
去 

[

訓
読]

左
溪
其
の
券
を
取
り
て
盡
く
焚
き
去
る 

 [

原
文]

蒼
頭
曹
不
知
溪
之
慈
意 

[

訓
読]

蒼
頭
の
曹
、
溪
の
慈
意
を
知
ら
ず 

 
 

 

※
蒼
頭
１ 

昔
、
中
国
で
兵
卒
は
青
い
頭
巾
ず
き
ん
を
か
ぶ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
兵
卒
。
雑
兵
。 

２ 

し
も
べ
。
下
男
。 

 [

原
文]

疑
其
債
負
而
扃
戸
飼
云
う 

[

訓
読]

其
の
債
を
疑
い
て
、
負
い
て
戸
を
扃
め
買
ら
ふ
と
云
う 

 



[

原
文]
溪
之
惠
人
加
義
士
一
著
子 

[

訓
読]
溪
の
人
を
恵
、
義
士
に
加
わ
れ
る
一
著
子 

 
 

 

※
一
著
子…

い
ち
じ
ゃ
く
す
。
一
つ
の
見
識
、
主
張
。 

 [

原
文]

余
以
如
延
陵
子
知
其
心
而
不
自
欺 

[

訓
読]

余
以
へ
ら
く
、
延
陵
子
の
如
き
は
其
の
心
を
知
り
て
自
ら
欺
か
ず 

 [

原
文]

履
仁
廉
潔
者
也 

[

訓
読]

仁
を
履
き
て
廉
潔
な
る
者
な
り 

 [

原
文]

如
尭
夫
怜
貧
成
人 

[

訓
読]

尭
夫
の
如
き
は
貧
を
怜
れ
ん
で
人
と
成
り 

 [

原
文]

蹈
義
縄
道
者
也 

[

訓
読]

義
を
蹈
ん
で
道
を
縄(

た
だ)

す
者
な
り 

 [

原
文]

如
仁
傑
左
溪
大
度
賙
郷
民
寛
仁 

[

訓
読]

仁
傑
、
左
溪
が
如
き
は
大
度
に
し
て
、
郷
民
を
賙
は
す
寛
仁
な
る
者
な
り 

 [

原
文]

都
而
謂
之 

[

訓
読]

都
て
之
を
謂
う 

 [

原
文]

知
天
道
而
不
左
人
理
者
也 

[

訓
読]

天
道
を
知
り
て
人
理
に
左
せ
ず
者
な
り 

 [

原
文]

君
子
居
之 

[

訓
読]

君
子
之
に
居
る 

 [

原
文]

何
之
不
可 

[

訓
読]

何
く
に
か
之
く
か
不
可
な
ら
ん 

 [

原
文]

是
苟
君
子
乎
耶 

[

訓
読]

是
れ
苟
も
君
子
な
ら
ん
や 

 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

２
５ 

 [

原
文]

僧
祇
曰 

[

訓
読]

僧
祇
に
曰
く 

 
 

 

※
僧
祇…

１ 

《
梵 M

a
h
ā
-
s
ā
g

h
ik

a

の
音
写
「
摩
訶
僧
祇
」
の
略
》
仏
滅
の
約
１
０
０
年
後
、
僧
団
分
裂
に
よ

っ
て
結
成
さ
れ
た
進
歩
的
な
大
衆
部
の
こ
と
。
上
座
部
に
対
す
る
。 

２ 

仏
教
を
修
行
す
る
出
家
の
集
団
。 

３ 

《「
阿
僧
祇
」
の
略
》
無
数
。
無
量
。 

 [

原
文]

佛
告
諸
比
丘 

[

訓
読]

佛
諸
の
比
丘
に
告
ぐ 

 [

原
文]

計
此
一
粒
米
用
百
功 

[

訓
読]

此
の
一
粒
を
計
る
に
百
功
を
用
ゆ 

 [

原
文]

及
奪
其
妻
子
之
分
求
福
故
施 

[

訓
読]

其
の
妻
子
の
分
を
奪
う
に
及
び
福
を
求
む
る
が
故
に
施
す 

 [

原
文]

云
何
棄
之 

[

訓
読]

云
何(

い
か)

ん
ぞ
、
之
を
棄
て
ん
と 

 [

原
文]

余
曰
人
施
不
舎
可
受 

[

訓
読]

余
曰
く
、
人
が
施
し
舎
て
ず
し
て
受
け
る
べ
し 

 [

原
文]

受
而
為
彼
可
報
於
福 

[

訓
読]

受
け
て
彼
が
為
に
福
を
報(

あ
た)

ふ
べ
し 

 [

原
文]

不
與
閻
王
債
於
飯
錢 

[

訓
読]

與
へ
ざ
れ
ば
、
閻
王
飯
錢
を
債(

か
り)

れ
ん 

 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

２
６ 

 [

原
文]

毘
尼
母
曰 

[

訓
読]

毘
尼
母
曰
く 

 
 

 

※
毘
尼
母…

『
毘
尼
母
（
び
に
も
）
経
』
。
内
容
は
、
経
と
い
う
よ
り
も
、『
四
分
律
』
を
依
用
し
て
広
釈
し
た
も

の
で
、
律
部
に
属
す
る
も
の
。 

 [

原
文]

不
坐
禪
誦
經
不
営
佛
法
僧
事 

[

訓
読]

坐
禅
誦
經
せ
ず
、
佛
法
僧
事
を
営
む 

 [

原
文]

為
施
所
堕 

[

訓
読]

施
し
の
為
に
堕
ち
る
所
な
り 

 [

原
文]

又
無
三
業 

[

訓
読]

又
三
業
無
し 

 [

原
文]

知
故
而
施
俱
為
施
堕 

[

訓
読]

知
り
て
故
に
施
す
も
俱
に
施
し
を
為
し
て
堕
せ
ん 

 [

原
文]

余
観
之
施
人
見
施
于
人 

[

訓
読]

余
之
を
観
れ
ば
、
人
に
施
し
人
に
施
さ
る 

 [

原
文]

善
知
其
有
功
無
功
又
知
有
三
業 

[

訓
読]

善
く
其
の
無
功
有
功
を
知
り
、
又
三
業
有
る
を
知
り 

 [

原
文]

受
其
施
矣 

[

訓
読]

其
の
施
し
を
受
く 

 [

原
文]

施
者
亦
知
之
施
之 

[

訓
読]

施
す
者
も
亦
之
を
知
り
之
を
施
す 

 [

原
文]

施
者
受
者
共
不
知
之 

[

訓
読]

施
す
者
、
受
く
る
者
共
に
之
を
知
ら
ず 

 [

原
文]

互
為
信
施
可
知
被
負
堕 

[

訓
読]

互
い
に
信
施
の
為
に
負
堕
せ
ら
る
を
知
る
べ
し 

 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

２
７ 

 [

原
文]

客
話
次
曰 

[

訓
読]

客
話
次
に
曰
く 

 [

原
文]

郷
談
有
阿
誰
誰
何
二
義 

[

訓
読]

郷
談
に
阿
誰
、
誰
何
の
二
義
有
り 

 
 

 

※
阿
誰…

何
び
と
。〔
三
国
志
、
蜀
、
統
伝
〕（
先
主
）
統
に
謂
ひ
て
曰
く
、
今
日
の
會
、
樂
し
と
謂
ふ
べ
し
と
。
統

曰
く
、
人
の
國
を
伐
ち
て
以
て
と
爲
す
は
、
仁
の
兵
に
非
ず
と
。
先
う
て
怒
る
。(

略)

～
謂
ひ
て
曰
く
、

向
の
論
、
阿
誰
を
失
と
爲
す
と
。
統
對
へ
て
曰
く
、
君
臣
に
失
す
と
。 

 [

原
文]

三
國
志
龎
綂
傳
史
秦
皇
本
紀
注
解
云
不
知
也 

[

訓
読]

三
國
志
龎
綂
傳
史
の
秦
皇
本
紀
に
注
解
す
と
云
う
、
知
ら
ざ
る
な
り 

  



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

２
８ 

 [

原
文]

仙
臺
府
下
有
白
氏
希
水
居
士 

[

訓
読]

仙
臺
府
下
に
白
氏
希
水
居
士
有
り 

 
 

 

※
白
氏
希
水
居
士…
人
名
？ 

 [

原
文]

本
貫
巖
城
人 

[

訓
読]

本
貫
は
巖
城
人 

 [

原
文]

此
秊
寶
永
丁
亥
九
月
三
日
念
佛
逝
矣 

[

訓
読]

此
の
秊
、
寶
永
丁
亥
九
月
三
日
、
念
佛
し
て
逝
く 

 [

原
文]

引
火
后
収
舎
利
數
十
顆 

[

訓
読]

引
火
の
后
、
舎
利
數
十
顆
を
収
め 

 [

原
文]

其
友
定
源
者
持
来
視
予 

[

訓
読]

其
の
友
定
源
な
る
者
持
し
来
り
て
予
に
視
せ
し
む 

 [

原
文]

色
間
青
金
燦
照
人
目 

[

訓
読]

色
青
金
を
間
し
て
燦
と
し
て
人
目
を
照
ら
す 

 [

原
文]

大
如
菽
豆 

[

訓
読]

大
さ
菽
豆
の
如
く 

 [

原
文]

仍
匡
彼
平
素 

[

訓
読]

仍
て
彼
の
平
素
を
正
し 

 [

原
文]

天
性
直
心
一
向
念
佛 

[

訓
読]

天
性
直
心
、
一
向
念
佛 

 [

原
文]

以
此
大
善
外
無
餘
惡 

[

訓
読]

此
の
大
善
を
以
て
外
に
餘
惡
無
し 

 [

原
文]

古
徳
曰
直
心
取
菩
提 

[

訓
読]

古
徳
曰
く
。
直
心
菩
提
を
取
る 

  



[

原
文]
且
聞
一
念
之
精
積
以
萬
年
則
舎
利
塞
大
千 

[

訓
読]
且
つ
聞
く
、
一
念
の
精
積
む
に
萬
年
以
て
す
れ
ば
則
ち
舎
利
大
千
を
克
塞
す
と 

 [

原
文]

亦
聞
舎
利
一
善
有
常
者
咸
有
焉 

[

訓
読]

亦
聞
く
、
舎
利
一
善
常
有
る
者
は
咸
有
り
と 

 [

原
文]

今
彼
有
舎
利 

[

訓
読]

今
彼
に
舎
利
有
り 

 [

原
文]

理
則
固
然 

[

訓
読]

理
則
ち
固(

か
た
く
な)

に
然
り 

 [

原
文]

不
足
可
疑 

[

訓
読]

疑
う
べ
き
に
足
ら
ず 

 [

原
文]

然
居
士
学
問
深
浄
土
造
書
乙
冊 

[

訓
読]

然
し
て
居
士
の
学
問
浄
土
に
深
く
、
書
乙
冊
を
造
る 

 
 

 

※
書
乙
冊…

よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん 

 [

原
文]

先
年
来
予
檢
之 

[

訓
読]

先
年
予
に
来
さ
し
め
之
を
檢
せ
し
む 

 [

原
文]

確
殫
浄
土
理 

[

訓
読]

確(

か
た)

く
浄
土
の
理
を
殫(

つ)

く 

 [

原
文]

今
年
七
十
一
無
疾
化
去 

[

訓
読]

今
年
七
十
一
、
疾
無
く
化
し
て
去
る 

 [

原
文]

去
日
把
筆
書
遺
詩
而
瞑
目
云 

[

訓
読]

去
る
日
筆
を
把
っ
て
遺
詩
を
書
き
瞑
目
し
て
云
う 

 [

原
文]

称
名
念
佛
其
功
了 

[

訓
読]

称
名
念
佛
、
其
の
功
了
る 

 
 

 
 

[

原
文]

投
入
蓮
臺
七
寶
池 

[

訓
読]

蓮
臺
の
七
寶
池
に
投
入
し 

 
 

 

※
蓮
臺…

蓮
華
の
形
に
作
っ
た
仏
像
の
台
座
。
蓮
華
座
。
転
じ
て
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
往
生
す
る
者
が
身
を
托

す
る
も
の 



[

原
文]
即
得
往
生
安
楽
国 

[

訓
読]
即
得
し
安
楽
国
に
往
生
す 

 [

原
文]

無
生
法
忍
到
哉
時
余
閲
此
偈
太
嘆
息 

[

訓
読]

無
生
法
忍
到
れ
る
か
な
時
、
余
此
の
偈
を
閲
し
太(

は
な
は)

だ
嘆
息
す 

 
 

 

※
無
生
法
忍…

忍
は
認
知
の
意
。
生
じ
る
こ
と
も
滅
す
る
こ
と
も
な
い
と
い
う
真
理
を
認
識
す
る
こ
と
。
ま
た
、

そ
の
真
理
を
悟
っ
た
安
ら
ぎ
。 

  



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

２
９ 

 [

原
文]

洞
宗
可
山
禅
師
平
生
荷
法
牧
衆 

[

訓
読]

洞
宗
の
可
山
禅
師
は
平
生
法
を
荷
い
衆
を
牧
す 

 
 

 

※
可
山
禅
師…

瑩
山
紹
瑾
の
こ
と
？
諡
号:

佛
慈
禅
師
、
弘
徳
圓
明
国
師
、
常
済
大
師
。
日
本
の
鎌
倉
時
代
の
曹
洞

宗
の
僧
侶
。
瑩
山
派
（
總
持
寺
派
）
の
派
祖
で
、
教
団
で
は
第
四
祖
と
す
る
。
一
般
に
は
瑩
山
禅
師
と
呼
ば
れ
、

教
団
内
で
は
日
本
曹
洞
宗
開
祖
で
祖
の
道
元
を
高
祖
承
陽
大
師
、
瑩
山
を
太
祖
常
済
大
師
と
す
る
。 

 [

原
文]

中
興
城
下
泰
心 

[

訓
読]

城
下
の
泰
心
を
中
興
し 

 [

原
文]

造
伽
藍
置
經
藏 

[

訓
読]

伽
藍
を
造
り
經
藏
を
置
く 

 [

原
文]

此
年
九
月
説
偈
入
寂 

[

訓
読]

此
の
年
九
月
偈
を
説
き
て
入
寂
す 

 [

原
文]

荼
毘
則
得
舎
利
數
百
粒 

[

訓
読]

荼
毘
す
れ
ば
則
ち
舎
利
數
百
粒
を
得 

※
荼
毘…

パ
ー
リ jh

ā
p

e
ti

あ
る
い
は
こ
れ
に
近
い
俗
語
の
音
写
。
焼
身
・
焚
焼
の
意
。
死
体
を
焼
い
て
弔
う
こ

と
。
火
葬
。 

 [

原
文]

士
民
多
収
之 

[

訓
読]

士
民
多
く
之
を
収
め 

 [

原
文]

前
年
湯
治
青
根
山 

[

訓
読]

前
年
青
根
山
に
湯
治
す 

 
 

 

※
青
根
山…

不
明 

 [

原
文]

禪
老
先
來
時
時
把
手
款
話 

[

訓
読]

禪
老
先
に
来
り
、
時
時
手
を
把
り
款
話
す 

 [

原
文]

厥
后
來
我
山
見
顧
問 

[

訓
読]

厥
の
后
、
我
が
山
に
来
り
て
顧
問
せ
ら
る 

[

原
文]

今
復
聽
訃
見
偈 

[

訓
読]

今
復
た
訃
を
聽
き
偈
を
見 

 



[

原
文]
感
涙
勿
蹇 

[

訓
読]
感
涙
蹇(

や)

む
こ
と
勿
れ 

 [

原
文]

茲
記
遺
偈 

[

訓
読]

茲
に
遺
偈
を
記
す 

 [

原
文]

豎
規
來
十
方
破
塵
出
大
藏 

[

訓
読]

規
を
豎(

た)

て
十
方
に
来
り
、
塵
を
破
り
大
藏
を
出
る 

 [

原
文]

末
后
一
句 

[

訓
読]

末
后
の
一
句 

 [

原
文]

手
亂
脚
忙
咄 

[

訓
読]

手
乱
れ
足
忙
し
く
咄
す 

 [

原
文]

曰
世
壽
七
十
一 

[

訓
読]

曰
く
世
壽
七
十
一 

 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

３
０ 

 [

原
文]

昔
日
在
于
燕
山
日
偶
讀
黄
大
史
頤
軒
詩 

[

訓
読]

昔
日
燕
山
に
在
る
日
、
偶
た
ま
黄
大
史
の
頤
軒
詩
を
讀
む 

 
 

 

※
黄
大
史
・
頤
軒
詩…

黄
庭
堅
の
「
頤
軒
詩
六
首
」
の
こ
と 

 [

原
文]

記
取
四
篇
眎
来
客
者 

[

訓
読]

四
篇
を
記
し
取
り
、
来
客
の
者
に
眎(

み)

す 

 [

原
文]

有
憶
又
言
之 

[

訓
読]

憶
う
こ
と
有
り
て
之
に
言
う 

 [

原
文]

枢
機
要
發
遅 

[

訓
読]

枢
機
は
発
す
る
こ
と
の
遅
き
を
要
す 

 [

原
文]

飲
食
戒
味
厚 

[

訓
読]

飲
食
は
味
の
厚
を
戒
め 

 [

原
文]

漁
人
溺
於
波
君
子
溺
於
口 

[

訓
読]

漁
人
は
波
に
溺
れ
、
君
子
は
口
に
溺
ゆ 

 [

原
文]

又
涇
流
不
濁
渭 

[

訓
読]

又
涇
流
渭
を
濁
さ
ず 

 [

原
文]

種
桃
無
李
實 

[

訓
読]

桃
を
種
し
て
李
の
實
無
し 

 [

原
文]

養
心
去
塵
縁
光
明
生
虚
室 

[

訓
読]

心
を
養
ひ
て
塵
縁
を
去
く
れ
ば
、
光
明
虚
室
に
生
ず 

 [

原
文]

又
百
戦
百
勝
不
如
一
忍 

[

訓
読]

又
百
戦
百
勝
す
る
も
一
忍
に
は
如
か
ず 

 [

原
文]

萬
言
萬
當
不
如
一
默 

[

訓
読]

萬
言
萬
當
す
る
も
一
默
に
如
か
ず 

  



[

原
文]
無
可
揀
擇
眼
界
平 

[

訓
読]
揀
擇
す
べ
き
無
け
れ
ば
眼
界
平
か
な
り 

 [

原
文]

不
藏
秋
毫
心
地
直 

[

訓
読]

秋
毫
を
藏
さ
れ
ば
、
心
地
直
す 

 [

原
文]

又
辱
梨
莫
辱
多
欲 

[

訓
読]

又
辱
欲
多
く
よ
り
辱
し
き
は
莫
し 

 [

原
文]

樂
無
樂
無
求 

[

訓
読]

樂
し
み
は
求
め
無
き
よ
り
樂
し
は
無
し 

 [

原
文]

人
生
強
學
耳 

[

訓
読]

人
生
強
め
て
學
ぶ
の
み 

 [

原
文]

萬
古
一
東
流 

[

訓
読]

萬
古
一
た
び
東
流
し 

 [

原
文]

太
史
曾
参
晦
堂
仁
也 

[

訓
読]

太
史
曾
て
晦
堂
に
参
す
る
に
仁
な
り 

※
晦
堂
祖…

宋
で
活
動
し
た
臨
済
宗
黄
龍
派
の
禅
傑
で
あ
る
。
天
聖
三
年
（
１
０
２
５
年
）
、
南
雄
州
保
昌
県
で
誕

生
し
た
。
俗
姓
は
鄔
氏
。
１
０
歳
の
時
、
龍
山
寺
慧
全
に
就
い
て
出
家
。
雲
峰
文
悦
な
ら
び
に
黄
龍

慧
南
に
師
事
し
、
黄
龍
慧
南
の
法
を
嗣
い
だ
。
師
の
寂
し
た
後
そ
の
衣
鉢
を
継
い
で
黄
龍
山
に
住
し
、

元
符
３
年
１
１
月
１
６
日
（
１
１
０
０
年
１
２
月
１
８
日
）
に
示
寂
し
た
。
諡
号
宝
覚
禅
師
。
そ
の

法
嗣
は
死
心
悟
新
、
霊
源
惟
清
、
三
聖
継
昌
ら
２
４
名
を
数
え
る
。
法
嗣
の
一
人
黄
庭
堅
に
よ
り
塔

銘
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 [

原
文]

其
言
不
啻 

[

訓
読]

其
の
言
啻(

た
だ)

な
ら
ず 

 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

３
１ 

 [

原
文]

論
衡
曰
手
中
無
錢
而
之
市
決
貨 

[

訓
読]

論
衡
に
曰
く
、
手
中
に
錢
無
く
市
に
之
き
て
貨
を
決
す 

 [

原
文]

貨
主
必
不
與
也 

[

訓
読]

貨
主
必
ず
與
へ
ず
な
り 

 [

原
文]

夫
胸
中
無
學
亦
猶
手
中
無
錢
也 

[

訓
読]

夫
れ
胸
中
學
無
く
も
亦
た
手
中
に
錢
無
き
が
ご
と
し 

 [

原
文]

余
曰
盍
翅
無
學
人
耳 

[

訓
読]

余
曰
く
盍
ぞ
翅(

た
だ)

無
学
の
人
の
み 

 [

原
文]

今
之
知
識
亦
如
此 

[

訓
読]

今
の
知
識
も
亦
此
の
如
し 

 [

原
文]

己
眼
不
明
生
死
不
殫 

[

訓
読]

己
の
眼
明
ら
か
な
ら
ず
、
生
死
殫(

つ)

さ
ず 

 [

原
文]

且
出
樷
社
入
于
街
市 

[

訓
読]

且
つ
樷
社
に
出
て
街
市
に
入
り
て 

 [

原
文]

唆
他
癡
男
女 

[

訓
読]

他
の
癡
の
男
女
を
唆
し 

 [

原
文]

借
之
以
大
悟
延
之
以
入
道 

[

訓
読]

之
に
借
す
に
大
悟
を
以
て
し
、
之
を
延(

ひ)

く
入
道
を
以
て
す 

 [

原
文]

是
那
异
手
中
無
錢
之
市
與
貨
者
也 

[

訓
読]

是
れ
那
ん
ぞ
手
中
に
錢
無
く
し
て
市
に
之
き
て
貨
を
與
ふ
者
に
异
と
な
ら
ん
や 

 [

原
文]

欲
己
不
極
生
死
而
決
断
他
生
死
之
路 

[

訓
読]

己
の
生
死
を
極
め
ず
他
の
生
死
の
路
を
決
断
せ
ん
と
欲
す 

 [

原
文]

又
不
可
得
也
悲
哉 

[

訓
読]

又
得
べ
か
ら
ず
、
悲
し
い
か
な
「 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

３
２ 

 [

原
文]

鹽
鐵
論
曰
内
無
其
質
而
外
學
其
文 

[

訓
読]

塩
鐵
論
に
曰
く
、
内
に
其
の
質
無
く
外
に
其
の
文
を
學
ぶ 

 [

原
文]

雖
有
賢
師
良
友
若
畫
脂
鏤
冰 

[

訓
読]

賢
師
、
良
友
有
る
と
雖
も
、
畫
の
若
し
脂
ら
に
冰
に
鏤(

ち
り
ば)

む
る
か 

 [

原
文]

費
日
損
功 

[

訓
読]

日
を
費
や
し
功
を
損
す 

 [

原
文]

曰
今
日
學
者
亦
如
之 

[

訓
読]

曰
く
今
日
學
ぶ
者
は
之
の
如
し 

 [

原
文]

整
日
所
力
外
内
走
外 

[

訓
読]

整
日
力(

つ
と)

む
る
所
、
内
を
外
に
し
外
に
走
る 

 [

原
文]

晋
意
於
外
學
溺
情
於
詩
句 

[

訓
読]

意
を
外
學
に
晋(

す
す)

み
、
情
を
詩
句
に
溺
れ
る 

 [

原
文]

徒
過
尚
年
不
眷
非
分 

[

訓
読]

徒
だ
尚
年
を
過
ぎ
、
非
分
を
眷(

か
え
り)

み
る 

 [

原
文]

可
惜
許 

[

訓
読] 

 
 

 

※
訓
読
が
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
原
文
に
送
り
仮
名
な
ど
も
な
し
。「
許
」
が
接
尾
辞
？ 

 [

原
文]

一
生
成
小
人
儒
了
也
悲
哉 

[

訓
読]

一
生
、
小
人
儒
と
成
り
了
る
な
り
、
悲
し
い
か
な 

 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

３
３ 

 [

原
文]

五
十
年
前
元
禄
之
初
掛
錫
峩
山 

[

訓
読]

五
十
年
前
、
元
禄
の
初
め
、
錫
を
峩
山
に
掛
け 

 [

原
文]

端
午
和
獨
照
堂
頭
示
衆
曰 

[

訓
読]

端
午
、
獨
照
堂
頭
の
示
衆
を
和
し
て
曰
く 

 
 

 

※
獨
照
堂
頭…

「
獨
照
」
人
名
？ 

 [

原
文]

喝
雷
𠣞
耳
可
怡
悦 

[

訓
読]

喝
雷
、
耳
を
𠣞
し
て
、
怡
悦
す
べ
し 

 [

原
文]

法
雨
濕
衣
値
艾
節 

[

訓
読]

法
雨
衣
を
濕
し
て
艾
節
に
値
す 

 
 

 

※
艾
節…

端
午
の
節
供
の
こ
と
。
＊
俳
諧
・
俳
諧
新
式
〔
１
６
９
８
〕
五
月
の
詞
「
端
午
の
類
〈
略
〉
艾
節 

類
書

纂
要
ニ
出
」
＊
俳
諧
・
俳
諧
四
季
部
類
〔
１
７
８
０
〕
五
月
「
艾
節 
重
午
」 

 [

原
文]

畫
蛛
懸
虎
不
相
關 

[

訓
読]

蛛
を
畫
き
虎
を
懸
け
る
は
相
ひ
關
わ
ら
ず 

 [

原
文]

這
裏
元
来
無
妖
蘖 

[

訓
読]

這
裏
元
来
妖
蘖
無
し 

 [

原
文]

傍
僧
云
偈
意
不
問
畫
蛛
懸
虎
奚
由 

[

訓
読]

傍
僧
云
う
、
偈
意
問
は
ず
蛛
を
畫
き
虎
を
懸
け
る
は
奚
に
か
由
る 

 [

原
文]

余
曰
此
故
不
督 

[

訓
読]

余
曰
く
此
の
故
督
さ
ざ
る 

 [

原
文]

只
見
大
慧
頌
臨
済
見
三
僧
來
豎
起
拂
子
之
因
縁 

[

訓
読]

只
だ
大
慧
臨
済
三
僧
の
来
る
を
見
て
拂
子
を
豎
起
す
る
の
因
縁
を
頌
す
る
を
見
る
に 

 [

原
文]

偈
曰
五
月
五
日
午
時
書 

[

訓
読]

偈
に
曰
く
、
五
月
五
日
午
時
に
書
く 

 [

原
文]

赤
口
毒
舌
盡
消
除 

[

訓
読]

赤
口
毒
舌
盡
く
消
除
す 



[

原
文]
更
饒 

[

訓
読]
更
に
饒
し 

 [

原
文]

急
急
如
律
令 

[

訓
読]

急
急
如
律
令 

 [

原
文]

不
須
門
上
畫
蜘
蛛 

[

訓
読]

須
ひ
ず
、
門
上
蜘
蛛
を
畫
く
を 

  



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

３
４ 

 [

原
文]

諸
惡
莫
作
衆
善
奉
行 

[

訓
読]

諸
惡
作
す
莫
れ
、
衆
善
奉
行
す 

 [

原
文]

世
曰
七
佛
通
戒
偈
七
佛
禁
戒
偈
在
另
外 

[

訓
読]

世
に
曰
く
、
七
佛
通
戒
の
偈
、
七
佛
禁
戒
の
偈
は
另(

レ
イ)

外
に
在
り 

 [

原
文]

此
偈
阿
難
報
答
迦
葉
問
偈
也 

[

訓
読]

此
の
偈
は
阿
難
迦
葉
の
問
に
報
答
す
る
偈
な
り 

 [

原
文]

増
一
阿
含
一
巻
涅
槃
經
之
十
四
説
前
後 

[

訓
読]

増
一
阿
含
一
巻
、
涅
槃
経
の
十
四
に
前
後
を
説
く 

 [

原
文]

偈
曰
諸
惡
莫
作
衆
善
奉
行
自
浄
其
意 

[

訓
読]

偈
に
曰
く
、
諸
惡
作
す
莫
れ
、
衆
善
奉
行
し
、
自
ら
其
の
意
を
浄
す 

 [

原
文]

是
諸
佛
教 

[

訓
読]

是
れ
諸
佛
の
教
か
と 

 [

原
文]

余
曰
此
語
三
歳
童
子
知
誦
之 

[

訓
読]

余
曰
く
、
此
の
語
三
歳
の
童
子
も
之
を
誦
す
る
を
知
る 

 [

原
文]

然
百
歳
老
人
不
奉
行
則
輸
于
童
子 

[

訓
読]

然
れ
ど
も
百
歳
の
老
人
、
奉
行
せ
ざ
る
は
、
則
ち
童
子
よ
り
輸(

お
と)

れ
り 

 [

原
文]

只
能
此
偈
奉
行 

[

訓
読]

只
能
く
此
の
偈
を
奉
行
せ
よ 

 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

３
５ 

 [

原
文]

念
佛
禪
士
至
矣 

[

訓
読]

念
佛
の
禅
師
至
る 

 [

原
文]

問
古
徳
曰 

[

訓
読]

古
徳
を
問
ひ
て
曰
く 

 [

原
文]

念
滿
十
萬
八
千
徧 

[

訓
読]

念
じ
て
十
萬
八
千
徧
に
満
ち
て 

 [

原
文]

徧
徧
入
於
無
相
定 

[

訓
読]

徧
徧
と
し
て
無
相
定
に
入
り 

 [

原
文]

無
相
定
何
耶 

[

訓
読]

無
相
定
は
何
そ
や 

 [

原
文]

余
曰
良
也 

[

訓
読]

余
曰
く
良
な
り 

 [

原
文]

問
之 

[

訓
読]

問
ふ
こ
と 

 
 

 

※
之
を
問
ふ
こ
と
？ 

 [

原
文]

夫
無
相
定
者
一
念
法
界
法
界
一
念 

[

訓
読]

夫
れ
無
相
定
な
る
者
は
一
念
法
界
、
法
界
一
念 

 [

原
文]

離
念
無
法
界
離
法
界
無
念 

[

訓
読]

念
を
離
し
て
法
界
無
く
、
法
を
離
し
て
念
無
く 

 [

原
文]

是
故
即
土
浄
土
即
身
彌
陀 

[

訓
読]

是
の
故
に
即
土
は
浄
土
、
即
身
は
彌
陀 

 [

原
文]

誰
言
十
萬
億
土
去
此
不
遠 

[

訓
読]

誰
が
言
う
、
十
萬
億
土
、
此
を
去
る
こ
と
遠
か
ら
ず 

  



[

原
文]
何
遠
之
有 

[

訓
読]
何
ぞ
遠
い
こ
と
か
こ
れ
有
ら
ん 

 [

原
文]

迩
而
甚
迩 

[

訓
読]

迩
き
こ
と
甚
だ
迩
し 

 [

原
文]

只
不
思
耳 

[

訓
読]

只
思
わ
ざ
る
の
み 

 [

原
文]

如
斯
觀
念
念
佛 

[

訓
読]

斯
の
如
く
観
念
し
佛
を
念
じ 

 [

原
文]

念
念
至
無
念
心
心
至
無
心 

[

訓
読]

念
念
と
し
て
無
念
に
至
り
、
心
心
と
し
て
無
心
に
至
る 

 [

原
文]

徧
徧
至
無
徧
相
相
至
無
相 

[

訓
読]

徧
徧
と
し
て
無
徧
に
至
り
、
相
相
と
し
て
無
相
に
至
る 

 [

原
文]

如
斯
観
念
念
佛
不
岐
晝
夜 

[

訓
読]

斯
の
如
く
観
念
念
佛
し
て
晝
夜
を
岐
た
ず 

 [

原
文]

不
移
坐
臥 

[

訓
読]

坐
臥
を
移
さ
ず 

 [

原
文]

不
阻
寤
寐
夫
名
之 

[

訓
読] 

寤
寐
を
阻
ま
た
ず
、
夫
れ
之
を
名
け
て 

 [

原
文]

曰
入
無
相
定
念
佛
之
行
者
也 

[

訓
読]

無
相
定
に
入
り
念
佛
の
行
者
と
曰
く 

 [

原
文]

亦
復
曰
之
浄
土
之
禪 

[

訓
読]

亦
復
之
を
浄
土
の
禪
と
曰
い 

 [

原
文]

禪
之
浄
土
夫
知
之 

[

訓
読]

禪
の
浄
土
夫
れ
こ
れ
を
知
る 

 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

３
６ 

 [

原
文]

出
家
菩
薩
欲
行
菩
薩
之
道 

[

訓
読]

出
家
の
菩
薩
は
菩
薩
の
路
を
行
は
ん
と
欲
し 

 [

原
文]

只
單
可
知
謙
下
徳 

[

訓
読]

只
単
に
謙
下
の
徳
を
知
る
べ
し 

 [

原
文]

離
謙
之
道
者
弗
弟
子 

[

訓
読]

謙
の
道
を
離
れ
る
者
は
佛
弟
子
に
弗
ず 

 [

原
文]

故
常
不
經
菩
薩
修
此
謙
下 

[

訓
読]

故
に
常
不
輕
菩
薩
は
此
の
謙
下
を
修
め 

 [

原
文]

法
華
會
上
蒙
授
記
矣 

[

訓
読]

法
華
會
上
に
授
記
を
蒙
る 

 [

原
文]

仍
記 

[

訓
読]

仍
ち
記
す 

 [

原
文]

文
殊
佛
利
經
説
曰 

[

訓
読]

文
殊
佛
利
經
に
説
き
て
曰
く 

 [

原
文]

謙
下
得
四
種
功
徳 

[

訓
読]

謙
下
に
四
種
の
功
徳
を
得 

 [

原
文]

一
遠
離
惡
趣 

[

訓
読]

一
は
惡
趣
を
遠
離
し 

 [

原
文]

不
受
驢
駝
牛
馬
等
諸
傍
生
身 

[

訓
読]

驢
駝
牛
馬
等
の
諸
の
傍
生
の
身
を
受
け
ず 

 [

原
文]

二
不
被
輕
毀 

[

訓
読]

二
に
は
輕
壊
せ
ら
れ
ず 

 [

原
文]

三
惡
友
怨
敵
不
能
凌
突 

[

訓
読]

三
つ
に
は
惡
友
怨
敵
、
凌
突
す
る
あ
た
は
ず 



[

原
文]
四
常
為
人
天
恭
敬 

[

訓
読]
四
に
は
人
天
の
為
に
恭
敬
せ
ら
る
と 

 [

原
文]

謙
下
道
不
可
離 

[

訓
読]

謙
下
の
道
離
る
べ
か
ら
ず 

 [

原
文]

故
古
徳
曰 

[

訓
読]

故
に
古
徳
曰
く 

 [

原
文]

見
一
切
衆
生
而
仰
之
如
佛
如
来 

[

訓
読]

一
切
衆
生
を
見
て
之
を
仰
ぐ
こ
と
佛
、
如
来
の
如
し 

 [

原
文]

吁
謙
之
徳
可
離
焉
非
出
家
菩
薩
行
也 

[

訓
読]

吁
、
謙
の
徳
焉
を
離
る
る
べ
し
は
、
出
家
の
菩
薩
の
行
い
に
は
非
ず 

 [

原
文]

慎
之 

[

訓
読]

之
を
慎
む 

   



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

３
７ 

[

原
文]

府
下
有
篤
信
者 

[

訓
読]

府
下
に
篤
信
な
る
者
有
り 

 
 

 

※
篤
信…

不
明 

 [

原
文]

恒
診
九
候
醫
余
善
疾 

[

訓
読]

恒
に
九
候
を
診
て
、
余
が
善
く
疾(

や)

む
を
醫(

な
お)

す 

 [

原
文]

公
退
日
至
矣 

[

訓
読]

公
退
く
日
至
る 

 [

原
文]

問
方
書
中
必
記
目
子 

[

訓
読]

問
ふ
、
書
中
の
中
に
必
ず
目
子
を
記
す 

 [

原
文]

有
匁
字
何
字 

[

訓
読]

匁
の
字
有
り
、
何
の
字
ぞ 

 [

原
文]

篤
云
匁
錢
之
俗
字 

[

訓
読]

篤
云
う
、
匁
は
錢
の
俗
字
な
り 

 [

原
文]

見
之
丹
鉛
總
録
俗
字
考
中 

[

訓
読]

之
を
丹
鉛
總
録
俗
字
考
中
に
見
ゆ 

 
 

 

※
丹
鉛
總
録…

(

明) 

楊
慎
著
、
陳
愷
校
、
出
版
者[

芸
暉
閣]

、
出
版
年
月
、
乾
隆
五
九 [

一
七
九
四] 

 [

原
文]

然
匁
字
和
訓
唱
文
目 

[

訓
読]

然
し
て
匁
の
字
は
和
訓
、
文
目
と
唱
ふ 

 [

原
文]

即
毉
篇
曰
一
匁
一
錢
目
也 

[

訓
読]

即
ち
毉
篇
に
一
匁
と
曰
ふ
は
一
錢
目
な
り 

 [

原
文]

余
耳
篤
之
語
疏
匁
錢
字 

[

訓
読]

余
篤
の
語
を
耳(

き
き)

て
、
匁
錢
の
字
を
疏(

わ
か)

つ 

 [

原
文]

余
又
訊
和
語
匁
曰
料
足 

[

訓
読]

余
又
訊
く
、
和
語
の
匁
を
料
足
と
曰
ふ 

 
 

 

※
料
足…

ぜ
に
（
銭
）、
あ
る
い
は
「
物
事
に
か
か
る
費
用
」
の
異
称
。
中
世
用
語
。
料
は
物
の
代
物
、
足
は
歩
く

義
。
料
脚
・
要
脚
と
も
い
う
。 



[

原
文]
訓
曰
阿
之
奚
義 

[

訓
読]
訓
に
阿
之(

あ
し)

と
曰
ふ
は
奚
の
義
ぞ 

 [

原
文]

彼
曰
言
阿
之
可
取
料
足
之
足
義
訓 

[

訓
読]

彼
れ
曰
く
阿
之
と
言
う
は
料
足
の
足
の
義
訓
を
取
る
べ
し 

 [

原
文]

然
而
曰
足
必
原
魯
褒
錢
神
論
無
足
走
者
乎 

[

訓
読]

然
し
て
而
も
足
と
曰
ふ
は
、
必
ず
魯
褒
の
錢
神
論
に
足
無
く
走
る
に
原(

も
と)

づ
く
者
か 

 
 

 

※
銭
神
論…

中
国
、
西
晋
の
風
刺
文
学
。
魯
褒
の
著
。
司
空
公
子
、
き
母
先
生
と
い
う
架
空
の
人
物
の
問
答
を
通

じ
て
、
銭
が
こ
の
世
の
な
か
で
万
能
で
あ
る
こ
と
を
皮
肉
な
調
子
で
述
べ
た
も
の
。 

 [

原
文]

又
訊
和
語
曰
麻
呂
何
意 

[

訓
読]

又
訊
く
、
和
語
に
麻
呂
と
曰
ふ
は
何
の
意
ぞ 

 [

原
文]

彼
曰
可
圓
字
之
和
訓 

[

訓
読]

彼
れ
曰
く
、
圓
の
字
の
和
訓
な
る
べ
し 

 [

原
文]

漢
書
太
公
為
周
立
九
府
圓
法 

[

訓
読]

漢
書
に
太
公
周
の
為
に
九
府
の
圓
法
を
立
つ
と 

 
 

 

※
圓
法…

古
圜
法
、
中
国
で
発
行
さ
れ
た
円
形
の
銅
貨
の
う
ち
最
初
期
の
も
の
。
通
常
、
先
秦
の
も
の
を
指
す
が
、

異
な
る
定
義
を
採
用
す
る
文
献
も
あ
る
。 

 [

原
文]

李
奇
注
圓
則
錢
也 

[

訓
読]

李
奇
の
注
に
圓
は
則
ち
錢
な
り 

 [

原
文]

是
可
由
之
云 

[

訓
読]

是
れ
之
に
由
る
べ
し
と
云
う 

 [

原
文]

篤
之
言
可
乎
耶 

[

訓
読]

篤
の
言
可
な
る
か
な 

 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

３
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 [

原
文]

有
客
問
余
曰 

[

訓
読]

客
有
り
余
に
問
う
て
曰
く 

 [

原
文]

世
有
信
口
言
而
人
不
乖
其
語
信
意
為
事
他
不
碍
其
故
者 

[

訓
読]

世
に
口
を
信
じ
言
ひ
て
人
其
の
語
に
乖
か
ず
、
意
を
信
じ
事
を
為
し
他
其
の
故
に
碍(

さ
え
ぎ)

ら
ざ
る
者
有 

 

り 

 [

原
文]

今
人
見
之 

[

訓
読]

今
の
人
之
を
見
る 

 [

原
文]

是
有
心
量
有
才
量
為
之
如
何 

[

訓
読]

是
れ
心
量
有
り
才
量
有
り
て
為
す
る
が
如
何(

い
か
ん) 

 
 

 

※
「
為
之
」
の
「
之
」
は
読
む
？ 

 [

原
文]

余
曰
是
不
于
心
量
才
量
只
有
福
量
為
者
也 

[

訓
読]

余
曰
く
、
是
れ
心
量
才
量
に
于(

お
？)

か
ら
ず
、
只
だ
福
量
有
り
て
為
す
る
者
な
り 

 [

原
文]

夫
不
知
之
強
責
其
人
則
猶
聵
者
咎
他
聲
不
及
己
耳 

[

訓
読]

夫
れ
、
之
を
知
ら
ず
、
強
ひ
て
其
の
人
を
責
む
る
は
、
聵
者
の
他
の
聲
の
己
の
耳
に
及
ば
ざ
る
を
咎
む
る
が
ご
と 

 
 

 

し 

 [

原
文]

咎
者
愚
也 

[

訓
読]

咎
む
る
者
は
愚
か
な
り 

 [

原
文]

不
可
責
以
福
量
為
者
愚
也 

[

訓
読]

福
量
を
以
て
為
す
る
者
が
愚
か
さ
を
責(

と)

が
む
べ
か
ら
ざ
る
な
り 

 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

３
９ 

 [

原
文]

又
問
心
量
與
才
量
優
劣
有
也 

[

訓
読]

又
た
問
う
、
心
量
と
才
量
、
優
劣
有
り
や 

 [

原
文]

心
量
原
徳
者
才
量
由
智
者 

[

訓
読]

心
量
は
徳
に
原
づ
く
者
、
才
量
は
智
に
由
る
者 

 [

原
文]

然
徳
者
仁
之
本
智
者
義
之
端
也 

[

訓
読]

然
し
て
徳
は
仁
の
本
、
智
は
義
の
端
な
り 

 [

原
文]

先
智
而
后
徳
則
仁
之
徑
敗
矣 

[

訓
読]

智
を
先
に
し
徳
を
后
に
す
れ
ば
、
則
ち
仁
の
徑
敗
す 

 [

原
文]

専
徳
弭
智
則
義
之
道
欫 

[

訓
読]

徳
を
専
ら
に
し
智
を
弭(

ゆ
る
？)

へ
る
と
き
は
、
則
ち
羲
の
道
欫
く 

 [

原
文]

心
量
才
量
仁
義
備
者
曰
君
子
曰
聖
賢 

[

訓
読]

心
量
才
量
、
仁
義
備
わ
る
者
、
君
子
と
曰
く
、
聖
賢
と
曰
ふ 

 [

原
文]

欠
此
二
者
則
常
人
才
量
也 

[

訓
読]

此
の
二
者
を
欠
く
者
は
、
則
ち
常
人
の
才
量
な
り 

 [

原
文]

吁
才
量
不
足
観
孔
丘
以
言 

[

訓
読]

吁
、
才
量
観
る
に
足
ら
ず
、
孔
丘
以
て
言
う 

 [

原
文]

有
周
公
之
才
之
美 

[

訓
読]

周
公
の
才
の
美
有
れ
ど
も 

 [

原
文]

使
驕
且
吝
其
餘
不
足
観
也
已 

[

訓
読]

驕
り
且
つ
吝
な
ら
し
め
ば
、
其
の
餘
観
す
る
に
足
ら
ざ
る
の
み 

 [

原
文]

吁
才
量
福
量
之
叵
信
也
如
之 

[

訓
読]

吁
、
才
量
福
量
の
信
じ
叵(

が
た)

き
こ
と
之
の
如
し 

 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

４
０ 

 [

原
文]

五
十
年
前
在
播
州
龍
門
曰 

[

訓
読]

五
十
年
前
、
播
州
の
龍
門
に
在
し
曰
く 

 
 

 

※
龍
門…

龍
門
寺
。
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
禅
刹
で
、「
不
生
禅
」
を
説
か
れ
た
盤
珪
国
師
の
根
本
道
場
と
し
て
寛
文

元
年
（1

6
6

1
）
に
創
建
さ
れ
、
当
時
の
遺
構
を
そ
の
ま
ま
に3

5
0

年
の
法
灯
を
持
続
し
て
い
る
。
開

創
に
当
た
り
、
京
極
高
豊
候
（
丸
亀
藩
主
）
は
、
方
六
十
間
境
内
用
地
を
寄
付
さ
れ
、
こ
の
地
の
富
豪
、

佐
々
木
道
弥
、
正
意
、
道
珠
の
兄
弟
は
巨
資
を
投
じ
て
創
建
に
尽
力
し
た
。
又
、
民
衆
も
献
身
的
な
奉

仕
に
依
り
土
木
の
役
に
当
た
っ
て
造
営
に
尽
力
す
る
。
次
い
で
延
宝
元
年
（1

6
7

3

）
大
方
丈
、
禅
堂
寺

が
完
成
し
て
一
層
壮
麗
を
加
え
て
播
州
随
一
の
大
叢
林
と
な
る
。 

 [

原
文]

一
夕
濃
州
江
州
兩
僧
同
會 

[

訓
読]

一
夕
濃
州
江
州
の
兩
僧
同
會
す 

 [

原
文]

濃
州
僧
曰
寛
永
寛
文
間
有
一
老
宿 

[

訓
読]

濃
州
の
僧
曰
く
、
寛
永
寛
文
の
間
、
一
老
宿
有
り 

 [

原
文]

徃
干
關
山
山
作
詩 

[

訓
読]

關
山
の
山
に
徃
干
し
て
詩
を
作
る 

 
 

 

※
干
關…

地
名
？ 

 
 

 
 

干…

于
の
間
違
い
？
「
徃
于
」
で
動
詞
？ 

 [

原
文]

此
詩
動
一
時
曰 

[

訓
読]

此
の
詩
一
時
を
動
か
す
、
曰
く 

 [

原
文]

投
宿
夜
来
相
見
了 

[

訓
読]

宿
に
投
じ
て
夜
来
相
い
見
了
す 

 [

原
文]

月
明
本
有
自
圓
成 

[

訓
読]

月
明
自
ら
圓
成
有
り 

 [

原
文]

到
今
猶
聽
關
山
曲 

[

訓
読]

今
に
至
り
て
猶
お
關
山
の
曲
を
聽
く 

 [

原
文]

日
日
松
風
萬
嶽
聲 

[

訓
読]

日
日
の
松
風
、
萬
嶽
の
聲 

 



[

原
文]
時
得
州
僧
曰
所
我
耳
與
公
之
所
記
同
坑
有
異
土 

[

訓
読]
時
に
江
州
の
僧
に
曰
く
、
我
が
耳
く
所
と
公
の
記
す
所
と
同
坑
に
異
土
有
り 

 [

原
文]

同
坐
者
曰
子
之
記
如
何 

[

訓
読]

同
じ
坐
る
者
曰
く
、
子
の
記
す
は
如
何 

 [

原
文]

夜
濬
雲
晴
相
見
了 

[

訓
読]

夜
濬(

ふ
か)

く
雲
晴
れ
、
相
い
見
了
す 

 [

原
文]

當
空
明
月
自
圓
成 

[

訓
読]

空
に
當
る
明
月
自
ら
圓
成
す 

 [

原
文]

通
宵
堪
听
關
山
曲
萬
嶽
松
風
樹
樹
聲 

[

訓
読]

通
宵
、
關
山
の
曲
を
听
く
に
堪
へ
、
萬
嶽
の
松
風
、
樹
樹
の
聲 

 [

原
文]

同
坐
者
曰
然
則
何
證 

[

訓
読]

同
じ
坐
す
る
者
曰
く
、
然
ら
ば
則
ち
何
ぞ
證
せ
ん 

 [

原
文]

有
一
壁
定
坐
老
僧
曰 

[

訓
読]

一
壁
に
定
坐
す
る
老
僧
有
り
て
曰
く 

 [

原
文]

我
從
江
僧
之
後
詩
而
見
其
眼
目
矣 

[

訓
読]

我
江
僧
の
後
詩
に
従
ひ
て
其
の
眼
目
を
見
て 

 [

原
文]

坐
者
僉
從
之 

[

訓
読]

坐
す
る
者
僉
之
に
從
ふ 

 [

原
文]

工
夫
参
禪
者
見
處
可
自
是
別 

[

訓
読]

工
夫
参
禪
の
者
見
る
處
、
自
ら
是
れ
別
な
る
べ
し 

 [

原
文]

雖
此
定
僧
曰
不
曾
學
於
詩
而
能
點
出
此
詩 

[

訓
読]

此
の
定
僧
曾
て
詩
を
学
ば
ざ
る
と
而
も
能
く
詩
を
點
出
す 

 [

原
文]

看
其
活
法
苟
詩
意
有
哉
學
者
著
眼 

[

訓
読]

其
の
活
法
を
看
て
、
苟(

ま
こ)

と
に
詩
意
有
る
べ
し
。
学
者
目
を
著
す 

  



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

４
１ 

 [

原
文]

經
曰
千
日
學
慧
不
如
一
日
學
道 

[

訓
読]

經
に
曰
く
千
日
の
學
慧
は
一
日
の
學
道
に
如
か
す 

 [

原
文]

余
曰
五
千
餘
巻
無
他 

[

訓
読]

余
曰
く
五
千
餘
巻
他
無
し 

 [

原
文]

只
爲
學
道
也 

[

訓
読]

只
だ
學
道
を
な
す
な
り 

 [

原
文]

若
謂
為
他
事
説
佛
之
妄
語
也 

[

訓
読]

若
し
他
事
の
為
に
説
く
と
謂
う
は
、
佛
の
妄
語
な
り 

 [

原
文]

人
天
師
豈
有
兩
舌
也 

[

訓
読]

人
天
師
豈
に
兩
舌
有
る
な
り 

 
 

 

※
人
天
師…

天
人
師
の
こ
と
？
仏
が
如
か
ら
来
た
と
い
う
意
味
で
如
来
と
よ
ば
れ
，
供
養
さ
れ
る
べ
き
尊
い
者
の

意
味
で
は
応
供
と
も
よ
ば
れ
る
。
こ
の
ほ
か
に
正
遍
知
，
明
行
足
，
善
逝
，
世
間
解
，
無
上
士
，
調
御
丈
夫
，
天

人
師
），
世
尊
と
も
よ
ば
れ
，
仏
の
十
号
と
い
わ
れ
る
。 

 [

原
文]

請
著
眼
學
一
日
學
道
矣 

[

訓
読]

請
う
目
を
著
し
一
日
の
學
道
を
学
べ 

  



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

４
２ 

 [

原
文]

后
漢
有
魏
昭
童
子
師
於
鄗
泰
先
生 

[

訓
読]

后
漢
に
魏
昭
童
子
有
り
、
鄗
泰
先
生
を
師
と
す 

 
 

 

※
〔
資
治
通
鑑
、
漢
紀
四
十
七
〕（
桓
帝
、
延
熹
七
年
）
陳
國
の
童
子
魏
昭
、（
郭
）
泰
に
請
ひ
て
曰
く
、
經
師
に
は

遇
ひ
易
き
も
、
人
師
に
は
遭
ひ
難
し
。 

 
 

 
 

 

鄗
泰…

不
明 

 [

原
文]

供
給
洒
掃 

[

訓
読]

供
給
洒
掃
す 

 [

原
文]

泰
一
日
命
昭
造
粥 

[

訓
読]

泰
一
日
昭
を
命
じ
て
粥
を
造
る 

 [

原
文]

粥
熱
進
之 

[

訓
読]

粥
熱
く
し
て
之
を
進
む 

 [

原
文]

泰
呵
吒
之
曰 

[

訓
読]

泰
之
を
呵
吒
し
て
曰
く 

 [

原
文]

為
長
者
作
粥 

[

訓
読]

長
者
の
為
に
粥
を
作
る 

 [

原
文]

不
加
可
意
敬
謂
不
可
飡 

[

訓
読]

意
敬
を
加
え
ざ
れ
ば
飡
ふ
べ
か
ら
ず
と
謂
う 

 [

原
文]

把
盃
擲
地 

[

訓
読]

盃
を
把
っ
て
地
に
擲
つ 

 [

原
文]

昭
又
改
作
晉
之 

[

訓
読]

昭
又
た
改
作
し
之
を
晉
む 

 [

原
文]

泰
亦
吒
之 

[

訓
読]

泰
亦
た
之
を
吒
す 

 [

原
文]

如
是
者
三 

[

訓
読]

是
の
如
く
す
る
者
三 



[

原
文]
昭
顔
貌
不
變
恭
敬
若
恒 

[

訓
読]
昭
の
顔
貌
變
ら
ず
、
恭
敬
恒
の
若
し 

 [

原
文]

吾
初
看
子
之
面
而
今
而
後
知
子
之
心 

[

訓
読]

吾
れ
初
め
て
子
の
面
を
看
て
而
今
而
後
、
子
の
心
を
知
る 

 [

原
文]

了
善
之 

[

訓
読]

了(

つ
い)

に
之
を
善
す 

 [

原
文]

余
曰
弟
子
盡
禮
當
如
此
得 

[

訓
読]

余
曰
く
弟
子
禮
を
盡
す
、
此
の
如
く
得
べ
し 

 [

原
文]

張
良
圯
上
撮
履 

[

訓
読]

張
良
圯
上
に
の
履
を
撮
る 

 [

原
文]

此
是
意
也 

[

訓
読]

此
の
是
意
な
り 

 [

原
文]

公
明
宣
三
年
學
曽
子
也
學
曽
子
之
操
履 

[

訓
読]

公
明
宣
三
年
曽
子
に
学
ぶ
は
曽
子
の
操
履
を
學
ぶ
な
り 

 [

原
文]

非
學
於
學
問
曽
子
也 

[

訓
読]

学
問
を
曽
子
に
學
ば
ざ
る 

 [

原
文]

余
偶
為
童
行
系
此
調
曰 

[

訓
読]

余
偶
ま
童
行
の
為
に
此
の
調
を
系
げ
て
曰
く 

 
 

 

※
童
行…

禅
宗
で
、
出
家
を
志
し
て
寺
に
入
り
、
五
戒
を
守
っ
て
は
い
る
が
、
ま
だ
正
式
の
僧
に
は
な
っ
て
い
な

い
準
備
段
階
の
少
年
。
童
子
ま
た
は
童
子
行
者
と
も
い
う
。 

 [

原
文]

鄗
泰
擲
盞
矯
魏
昭
石
公
堕
履
試
張
良 

[

訓
読]

鄗
泰
盞
を
擲
げ
魏
昭
を
矯
し
、
石
公
履
を
堕
し
張
良
を
試
む 

 [

原
文]

公
明
不
讀
學
曽
子
半
偈
投
身
今
則
亡 

[

訓
読]

公
明
讀
ま
ず
曽
子
を
學
ぶ
、
半
偈
に
身
を
投
げ
今
則
ち
亡
ぶ 

 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

４
３ 

  [

原
文]

余
侍
於
先
師
松
島
日
有
榮
椿
侍
者 

[

訓
読]

余
先
師
に
松
島
に
侍
す
る
日
、
榮
椿
侍
な
る
者
有
り 

 
 

 

※
榮
椿
侍…

不
明 

 [

原
文]

油
井
氏
子
也 

[

訓
読]

油
井
氏
の
子
な
り 

 [

原
文]

生
質
徤
強
尋
常
无
疚 

[

訓
読]

生
質
徤
強
に
し
て
、
尋
常
疚
无
し 

 [

原
文]

偶
染
風
邪
不
日
而
卒
塟
于
松
崎 

[

訓
読]

偶
ま
風
邪
に
染
ま
っ
て
日
な
ら
ず
し
て
卒
し
、
松
崎
に
塟
る 

 [

原
文]

祖
因
兄
過
墳
塔
麤
言
曰 

[

訓
読]

祖
因
兄
墳
塔
を
過
り
、
麤
言
し
て
曰
く 

 
 

 

※
祖
因
兄…

？ 

 [

原
文]

汝
不
長
卒
出
生
何
益 

[

訓
読]

汝
長
せ
ず
し
て
卒
す
、
何
の
益
あ
ら
ん 

 [

原
文]

歸
院
其
夕
椿
梦
中
来
責
因
子
曰 

[

訓
読]

院
に
歸
す
る
其
の
夕
、
椿
の
梦
中
に
来
て
因
子
を
責
め
て
曰
く 

 [

原
文]

兄
爲
我
發
鹿
言 

[

訓
読]

兄
我
が
為
に
鹿
言
を
発
し 

 [

原
文]

有
意
恨
揚
於
手
一
摑
胸
宇 

[

訓
読]

意
恨
有
り
て
、
手
を
揚
げ
胸
宇
を
一
摑
す 

 [

原
文]

又
重
言
我
存
生
書
法
華 

[

訓
読]

又
た
重
ね
て
言
う
、
我
存
生
に
法
華
を
書
す 

 [

原
文]

全
部
不
詹 

[

訓
読]

全
部
詹(

た)

ら
ず 



[

原
文]
諸
兄
弟
繕
寫
追
荐 

[

訓
読]
諸
の
兄
弟
繕
寫
し
追
荐
す 

 [

原
文]

満
足
我
願
無
殘
於
意 

[

訓
読]

我
が
願
い
を
満
足
さ
せ
れ
ば
、
意
を
殘
す
こ
と
無
し 

 [

原
文]

言
了
放
手
去
矣 

[

訓
読]

言
い
了
り
て
手
を
放
つ
去
る 

 [

原
文]

因
子
梦
覺
胸
中
熱
沸 

[

訓
読]

因
子
梦
覺
め
、
胸
中
熱
沸
た
り 

 [

原
文]

吐
血
測
盞
時
以
梦
白
先
師 

[

訓
読]

血
を
吐
い
て
盞
を
測
す
時
、
梦
を
以
て
先
師
に
白
す 

 [

原
文]

先
師
督
其
法
華
得
方
丈
承
塵
之
中 

[

訓
読]

先
師
其
の
法
華
を
督
し
、
方
丈
の
承
塵
の
中
に
得
た
り 

 [

原
文]

終
命
子
弟
繕
寫 

[

訓
読]

終
に
子
弟
に
命
じ
て
繕
寫
す 

 [

原
文]

鳩
合
山
衆
圓
通
懺
摩
法
華
轉
讀
靈
䰟
追
悼 

[

訓
読]

山
に
合
す
衆
を
鳩
め
、
圓
通
懺
摩
し
、
法
華
を
轉
讀
し
、
靈
䰟
追
悼
す 

 
 

 

※
合
山…

寺
中
の
み
ん
な
。
寺
全
体
。
蔭
凉
軒
日
録‐

長
祿
二
年
〔
１
４
５
８
〕
五
月
二
七
日
「
当
寺
合
山
歓
喜

之
由
抜
露
之
」 

 [

原
文]

因
子
之
疾
平
復
如
本 

[

訓
読]

因
子
の
疾
平
復
す
る
こ
と
本
の
如
し 

 [

原
文]

余
此
事
現
前
見
聞 

[

訓
読]

余
此
の
事 

 [

原
文]

人
之
精
霊
憑
物
為
崇 

[

訓
読]

人
の
精
霊
物
に
憑
い
て
崇
り
を
為
す 

 [

原
文]

今
猶
古
矣
可
亡
乎
也 

[

訓
読]

今
猶
お
古
や
、
亡
び
な
ん
と
す
な
り 

 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

４
４ 

 [

原
文]

扁
鵲
曰 

[

訓
読]

扁
鵲
曰
く 

 [

原
文]

弱
生
之
幹
也 

[

訓
読]

弱
は
生
の
幹
な
り 

 [

原
文]

強
死
之
徒
也 

[

訓
読]

強
は
死
の
徒
な
り 

 [

原
文]

余
曰
天
生
柔
弱
者
能
安
四
大
而
慎
平
生 

[

訓
読]

余
曰
く
天
生
柔
弱
な
る
者
は
能
く
四
大
を
安
ん
じ
平
生
を
謹
め
ば 

 [

原
文]

故
必
保
壽
命 

[

訓
読]

故
に
必
ず
壽
命
を
保
つ 

 [

原
文]

形
質
剛
強
者
弛
七
情
而
縦
情
欲 

[

訓
読]

形
質
剛
強
な
る
者
は
七
情
に
弛
み
情
欲
を
縦
に
す 

 [

原
文]

故
叵
終
天
年 

[

訓
読]

故
に
天
年
を
終
へ
叵(

か
た)

し 

 [

原
文]

是
人
間
之
恒
也 

[

訓
読]

是
れ
人
間
の
恒
な
り 

 [

原
文]

吁
不
慎
乎
也
夫
不
思
之 

[

訓
読]

吁
、
慎
ま
ざ
る
や
、
夫
れ
之
を
思
は
ざ
る
や 

 [

原
文]

還
遭
扁
鵲
之
科
矣 

[

訓
読]

還
っ
て
扁
鵲
の
科
に
遭
う 

 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

４
５ 

 [

原
文]

一
日
閲
道
者
元
公
禪
師
之
乙
套
併
序 

[

訓
読]

一
日
道
者
の
元
公
禪
師
の
乙
套
併
に
序
を
閲
す 

 
 

 

※
元
公
禪
師…

？ 

 [

原
文]

蓋
以
五
百
釜
媲
之
无
質 

[

訓
読]

蓋
し
五
百
の
釜
を
以
て
之
を
媲
す
れ
ば
質
无
し 

 [

原
文]

道
者
者
天
下
一
人
之
道
者
也 

[

訓
読]

道
者
は
天
下
の
一
人
の
道
者
な
り 

 [

原
文]

焉
教
之
與
他
人
闘
矣 

[

訓
読]

焉
ん
ぞ
之
を
他
人
と
闘
か
は
し
め
ん
や 

 [

原
文]

然
而
看
其
言
端
不
失
旨
趣 

[

訓
読]

然
れ
ど
も
其
の
言
端
を
看
る
に
、
旨
趣
を
失
は
ず 

 [

原
文]

吁
正
知
三
昧
從
非
因
天
啓
者
焉
得
之 

[

訓
読]

吁
、
正
知
三
昧
、
天
に
因
り
て
啓
く
者
に
あ
ら
ざ
る
從
り
、
焉
ぞ
之
を
得
ん
や 

 [

原
文]

苟
可
貴
重
矣 

[

訓
読]

苟(

ま
こ
と)

に
貴
重
す
べ
し 

 [

原
文]

古
人
所
謂
静
心
之
熟 

[

訓
読]

古
人
の
所
謂
る
静
心
の
熟
せ
る 

 [

原
文]

發
為
偈
賛 

[

訓
読]

偈
賛
を
發
為
す 

 [

原
文]

自
然
道
合
者
乎
也 

[

訓
読]

自
然
に
道
と
合
う
と
い
う
者
か 

 [

原
文]

余
亦
於
道
者
以
之 

[

訓
読]

余
亦
道
者
に
於
い
て
之
を
以(

い)

ふ 

 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

４
６ 

 [

原
文]

僧
糧
錢
用
僧
糧
造
坣
錢
用
坣
料
藏
經
錢
用
藏
料 

[

訓
読]

僧
糧
錢
は
僧
糧
に
用
い
、
造
坣
錢
は
坣
料
に
用
い
、
經
を
藏
す
る
錢
は
藏
料
に
用
ふ 

 [

原
文]

必
不
可
互
用 

[

訓
読]

必
ず
互
用
す
べ
か
ら
ず 

 [

原
文]

若
有
餘
錢
作
佛
前
供
噐 

[

訓
読]

若
し
餘
錢
有
れ
ば
佛
前
の
供
噐
を
作
る 

 [

原
文]

亦
津
中
許
之
矣 

[

訓
読]

亦
た
津
の
中
に
之
を
許
す 

 [

原
文]

互
用
而
作
福
事
已
無
開
許
文 

[

訓
読]

互
用
し
福
事
を
作
る
こ
と
は
、
開
許
の
文
無
し 

 
 

 

※
開
許…

許
す
、
許
可
す
る 

 [

原
文]

犯
之
則
有
犯
僧
錢
而
作
僧
堂
受
火
枷
之
報 

[

訓
読]

之
を
犯
せ
ば
則
ち
僧
錢
を
犯
し
僧
堂
を
作
り
火
枷
を
受
く
る
の
報
い
有
れ
ば 

 [

原
文]

後
有
折
僧
堂
數
齋
僧
火
枷
漸
滅
之
明
徵 

[

訓
読]

後
、
僧
堂
を
折(

ひ
ら)

い
て
數
し
ば
僧
を
齋
し
め
、
火
枷
漸
く
滅
す
る
の
明
徵
有
り 

 [

原
文]

吁
先
賢
明
教
燦
也 

[

訓
読]

吁
、
先
賢
の
明
教
燦(

あ
ざ
や)

か
な
り 

 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

４
７ 

 [

原
文]

客
士
問
亡
靈
丁
三
日
之
設
齋
何
義
理 

[

訓
読]

客
士
問
ふ
、
亡
靈
三
日
に
丁
り
て
の
設
齋
、
何
の
義
理
ぞ 

 [

原
文]

答
此
追
薦
謂
之
見
王
齋 

[

訓
読]

答
ふ
、
此
の
追
薦
、
之
を
見
王
齋
と
謂
う 

※
追
薦…

仏
語
。
死
者
の
冥
福
を
祈
っ
て
善
根
を
修
め
る
こ
と
。
特
に
死
者
の
年
忌
な
ど
に
仏
事
供
養
を
い
と
な

む
こ
と
。
追
福
。
追
修
。 

※
見
王
斎…

仏
語
。
人
の
死
後
三
日
に
僧
を
請
じ
て
斎
（
と
き
）
を
設
け
る
こ
と
。
俗
に
「
し
あ
げ
」
と
い
う
。
こ

の
斎
に
よ
っ
て
死
者
は
閻
魔
王
に
ま
み
え
て
罪
を
免
れ
る
と
い
う
。 

 [

原
文]

冥
報
記
擧
北
齊
梁
氏
事
曰 

[

訓
読]

冥
報
記
に
北
齊
の
梁
氏
の
事
を
擧
げ
て
曰
く 

 
 

 

※
『
冥
報
記
』…

中
国
唐
代
の
唐
臨
撰
述
の
仏
教
説
話
、
霊
験
譚
を
集
め
た
説
話
集
で
あ
る
。 

 [

原
文]

此
人
死
經
三
日
家
之
妻
子
佛
僧
供
養 

[

訓
読]

此
の
人
死
し
て
三
日
を
経
て
、
妻
子
佛
僧
供
養
す 

 [

原
文]

依
此
功
徳
獄
中
鐵
梁
火
枷
盡
折
免
壓
脂
罪
曰 

[

訓
読]

此
の
功
徳
に
依
り
、
獄
中
の
鐵
梁
火
枷
盡
く
折
れ
油
を
壓
す
る
罪
を
免
れ
曰
く 

 [

原
文]

観
之
三
日
當
齋
不
可
闕
矣
矧
乎 

[

訓
読]

之
を
観
れ
ば
三
日
の
當
齋
闕
べ
か
ら
ず
、
矧(

は)

ぐ
や 

 [

原
文]

累
七
七
之
設
齋
欠
之
乎
也 

[

訓
読]

累
の
七
七
の
設
齋
之
を
欠
く
や 

 [

原
文]

中
陰
經
曰
中
有
極
命
於
七
日 

[

訓
読]

中
陰
經
に
曰
く
、
中
有
は
命
を
七
日
に
極
め 

 
 

 

※
中
陰
經…

一
、
人
の
死
後
、
初
七
日
か
ら
四
九
日
ま
で
七
日
ご
と
に
読
経
、
供
養
す
る
こ
と
。
二
、
仏
書
。
二

巻
。
後
秦
の
竺
仏
念
訳
。
仏
が
中
陰
に
入
っ
て
大
光
明
を
放
ち
、
一
切
中
陰
の
衆
生
を
集
め
て
大
乗
の
法
を
説

い
た
も
の
。 

 
 

 

※
中
有…

仏
語
。
衆
生
が
死
ん
で
か
ら
次
の
縁
を
得
る
ま
で
の
間
。
四
有
の
一
つ
。
無
限
に
生
死
を
繰
り
返
す
生

存
の
状
態
を
四
つ
に
分
け
、
衆
生
の
生
を
受
け
る
瞬
間
を
生
有
、
死
の
刹
那
を
死
有
、
生
有
と
死
有
の

中
間
を
本
有
と
し
、
死
後
次
の
生
有
ま
で
を
中
有
と
す
る
。
中
陰
。 

 



[

原
文]
故
中
陰
之
間
作
諸
善
根
衆
供
養 

[

訓
読]
故
に
中
陰
の
間
は
、
諸
の
善
根
、
衆
く
の
供
養
を
作
し
て 

 [

原
文]

要
令
中
陰
中
不
轉
展
生
惡
道
之
義
也 

[

訓
読]

中
陰
中
に
轉
展
と
し
て
惡
道
に
生
じ
さ
せ
ざ
し
め
ん
と
要
す
る
の
義
な
り 

 [

原
文]

知
父
母
家
祖
者
不
思
乎
哉 

[

訓
読]

父
母
の
家
の
祖
を
知
る
者
は
思
は
ざ
ら
ん
か
な 

 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

４
７ 

 [

原
文]

智
論
曰 

[

訓
読]

智
論
に
曰
く 

 [

原
文]

常
一
心
破
一
切
處
心
不
著 

[

訓
読]

常
に
一
心
な
れ
ば
一
切
の
處
を
破
り
、
心
著
せ
ず 

 [

原
文]

入
不
動
三
昧 

[

訓
読]

不
動
三
昧
に
入
る 

 [

原
文]

夫
入
不
𨔝
三
昧
者
無
事
不
辨
何
故 

[

訓
読]

夫
れ
不
𨔝
三
昧
に
入
る
者
、
事
と
し
て
辨
せ
ず
と
い
う
こ
と
無
し
は
何
の
故
ぞ 

 [

原
文]

常
一
心
故
破
一
切
處
故
心
不
著
者
故 

[

訓
読]

常
に
一
心
な
る
か
故
に
、
一
切
の
處
を
破
る
が
故
に
、
心
物
に
著
せ
ざ
る
が
故
に 

 [

原
文]

是
故
曰
制
心
一
處
矣 

[

訓
読]

是
れ
故
、
心
を
一
處
に
制
す
と
曰
く 

 [

原
文]

古
人
復
曰
暫
時
離
念
如
同
死
人 

[

訓
読]

古
人
復
た
曰
く
、
暫
時
念
を
離
れ
て
死
人
と
如
同
し
、 

 [

原
文]

是
為
求
常
一
心
也 

[

訓
読]

是
れ
常
一
心
を
求
む
る
が
為
な
り 

 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

４
８ 

 [

原
文]

為
人
教
誨
強
勿
面
折 

[

訓
読]

人
の
教
誨
を
為
す
。
強(

あ
な
が)

ち
面
折
す
る
こ
と
勿
れ 

 [

原
文]

有
面
折
發
愠
者 

[

訓
読]

面
折
せ
ら
れ
て
愠
り
を
發
す
る
者
有
り 

 [

原
文]

昔
陳
忠
肅
公
與
人
議
論 

[

訓
読]

昔
陳
忠
肅
公
、
人
の
與(

た)

め
に
議
論
す 

※
陳
瓘
（
ち
ん
か
ん
、
嘉
祐
五
年
（1

0
6

0
）-
宣
和
六
年
（1

1
2

4

））…

中
国
・
北
宋
後
期
の
政
治
家
。
字
は
瑩

中
、
諡
は
忠
粛
。
南
剣
州
沙
県
の
人
。 

 

[

原
文]

未
嘗
面
折
惟
微
示
意
警
之 

[

訓
読]

未
だ
嘗
て
面
折
せ
ず
し
て
、
惟
だ
微
し
く
意
を
示
し
て
之
を
警
し
む 

 [

原
文]

人
多
退
省
愧
服
矣 

[

訓
読]

人
多
く
退
省
、
愧
服
す 

 [

原
文]

吁
以
宋
朝
美
非
獎
今
世
也 

[

訓
読]

吁
、
宋
朝
の
美
を
以
て
今
の
世
を
獎
む
る
に
非
ず 

 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

５
０ 

 [

原
文]

昔
至
正
中
有
張
旺
者 

[

訓
読]

昔
、
至
正
中
に
張
旺
な
る
者
有
り 

 
 

 

※
至
正…

中
国
・
元
の
順
帝
の
治
世
で
用
い
ら
れ
た
元
号
。1

3
4

1

年 
-
 1

3
7

0

年
。1

3
6

8

年
に
元
が
大
都
を

追
わ
れ
た
後
も
、
北
元
の
元
号
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。 

 [

原
文]

因
事
愧
于
田
父
而
恨
不
釋 

[

訓
読]

異
に
因
り
て
田
父
に
愧
か
し
め
ら
れ
、
恨
み
て
釋
さ
ず 

 [

原
文]

其
夜
欲
燒
彼
屋
宅
且
進
于
路 

[

訓
読]

其
の
夜
、
彼
の
屋
宅
を
燒
か
ん
と
欲
し
、
且
つ
路
に
進
む 

 [

原
文]

友
人
呉
碧
石
窃
見
張
之
徃 

[

訓
読]

友
人
呉
碧
石
窃
か
に
張
の
徃
く
を
見
て 

 [

原
文]

殤
鬼
百
數
踵
其
後 

[

訓
読]

殤
鬼
百
數
、
其
の
後
を
踵(

つ)

ぐ 

 [

原
文]

又
見
張
之
歸 

[

訓
読]

又
た
張
が
歸
す
る
を
見
る 

 [

原
文]

則
却
青
衣
童
子
二
人
前
導 

[

訓
読]

則
ち
却
っ
て
青
衣
の
童
子
二
人
、
前
導
す 

 [

原
文]

呉
氏
詰
旦
徃
告
其
事
於
張 

[

訓
読]

呉
氏
、
詰
旦
に
徃
き
て
、
其
の
事
を
張
に
告
ぐ 

 [

原
文]

張
感
悟
曰 

[

訓
読]

張
感
悟
し
て
曰
く 

 [

原
文]

余
初
徃
時
欲
燒
其
家
而
遂
所
憤 

[

訓
読]

余
、
初
め
て
徃
く
時
、
其
の
家
を
燒
い
て
憤
を
遂
げ
ん
と
欲
す 

 [

原
文]

登
時
飜
轉
惡
心 

[

訓
読]

登
時(

す
な
わ
ち)

惡
心
を
飜
轉
し
て 

 
 

 

※
登
時…

〔
副
詞
〕「
登
」
は
「
ス
ナ
ハ
チ
（
名
義
抄
）」
の
意
。
漢
語
。
直
ち
に
。
す
ぐ
さ
ま
。
即
座
に
。 



例 
「
水
路
よ
り
県
家
に
向
か
ひ
て
去
く
。
登
時
、
開
元
寺
の
僧
元
昱
来
た
り
。
筆
言
し
て
情
を
通
ず
」 

〔
入
唐
求
法
巡

礼
行
記
・
一
〕
例 

「
座
主
登
時
参
入
」 

〔
小
右
記
・
永
延
二
・
一
〇
・
二
八
〕 

 [

原
文]

外
冤
報
而
棄
火
歸
矣 

[

訓
読]

冤
報
を
外
れ
て
火
を
棄
て
歸
る
と 

 [

原
文]

殤
鬼
青
衣
夫
所
之
致
乎 

[

訓
読]

殤
鬼
青
衣
、
夫
れ
こ
れ
の
致
る
所
な
ら
ん 

 [

原
文]

吁
観
之
一
念
之
頃
可
不
謹
哉 

[

訓
読]

吁
、
之
を
観
れ
ば
、
一
念
の
頃
、
謹
み
ざ
る
べ
け
ん
や 

 [

原
文]

終
捨
俗
出
家 

[

訓
読]

終
い
に
俗
を
捨
て
家
を
出 

 [

原
文]

從
是
咸
稱
張
道
人
曰 

[

訓
読]

是
れ
よ
り
咸
な
張
道
人
と
稱
し
て
曰
く 

 [

原
文]

蓋
殤
鬼
相
繞
惡
其
暴
惡 

[

訓
読]

蓋
し
、
殤
鬼
相
い
繞(

め
ぐ)

る
は
、
そ
の
暴
惡
を
惡
む
な
り 

 [

原
文]

二
子
前
導
美
翻
其
惡
念 

[

訓
読]

二
子
の
前
導
、
そ
の
惡
念
を
翻
す
る
を
美
し
と
す
る
な
り 

 [

原
文]

曰
昔
宋
景
公
一
時
出
至
徳
之
一
言 

[

訓
読]

曰
く
、
昔
宋
の
景
公
一
時
、
至
徳
の
一
言
を
い
出
す 

 [

原
文]

退
熒
惑
星
三
舎 

[

訓
読]

熒
惑
星
を
退
き
て
三
舎
す 

 [

原
文]

又
大
暦
中
喬
龜
年
者
不
孝
之
一
言
聞
於
上
天 

[

訓
読]

又
大
暦
中
の
喬
龜
年
と
い
う
者
の
不
孝
の
一
言
、
上
天
に
聞
く 

 [

原
文]

忽
神
人
出
而
呵
責
曰 

[

訓
読]

忽
ち
神
人
出
で
て
呵
責
し
て
曰
く 

 [

原
文]

今
日
一
言
罪
已
深
矣 

[

訓
読]

今
日
の
一
言
已
に
深
し 



[

原
文]
夫
観
之
發
一
言
于
茲 

[

訓
読]
夫
れ
之
を
観
れ
ば
、
一
言
を
茲
に
發
す 

 [

原
文]

聞
上
天
天
道
豈
遠
乎
也
夤
也
君
子 

[

訓
読]

上
天
を
聞
ふ
、
天
道
豈
に
遠
か
ら
ん
や
、
夤
し
ま
ん
や
、
君
子 

 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

５
１ 

 [

原
文]

余
在
瑞
巖 

[

訓
読]

余
瑞
巖
に
在
り 

 [

原
文]

拈
成
道
忌
香
曰 

[

訓
読]

成
道
忌
の
香
を
拈(

つ
ま)
み
て
曰
く 

 [

原
文]

入
山
不
欠
羼
提
行 

[

訓
読]

山
に
入
り
て
、
羼
提
の
行
を
欠
か
ず 

※
羼
提…

シ
ャ
ン
テ
ィ (

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト: श

ान्त
िः  (ś ā n

tiḥ ), 

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
発
音: [

ɕ a
ː n

tɪ h
]

、
ヒ
ン
デ

ィ
ー
語: श

म
 (ś a

m
)

、
英
語: S

h
a

n
ti) 

の
、
本
来
の
意
味
は
憎
悪
の
感
情
の
な
い
友
愛
に
満
た
さ
れ
た
状
態
。 

 [

原
文]

雪
苦
六
年
雪
滿
肩 

[

訓
読]

雪
苦
六
年
、
雪
肩
に
満
つ 

 [

原
文]

八
十
種
好
雖
圓
具 

[

訓
読]

八
十
種
好
、
圓
具
す
と
雖
も 

 
 

 

※
八
十
好
種…

仏
の
身
体
に
備
わ
る
八
十
の
付
随
的
な
特
徴
。
三
十
二
相
が
顕
著
で
あ
る
の
に
対
し
、
微
細
で
見

分
け
に
く
い
特
徴
。 

 [

原
文]

被
為
妖
星
雙
眼
穿
傍
僧
曰 

[

訓
読]

妖
星
の
為
に
雙
眼
傍
僧
を
穿
た
れ
る 

 [

原
文]

八
十
音
聲
不
叶
如
何 

[

訓
読]

八
十
の
音
聲
叶
わ
ざ
る
は
如
何 

 [

原
文]

余
曰
十
若
為
平
聲
則
有
諶
旬
二
韻 

[

訓
読]

余
曰
く
、
十
若
し
平
聲
と
為
す
は
、
則
ち
諶
旬
の
二
韻
有
り 

 
 

 

※
諶
旬…

よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん 

 [

原
文]

楊
升
庵
曰
唐
詩
十
字
有
作
平
音
者 

[

訓
読]

楊
升
庵
曰
く
、
唐
詩
に
十
字
平
音
と
作
す
者
有
り 

※
楊
升
庵…

楊
慎(1

4
8

8
-
1

5
5

9
)

中
国
，
明
の
著
述
家
。
字
は
用
修
，
升
庵
と
号
す
。
四
川
新
都
の
人
。
宰
相
楊

廷
和
の
子
。
正
徳6

年
（1

5
1

1

）
の
進
士
第
一
。
翰
林
院
編
修
・
経
筵
講
官
と
な
っ
た
が
，
大
礼
の
議
に
お
い

て
世
宗
（
嘉
靖
帝
）
に
さ
か
ら
っ
た
た
め
，
雲
南
に
流
さ
れ
，
生
涯
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
政
治
的
失
脚
を

活
用
し
て
，
彼
は
あ
ら
ゆ
る
書
物
を
読
破
し
，
著
述
の
多
さ
は
明
代
随
一
と
い
わ
れ
る
が
，
好
ん
で
異
を
唱
え
，



奇
を
て
ら
う
た
め
，
そ
の
博
大
な
学
問
は
，
創
見
に
富
む
に
も
か
か
わ
ら
ず
，
ず
さ
ん
で
精
緻
に
欠
け
る
点
も

併
せ
も
っ
て
い
る
。
著
に
《
楊
升
庵
集
》《
丹
鉛
総
録
》
な
ど
，
数
百
巻
が
あ
る
。 

 [

原
文]

如
三
十
六
所
春
宮
殿
一
一
香
風
透
管
弦 

[

訓
読]

三
十
六
所
の
春
宮
殿
、
一
一
の
香
風
管
弦
を
透
る
が
如
し 

※
升
菴
詩
話
十
二
卷
補
遺
二
卷
，
（
明
）
楊
慎
撰
、
「
十
字
平
音
」
唐
詩
三
十
六
所
春
宫
殿
一
一
香
風
透
管
絃
又
綠

波
東
西
南
北
水
紅
闌
三
百
九
十
橋
又
春
城
三
百
九
十
橋
夾
岸
朱
樓
隔
柳
條
又
煩
君
一
日
殷
勤
意
示
我
十
年
感
遇

詩
陳
郁
云
十
音
當
爲
諶
也
謂
之
長
安
語
音
律
詩
不
如
此
則
不
叶
矣 

 [

原
文]

又
春
風
三
百
九
十
橋
夾
岸
朱
樓
隔
柳
條 

[

訓
読]

又
春
風
三
百
九
十
橋
、
岸
を
夾
み
朱
樓
柳
條
を
隔
つ 

 [

原
文]

又
煩
君
一
日
慇
懃
意
示
我
十
年
感
遇
詩 

[

訓
読]

又
君
を
煩
す
一
日
慇
懃
の
意
、
我
に
示
す
十
年
感
遇
の
詩 

 [

原
文]

陳
郁
曰
十
音
當
為
諶
也 

[

訓
読]

陳
郁
曰
く
、
十
音
當
に
諶
と
為
す
べ
し 

※
陳
郁…

宋
、
崇
仁
の
人
。
字
は
仲
文
。
號
は
藏
一
。
官
は
理
宗
の
時
、
東
宮
講
堂
掌
書
。
著
に
藏
一
話
腴
が
あ

る
。
四
庫
提
要
に
は
臨
川
の
人
に
作
る
。 

 [

原
文]

謂
之
長
安
語
音 

[

訓
読]

之
を
長
安
の
語
音
と
謂
ふ 

 [

原
文]

律
詩
不
如
此
則
不
叶
矣 

[

訓
読]

律
詩
此
の
如
く
な
ら
ず
ば
、
則
ち
叶
わ
ず 

 [

原
文]

又
十
詳
倫
切
音
旬 

[

訓
読]

又
十
詳
倫
切
音
旬 

 
 

 

※
こ
の
句
、
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
書
名
？ 

 [

原
文]

顧
氏
説
略
唐
詩
三
十
六
所
臨
春
殿 

[

訓
読]

顧
氏
の
説
略
の
唐
詩
に
三
十
六
所
春
殿
に
臨
み 

※
説
略…

書
名
。
三
十
卷
。
明
、
顧
起
元
撰
。
其
の
書
説
部
の
書
を
摘
録
し
て
分
門
編
次
た
も
の
。
但
く
言
を
纂

し
て
事
を
記
し
て
ゐ
な
い
。〔
四
庫
提
要
、
子
、
類
書
類
〕。 

 [

原
文]

白
楽
天
赤
蘭
三
百
九
十
橋 

[

訓
読]

白
楽
天
、
赤
蘭
三
百
九
十
橋 

 
 

 

※
白
居
易
、
正
月
三
日
間
行
詩
「
緑
浪
東
西
南
北
水
、
紅
欄
三
百
九
十
橋
」 



[

原
文]
劉
禹
錫
示
我
十
年
感
遇
詩 

[

訓
読]
劉
禹
錫
、
我
に
示
す
十
年
感
遇
の
詩 

 [

原
文]

陳
郁
曰
十
當
音
為
諶
非
也 

[

訓
読]

陳
郁
曰
く
、
十
當
に
音
諶
と
為
る
は
非
な
り 

 [

原
文]

十
當
音
旬 

[

訓
読]

十
、
當
に
音
旬
な
る
べ
し
、 

 [

原
文]

古
人
以
十
日
為
旬
故
如
此
讀
云
云 

[

訓
読]

古
人
十
日
を
以
て
旬
と
為
し
、
故
に
此
の
如
く
讀
む
、
云
云 

 [

原
文]

余
臨
時
作
拗
體
偈
語 

[

訓
読]

余
時
に
臨
ん
で
拗
體
の
偈
語
を
作
る 

 
 

 

※
拗
體…

漢
詩
の
律
詩
や
絶
句
で
、
一
定
の
平
仄
の
き
ま
り
に
合
わ
な
い
と
こ
ろ
の
あ
る
も
の
。 

 [

原
文]

適
假
八
十
平
聲
不
為
莫
判
矣 

[

訓
読]

適
た
ま
八
十
の
平
聲
を
假
り
て
、
判
は
り
莫
と
為
ず 

 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

５
２ 

 [

原
文]

肥
后
州
熊
本
僧
澄
公
來
于
山 

[

訓
読]

肥
后
熊
本
の
僧
澄
公
山
に
来
る 

 
 

 

※
澄
禅
？…

1
6

1
3
―

1
6

8
0

 

江
戸
時
代
前
期
の
僧
。
慶
長1

8

年
生
ま
れ
。
真
言
宗
。
京
都
智
積
院
の
運
敞
に

師
事
。
悉
曇(

し
っ
た
ん)

学
を
研
究
。
梵
字
の
書
に
す
ぐ
れ,

書
は
澄
禅
流
と
い
わ
れ
た
。
仏
画
や
山

水
画
も
よ
く
し
た
。
延
宝8

年6

月1
2

日
死
去
。6

8

歳
。
肥
後
出
身
。
俗
姓
は
菱
刈
。
字
は
悔

焉
。
号
は
知
等
庵
。
著
作
に
「
悉
曇
愚
鈔
」「
悉
曇
字
母
表
並
釈
」
な
ど
。 

 [

原
文]

余
聞
於
海
國
之
風
物 

[

訓
読]

余
海
國
の
風
物
を
聞
く 

 [

原
文]

偶
及
人
魚
之
事 

[

訓
読]

偶
た
ま
人
魚
の
事
に
及
ぶ 

 [

原
文]

現
有
其
人
化
魚
也 

[

訓
読]

現
に
其
の
人
有
り
魚
と
化
す
な
り 

 [

原
文]

其
家
富
有
有
嗣
子
起
家 

[

訓
読]

其
の
家
富
有
、
嗣
子
有
り
て
家
を
起
す 

 [

原
文]

道
有
喜
而
家
産
悉
屬
之 

[

訓
読]

道
有
喜
び
て
家
産
悉
く
之
に
屬
す 

 [

原
文]

因
退
而
居
別
室 

[

訓
読]

因
て
退
き
て
別
室
に
居
す 

 [

原
文]

單
楽
無
事 

[

訓
読]

単
に
無
事
を
楽
し
む 

 [

原
文]

郷
人
皆
曰
真
道
有
也 

[

訓
読]

郷
人
皆
曰
く
真
の
道
有
な
り
と 

 [

原
文]

齒
余
六
十
設
一
人
妾 

[

訓
読]

齒
六
十
を
余
り
、
一
人
の
妾
を
設
け
る 

  



[

原
文]
竟
産
子 

[

訓
読]
竟
に
子
を
産
む 

 [

原
文]

道
有
於
于
此
妄
念
頻
起 

[

訓
読]

道
有
此
に
お
い
て
妄
念
頻
り
に
起
き 

 [

原
文]

世
間
利
養
業
世
俗
不
法
事
無
不
為
之 

[

訓
読]

世
間
の
利
養
の
業
、
世
俗
の
不
法
の
事
、
之
を
為
さ
ず
と
い
う
こ
と
無
し 

 [

原
文]

戚
戚
積
日 

[

訓
読]

戚
戚
と
し
て
日
を
積
む 

 [

原
文]

職
由
渥
寵
妾
與
初
發
無
事
安
間
太
戻
矣 

[

訓
読]

職(

も
と)

、
妾
を
渥
寵
す
る
に
由
り
て
、
初
發
無
事
安
間
と
太
だ
戻
れ
り 

 
 

 

※
初
發
無
事
安
間…

よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん 

 [

原
文]

地
獄
之
罪
業
載
于
此 

[

訓
読]

地
獄
の
罪
業
、
此
に
載
る 

 [

原
文]

吁
一
念
之
愚
益
愚 

[

訓
読]

吁
、
一
念
の
愚
益
ま
す
愚
か
な
り 

 [

原
文]

道
有
内
主
併
家
督
睹
父
之
隣
死
地
再
営
渡
世
為
一
婢
使
結
罪
過 

[

訓
読]

道
有
の
内
主
併
に
家
督
、
父
が
死
地
に
隣(

と
な
り
あ)

い
再
び
渡
世
を
営
み
、
一
婢
使
の
為
に
罪
過
を
結
ぶ
を
睹

る 

 [

原
文]

不
忍
悲
閔
然
而
勿
奈
之
何 

[

訓
読]

悲
閔
に
忍
び
ず
、
然
れ
ど
も
之
を
如
何
と
も
す
る
こ
と
勿
れ 

 [

原
文]

道
有
或
時
為
産
業
携
金
銀
徂
于
大
坂 

[

訓
読]

道
有
或
時
産
業
の
為
に
金
銀
を
携
え
大
坂
に
徂
く 

 [

原
文]

數
日
之
後
濟
事
歸
國 

[

訓
読]

數
日
の
後
、
事
を
濟
し
て
國
に
歸
す 

 [

原
文]

途
中
明
石
海
灘
忽
中
颶
風
覆
其
舩 

[

訓
読]

途
中
の
明
石
の
海
灘
に
忽
ち
颶
風
に
中
り
、
其
の
舩
を
覆
す 

 



[

原
文]
道
有
投
身 

[

訓
読]
道
有
身
を
投
げ
る 

 [

原
文]

熊
本
家
督
聆
父
之
厄
難 

[

訓
読]

熊
本
の
家
督
、
父
が
厄
難
を
聆(

き)

き
て 

 [

原
文] 

趍
明
石
之
歩
雇
漁
者
潜
女 

[

訓
読]

明
石
の
歩(

う
ら)

に
趍
り
漁
者
、
潜
女
を
雇
う 

 [

原
文]

刺
網
海
中
欲
得
其
死
骸 

[

訓
読]

網
を
海
中
に
刺
し
、
其
の
死
骸
を
得
ん
と
欲
す 

 [

原
文]

不
意
網
中
得
一
箇
人
魚 

[

訓
読]

不
意
に
網
の
中
に
一
箇
の
人
魚
を
得
る 

 [

原
文]

稔
看
頸
首
全
道
有
之
顔
貌 

[

訓
読]

稔(

つ
ら
つ)

ら
看
る
に
、
全
く
道
有
の
顔
貌
な
り 

 [

原
文]

自
頸
以
下
方
為
魚
形
耳 

[

訓
読]

頸
よ
り
以
下
、
方
に
魚
の
形
と
為
る
の
み 

 [

原
文]

漁
人
皆
曰
道
有
現
成
魚
去
寔
魚
返
也 

[

訓
読]

漁
人
皆
曰
く
、
道
有
現
に
魚
に
成
り
て
去
る
、
寔
に
魚
返
る
な
り 

 [

原
文]

自
此
措
網
無
捜
海
者 

[

訓
読]

此
よ
り
網
を
措
て
海
を
捜
す
者
無
し 

 [

原
文]

家
督
不
忍
見
不
忍
聞
く 

[

訓
読]

家
督
見
る
に
忍
び
ず
、
聞
く
に
忍
び
ず 

 [

原
文]

含
愧
歸
于
郷 

[

訓
読]

愧
を
含
み
て
郷
に
歸
す 

 [

原
文]

京
都
大
坂
庶
人
無
隠
其
故 

[

訓
読]

京
都
、
大
阪
の
庶
人
其
の
故
を
隠
す
こ
と
無
し 

 [

原
文]

門
門
戸
戸
十
字
街
頭
歌
之 

[

訓
読]

門
門
戸
戸
、
十
字
街
頭
に
之
を
歌
う 



[

原
文]
是
近
在
於
元
禄
初
年
事 

[

訓
読]
是
れ
近
く
は
元
禄
の
初
年
の
事
に
在
り 

 [

原
文]

道
有
將
此
一
念
之
差
異
類
中
受
魚
報
之
身 

[

訓
読]

道
有
此
の
一
念
之
差
を
將
て
、
異
類
の
中
に
魚
報
の
身
を
受
け
る 

 [

原
文]

百
千
萬
劫
沉
淪
苦
海 

[

訓
読]

百
千
萬
劫
、
苦
海
に
沉
淪
す 

 [

原
文]

來
生
來
來
生
可
知 

[

訓
読]

來
生
來
り
來
生
知
る
べ
し 

 
 

 

※
こ
の
訓
読
、
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん 

 [

原
文]

然
人
人
所
可
戒
者
只
此
色
欲
貪
恪
耳 

[

訓
読]

然
れ
ど
も
人
人
戒
む
べ
き
處
の
者
、
只
だ
此
の
色
欲
貪
恪
の
み 

 [

原
文]

先
聖
故
曰 

[

訓
読]

先
聖
故
に
曰
く 

 [

原
文]

戒
之
有
色
戒
之
在
得 

[

訓
読]

之
を
戒
む
る
こ
と
色
有
り
、
之
を
戒
む
る
こ
と
得
る
に
在
り
と 

 [

原
文]

吁
財
色
二
者
有
其
一 

[

訓
読]

吁
、
財
色
二
者
、
其
の
一
有
り 

 [

原
文]

則
其
二
必
継
之 

[

訓
読]

則
ち
其
の
二
必
ず
之
を
継
ぐ 

 [

原
文]

是
故
圓
覺
曰 

[

訓
読]

是
れ
故
に
圓
覺
に
曰
く 

 
 

 

※
圓
覺…

『
円
覚
経
』、
正
式
名
称
『
大
方
広
円
覚
修
多
羅
了
義
経
』1

巻
は
、
唐
代
中
国
で
撰
述
さ
れ
た
仏
典
の

一
つ
で
、「
大
円
覚
心
」
を
得
る
た
め
の
方
法
を
説
く
。
唐
の
仏
陀
多
羅
訳
と
さ
れ
る
。
訳
者
の
仏
陀
多

羅
に
つ
い
て
は
『
宋
高
僧
傳
』『
續
古
今
譯
經
圖
紀
』
『
開
元
釋
教
録
』
に
そ
れ
ぞ
れ
小
伝
が
あ
る
が
、

記
述
内
容
は
何
れ
も
類
似
で
漢
訳
時
期
等
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。 

 [

原
文]

衆
生
欲
脱
生
死
免
諸
輪
廻 

[

訓
読]

衆
生
生
死
を
脱
し
諸
の
輪
廻
を
免
れ
ん
と
欲
す 

 



[

原
文]
先
斷
貪
欲
及
除
愛
渇 

[

訓
読]
先
に
貪
欲
を
断
じ
、
愛
渇
を
除
き 

 [

原
文] 

[

訓
読] 

 
 

 

※
菩
薩
戒
経…

『
梵
網
経
』
下
巻
の
別
称
。『
菩
薩
戒
経
』
と
も
い
う
。
大
乗
の
立
場
に
基
づ
く
十
重
四
十
八
軽
戒

を
説
き
、
後
の
菩
薩
戒
思
想
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
智
顗
が
『
菩
薩
戒
義
疏
』
に
「
梵
網
大

本
一
百
一
十
二
巻
六
十
一
品
。
唯
だ
第
十
菩
薩
心
地
品
を
什
師
が
誦
出
す
。
上
下
両
巻
。
上
に
菩

薩
の
階
位
を
序
し
、
下
に
菩
薩
戒
法
を
明
す
。
大
本
よ
り
出
た
る
序
及
び
流
通
を
皆
欠
く
。
即
ち

別
部
を
外
し
菩
薩
戒
経
と
称
す
」（
正
蔵
四
〇
・
五
六
九
中
～
下
）
と
提
示
し
鼓
吹
し
て
以
来
、
多

く
の
注
釈
書
が
作
ら
れ
て
い
る
。
特
に
湛
然
の
『
授
菩
薩
戒
儀
』（『
十
二
門
戒
儀
』）
は
円
頓
戒
授

受
の
基
本
と
し
て
今
日
ま
で
用
い
ら
れ
て
い
る 

 [

原
文]

習
近
欲
時
無
惡
不
造 

[

訓
読]

欲
に
習
近
す
る
時
、
惡
ん
ぞ
造
ら
ざ
ら
ん
こ
と
無
く 

 [

原
文]

受
彼
果
時
無
苦
不
受 

[

訓
読]

彼
の
果
を
受
け
る
時
、
苦(

ひ
ど)

く
受
け
ざ
る
こ
と
無
し 

 [

原
文]

又
復
經
中
以
著
色
故
則
生
貪
心 

[

訓
読]

又
た
復
た
經
中
、
色
を
著
す
る
を
以
て
の
故
に
、
則
ち
貪
心
を
生
す 

 [

原
文]

生
貪
心
故
為
色
繫
縛 

[

訓
読]

貪
心
を
生
ず
る
が
故
に
、
為
に
色
の
繫
縛
せ
ら
る 

 [

原
文]

如
八
師
經
曰
閨
門
媱
亂
遠
佛
違
法 

[

訓
読]

八
師
經
に
曰
ふ
が
如
き
、
閨
門
媱
亂
、
佛
に
遠
か
り
法
に
違
ひ
て 

 [

原
文]

不
親
賢
衆
常
懐
恐
怖 

[

訓
読]

賢
衆
に
親
し
ま
ず
、
常
に
恐
怖
を
懐
く 

 [

原
文]

多
危
少
安 

[

訓
読]

危
を
多
く
し
て
安
少
な
し 

 [

原
文]

今
又
有
在
家
一
壁
妻
子
中
室
妾
嬖
縦
欲
者 

[

訓
読]

今
又
在
家
に
妻
子
を
一
壁
に
し
、
妾
嬖
を
中
室
に
し
、
欲
を
縦
に
す
る
者
有
り 

  



[

原
文]
正
有
問
者
曰 

[

訓
読]
正
に
問
う
者
有
り
て
曰
く 

 [

原
文]

不
孝
無
后
為
大 

[

訓
読]

不
孝
、
后
無
く
は
大
と
為
す 

 [

原
文]

夫
借
孟
子
之
口
塞
人
之
兊 

[

訓
読]

夫
れ
孟
子
の
口
を
借
り
て
人
の
兊(

く
ち)

を
塞
ぐ 

 [

原
文]

是
爲
無
后
不
不
可
乎 

[

訓
読]

是
れ
后
無
か
爲
に
せ
ば
、
不
可
な
ら
ず 

 [

原
文]

不
也
不
善
之
大
者
也 

[

訓
読]

不
な
ら
ず
や
、
不
善
の
大
な
る
者
な
り 

 [

原
文]

朱
丹
溪
色
欲
箴
曰 

[

訓
読]

朱
丹
溪
の
色
欲
箴
に
曰
く 

※
朱
丹
溪…

中
国
元
代
の
医
家
。
義
烏(

現
，
浙
江
義
烏)

の
人
．
代
々
義
烏
の
丹
渓
に
居
住
し
た
の
で
世
に
丹
渓

先
生
と
尊
称
さ
れ
た
．3

0

歳
の
と
き
医
学
を
志
し
て
《
素
問
》
を
読
み
，
会
得
し
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
．4

0

歳
で
再
び
読
み
返
し
，
さ
ら
に4

年
後
，
羅
知
弟
に
師
事
し
，
ま
た
劉
完
素
，
張
子
和
，
李
杲
，
王
好
古
ら
の

著
書
を
読
ん
で
，
初
め
て
湿
熱
相
火
が
病
気
の
多
く
の
原
因
で
あ
る
こ
と
を
悟
っ
た
と
い
う(

《
格
致
余
論
》
序)

．

当
時
は
簡
明
な
《
和
剤
局
方
》(

宋
の
国
定
処
方
集)

が
濫
用
さ
れ
，
辛
燥
の
薬
剤
に
よ
る
弊
害
が
多
く
，
こ
れ
に

疑
念
を
抱
い
て
「
陽
は
常
に
余
り
あ
り
．
陰
は
常
に
不
足
す
」
と
説
き
，
今
日
で
も
よ
く
用
い
ら
れ
る
滋
陰
陰

火
湯
な
ど
の
補
陰
剤
を
創
製
し
多
用
し
て
治
療
を
行
っ
た
．
よ
っ
て
養
陰
派
と
称
さ
れ
る
．
医
学
に
お
け
る
金

元
四
大
家
の
一
人
に
数
え
ら
れ
，
明
清
の
医
学
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
．
弟
子
に
明
代
初
期
の
名
医
と
し

て
知
ら
れ
た
戴
思
恭
，
王
履
，
劉
純
，
徐
彦
純
ら
が
い
る
． 

 

[

原
文]

閨
房
之
肅
門
庭
之
和
士
之
耽
兮 

[

訓
読]

閨
房
の
肅
、
門
庭
の
和
、
士
、
之
に
耽
る 

 [

原
文]

其
家
自
廢 

[

訓
読]

其
の
家
自
ら
廢
す 

 [

原
文]

閲
道
有
之
事 

[

訓
読]

道
有
の
事
を
閲
し 

 [

原
文]

耳
道
有
之
花
報
不
肅
之
歟 

[

訓
読]

道
有
の
花
報
を
耳(

き)

い
て
、
之
を
肅(

つ
つ)

し
ま
ず 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

５
３ 

 [

原
文]

府
下
信
士
夜
話
次
問 

[

訓
読]

府
下
の
信
士
の
夜
話
、
次
い
で
問
ふ 

 [

原
文]

古
来
公
候
武
官
革
於
父
祖
舊
館 

[

訓
読]

古
来
、
公
候
武
官
父
祖
の
舊
館
を
革
め
て 

 [

原
文]

建
立
佛
宇
精
舎
以
置
牌
位 

[

訓
読]

佛
宇
、
精
舎
を
建
立
し
、
以
て
牌
位
を
置
き 

 [

原
文]

供
於
佛
僧
是
是
乎
也 

[

訓
読]

佛
僧
に
供
す
、
是
れ
是
な
る
か 

 [

原
文]

余
曰
職
有
謂 

[

訓
読]

余
曰
く
職(

も
と)

謂
い
有
り 

 [

原
文]

佛
世
之
昔
周
多
尊
者
歸
故
里 

[

訓
読]

佛
世
の
昔
、
周
多
の
尊
者
、
故
里
に
歸
す 

 [

原
文]

父
母
舊
宅
地
立
佛
堂 

[

訓
読]

父
母
の
舊
宅
の
地
に
佛
堂
を
立
つ 

 [

原
文]

其
夜
父
母
受
供
養
来
梦
中
告
曰 

[

訓
読]

其
の
夜
、
父
母
供
養
を
受
け
、
梦
中
に
来
り
、
告
げ
て
曰
く 

 [

原
文]

汝
出
家
時
以
其
功
徳
我
已
生
天
矣 

[

訓
読]

汝
出
家
す
る
時
、
其
の
功
徳
を
以
て
我
已
に
天
に
生
ず 

 [

原
文]

今
又
以
古
宅
立
佛
宇
供
養
於
我 

[

訓
読]

今
又
た
古
宅
を
以
て
佛
宇
を
立
て
我
を
供
養
す 

 [

原
文]

是
天
我
生
天 

[

訓
読]

是
の
天
我
天
に
生
ず 

 [

原
文]

之
所
寓
宮
殿
光
明
動
揺 

[

訓
読]

之
の
所
に
寓
す
る
宮
殿
、
光
明
動
揺
し 



[

原
文]
是
故
来
下
于
此 

[

訓
読]
是
の
故
に
此
に
来
り
下
し 

 [

原
文]

告
此
事
而
我
示
生
天
成
佛
之
憑
由
云
云 

[

訓
読]

此
の
事
を
告
げ
我
天
に
生
じ
佛
に
成
る
憑
由
を
示
す
、
云
云 

 [

原
文]

余
観
之
古
人
有
由
知
之
爲
之 

[

訓
読]

余
之
を
観
る
に
、
古
人
之
を
知
る
に
由
り
て
之
を
為
す 

 [

原
文]

今
人
知
之
不
由
不
爲 

[

訓
読]

今
人
之
を
知
り
、
由
ら
ざ
れ
ば
為
さ
ず 

 [

原
文]

我
可
言
殫
孝
行
之
人
乎
也
悲
哉 

[

訓
読]

我
孝
行
の
人
と
殫(

つ)

く
す
と
言
う
べ
け
ん
や
、
悲
し
い
か
な 

 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

５
４ 

 [

原
文]

自
宋
景
徳
間
道
原
大
師
始
爲
景
徳
傳
燈
録 

[

訓
読]

宋
の
景
徳
の
間
、
道
原
大
師
、
景
徳
傳
燈
録
を
為
し
て
よ
り 

 
 

 

※
『
景
徳
伝
灯
録
』…

中
国
北
宋
代
に
道
原
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
、
禅
宗
を
代
表
す
る
灯
史
。
過
去
七
仏
か
ら

天
台
徳
韶
門
下
に
至
る
禅
僧
そ
の
他
僧
侶
の
伝
記
を
収
録
し
て
い
る
。
多
く
の
禅
僧
の
伝

記
を
収
録
し
て
い
る
た
め
、
俗
に
「1

,7
0

0

人
の
公
案
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
実
際
に

伝
の
あ
る
も
の
は9

6
5

人
で
あ
る
。 

 [

原
文]

諸
師
嗣
之
有
廣
燈
續
燈
聯
燈
普
燈
之
四
套
之
作 

[

訓
読]

諸
師
之
を
嗣
ぎ
て
、
廣
燈
、
續
燈
、
聯
燈
、
普
燈
の
四
套
の
作
有
り 

 [

原
文]

厥
后
大
川
濟
公
合
之
爲
五
燈
會
元 

[

訓
読]

厥
の
后
、
大
川
濟
后
、
之
を
合
わ
せ
て
五
燈
會
元
を
爲
す 

 
 

 

※
大
川
普
済…

南
宋
後
期
に
活
動
し
た
臨
済
宗
大
慧
派
の
禅
伯
で
あ
る
。
大
慧
下4

世
。 

※
五
灯
会
元…

中
国
南
宋
代
に
成
立
し
た
禅
宗
の
灯
史
で
あ
る[1

]
。1

2
5

2

年
、
大
川
普
済
撰
、2

0

巻
。 

総
称 

「
五
灯
録
」
を
改
編
し
て
集
大
成
し
た
禅
宗
通
史
と
し
た
も
の
。『
景
徳
伝
灯
録
』『
天
聖
広
灯
録
』

『
建
中
靖
国
続
灯
録
』『
聯
灯
会
要
』『
嘉
泰
普
灯
録
』 

 [

原
文]

始
終
聿
一
貫
矣 

[

訓
読]

始
終
聿(

つ
と)

に
一
貫
す 

 [

原
文]

然
而
元
紹
定
以
后
諸
尊
宿
會
元
未
及
収
者 

[

訓
読]

然
し
て
元
の
紹
定
以
后
の
諸
尊
宿
、
會
元
に
未
だ
収
る
に
及
ば
ざ
る
者
あ
り 

 [

原
文]

系
増
集
續
燈
録
六
巻 

[

訓
読]

増
集
續
燈
録
六
巻
に
系
ぐ 

 [

原
文]

又
自
元
半
今
日
四
百
來
歳
之
諸
師
傳
遠
門
桂
輯
之
五
燈
續
略
中 

[

訓
読]

又
元
の
半
ば
よ
り
今
日
四
百
來
歳
の
諸
師
の
傳
、
遠
門
の
桂
公
之
を
五
燈
續
略
中
に
輯
す 

 [

原
文]

繼
略
閲
不
詳
永
覺
撰
繼
燈
録
六
𢎥 

[

訓
読]

繼
略
詳
ら
か
な
ら
ざ
る
を
閲
て
、
永
覺
繼
燈
録
六
𢎥
を
撰
す 

 
 

 

※
継
灯
録…

明
の
永
覚
元
賢
の
撰
。
禅
宗
の
史
伝
の
書
の
一
。
永
暦
五
年
（1

6
5

1

）
に
成
る
。『
五
灯
会
元
』
お

よ
び
『
五
灯
続
略
』
を
継
承
増
補
し
て
、
南
宋
末
曹
洞
下
十
六
世
天
童
如
浄
、
臨
済
下
十
八
世
浄
慈

悟
明
よ
り
、
明
の
成
化
年
間
（1

4
6

5
-
8

7

）
に
至
る
禅
宗
の
伝
灯
相
承
を
録
し
た
も
の
。
元
賢
に
は
、

同
系
統
の
も
の
と
し
て
別
に
『
補
灯
録
』
の
著
が
あ
る
と
い
う
。 



[

原
文]
又
重
詹
補
燈
録
補
五
燈
會
元
闕 

[

訓
読]
又
た
重
ね
て
補
燈
録
を
詹
し
て
、
五
燈
會
元
の
闕
を
補
す 

 [

原
文] 

[

訓
読] 

※
覺
印
義
諦…

義
諦
字
は
覺
印
、
聖
僕
と
號
し
た
。
法
を
天
倫
宗
忽
に
嗣
い
だ
。【
天
倫
和
尚
の
俗
弟
】
卽
ち
天
倫

の
俗
弟
で
、
法
弟
大
心
義
統
の
舅
で
あ
る
。（
大
心
和
尚
墓
記
）
黃
檗
に
參
學
す
る
こ
と
多
年
、
京
都
の
市
街
に

乞
食
し
た
。
天
倫
座
視
す
る
に
忍
び
ず
、
之
を
紫
野
に
招
い
て
詩
文
の
友
と
し
、
終
に
法
衣
及
び
正
脈
圖
を
嗣

が
し
め
た
。（
天
倫
和
尚
語
錄
）
【
佛
在
菴
創
建
】
義
諦
後
堺
不
盡
菴
（
後
の
禪
樂
寺
）
内
に
佛
在
菴
を
建
て
ゝ

之
に
住
し
た
。
（
龍
寶
山
祖
師
傅
五
）
【
禪
樂
寺
二
世
】
卽
ち
禪
樂
寺
第
二
世
で
あ
る
。
（
增
補
正
燈
世
譜
）
【
著

書
】
天
澤
東
胤
錄
、
禪
籍
志
、
佛
在
文
集
等
の
著
を
殘
し
て
ゐ
る
。
義
諦
深
く
自
ら
踏
晦
し
て
、
大
い
に
其
技

倆
を
試
む
る
の
機
な
く
、
終
に
出
世
せ
ず
し
て
德
禪
位
を
以
て
終
り
、（
龍
寶
山
祖
師
傳
五
）
元
祿
二
年
示
寂
し

た
。（
大
心
和
尚
墓
記
）【
辭
偈
】
辭
世
の
偈
あ
り
、
曰
く
、「
生
亦
好
レ
生
、
滅
亦
好
レ
滅
、
掘
レ
地
七
尺
、
埋

二
却
明
月
一
。」
と
。（
天
倫
和
尚
語
錄
） 

 [

原
文]

近
年
泉
州
佛
在
菴
覺
印
撰
東
胤
録
一
𢎥 

[

訓
読]

近
年
泉
州
の
佛
在
菴
の
覺
印
、
東
胤
録
一
𢎥
を
撰
す 

 [

原
文]

燦
大
應
門
下
大
燈
關
山
之
門
風 

[

訓
読]

大
應
門
下
の
大
燈
、
關
山
の
門
風
を
燦(

あ
ざ
や
か)

に
す 

 [

原
文]

而
示
于
天
下
后
世 

[

訓
読]

天
下
后
世
に
示
す 

 [

原
文]

夫
不
讀
者
有
哉
也 

[

訓
読]

夫
れ
讀
ま
ざ
る
者
有
ら
ん
や 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

５
５ 

 [

原
文]

一
朝
一
日
切
心
猛
利
功
徳
無
邊 

[

訓
読]

一
朝
一
日
、
切
心
猛
利
な
る
は
、
功
徳
邊
無
し 

 [

原
文]

苟
匪
因
循
二
字
擔
閣
一
生
者
所
量
知 

[

訓
読]

苟
も
因
循
二
字
、
一
生
を
擔
閣
す
る
者
、
量
り
知
る
所
に
匪
ら
ず 

 [

原
文]

昔
佛
在
世
僧
法
言
曰 

[

訓
読]

昔
佛
在
世
の
僧
法
の
言
に
曰
く 

 [

原
文]

我
苦
痛
不
忍
難
過
刹
那 

[

訓
読]

我
が
苦
痛
す
る
こ
と
忍
び
ず
、
刹
那
を
過
ぎ
難
し 

 [

原
文]

非
一
日
猛
利
行
法
修
持
難
遁
此
苦 

[

訓
読]

一
日
猛
利
の
行
法
修
持
に
あ
ら
ず
ん
ば
、
此
の
苦
を
遁
れ
難
し 

 [

原
文]

遂
傭
四
十
人
手
笔
一
日
間
頓
寫
法
華
一
部 

[

訓
読]

遂
に
四
十
人
の
手
笔
を
傭
ひ
、
一
日
の
間
に
法
華
一
部
を
頓
寫
す 

 [

原
文]

仍
此
功
徳
生
忉
利
天
云
云 

[

訓
読]

此
の
功
徳
に
仍
て
、
忉
利
天
に
生
ず
、
云
云 

 [

原
文]

観
之
會
廣
大
一
乘
歸
猛
利
之
一
念
者
不
可
疑 

[

訓
読]

之
を
観
れ
ば
廣
大
の
一
乘
を
會(

あ
つ)

め
て
、
猛
利
の
一
念
に
歸
す
る
者
の
疑
う
べ
か
ら
ず 

 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

５
６ 

 [

原
文]

有
大
道
行
有
大
福
徳
一
言
垂
世 

[

訓
読]

大
道
の
行
い
有
り
、
大
福
の
徳
有
り
、
一
言
世
に
垂
る 

 [

原
文]

引
導
衆
生
夫
具
四
弘
誓
願
人
之
風
情
也 

[

訓
読]

衆
生
を
引
導
し
、
夫
れ
四
つ
の
弘
誓
願
を
具
す
る
人
の
風
情
な
り 

 [

原
文]

惟
常
人
之
以
為
人
力
起
化
度
思 

[

訓
読]

惟
だ
常
人
の
人
と
為
り
の
力
を
以
て
化
不
度
の
思
い
を
起
す 

 [

原
文]

只
能
見
其
人
質
督
其
難
事
助
發
善
悪 

[

訓
読]

只
だ
能
く
其
の
人
質
を
見
て
、
其
の
難
事
を
督
し
、
善
悪
を
助
發
す 

 [

原
文]

與
其
人
擇
同
道
同
唱
同
和
之
者
差
之 

[

訓
読]

其
の
人
の
た
め
に
、
同
道
、
同
唱
、
同
和
の
者
を
擇
び
、
之
と
差
は
す 

 [

原
文]

和
會
教
訓
則
不
欠
救
濟 

[

訓
読]

和
會
、
教
訓
す
れ
ば
則
ち
救
濟
を
欠
か
ず 

 [

原
文]

克
成
褫
厥
人 

[

訓
読]

克
く
厥
の
人
を
成
褫
す 

 [

原
文]

是
為
人
底
一
手
叚
也 

[

訓
読] 

 
 

 

※
こ
の
文
章
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん 

 [

原
文]

是
故
先
賢
有
言 

[

訓
読]

是
れ
故
に
先
賢
言
有
り 

 [

原
文]

禁
童
子
之
暴
諕 

[

訓
読]

童
子
の
暴
諕
を
禁
ず 

 [

原
文]

則
師
友
之
誡
不
如
傳
婢
之
指
歸 

[

訓
読]

則
ち
師
友
の
誡
め
も
傳
婢
の
指
歸
に
如
ば
ず 

  



[

原
文]
止
凡
人
之
闘
鬩 

[

訓
読]
凡
人
の
闘
鬩
を
止
め
る
こ
と
は
、 

 [

原
文]

則
堯
舜
之
道
不
如
寡
妻
之
誨
諭
矣 

[

訓
読]

則
ち
堯
舜
の
道
、
妻
の
誨
諭
に
如
か
ず 

 [

原
文]

是
此
謂
也
乎 

[

訓
読]

是
れ
此
の
謂
ひ
な
り 

 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

５
７ 

 [

原
文]

佛
言
嗔
恚
之
害
破
諸
善
法
破
好
名
聞 

[

訓
読]

佛
言
う
、
嗔
恚
の
害
は
諸
の
善
法
を
破
り
、
好
名
聞
を
破
る 

 [

原
文]

昔
睿
山
正
筭
之
徒
有
法
性
寺
道
乘
者 

[

訓
読]

昔
睿
山
の
正
筭
の
徒
に
法
性
寺
の
道
乘
な
る
者
有
り 

 
 

 

※
道
乘…

平
安
時
代
中
期
の
僧
。
天
台
宗
。
比
叡
山
の
正
算
に
ま
な
び,

京
都
の
法
性
寺
に
は
い
る
。
夢
の
な
か
で

ひ
と
り
の
老
僧
か
ら,

道
乗
が
こ
れ
ま
で
と
な
え
た
膨
大
な
量
の
経
典
が,

怒
り
の
心
が
お
き
る
と
一
瞬

に
し
て
も
え
て
し
ま
う
と
の
話
を
き
く
。
以
後
短
気
で
怒
り
っ
ぽ
い
自
分
の
性
格
を
あ
ら
た
め
た
と
い

う
。 

 [

原
文]

常
誦
持
法
華 

[

訓
読]

常
に
法
華
を
誦
持
す 

 [

原
文]

只
天
質
多
嗔
發
露
懺
悔
不
止 

[

訓
読]

只
天
質
嗔
多
く
、
發
露
懺
悔
す
れ
ど
も
止
め
ず 

 [

原
文]

或
對
人
謂
麤
言
怒
罵
童
僕 

[

訓
読]

或
い
は
人
に
對
し
て
麤
言
を
謂
ひ
て
、
童
僕
を
怒
り
罵
る 

 [

原
文]

一
夕
梦
登
睿
山
頂 

[

訓
読]

一
夕
、
梦
に
睿
山
の
頂
に
登
る 

 [

原
文]

入
金
殿
中
所
積
經
巻
無
筭 

[

訓
読]

金
殿
中
に
入
れ
ば
積
む
所
の
經
巻
筭(

か
ぞ)

う
無
し 

 [

原
文]

傍
有
老
僧
囙
問
之
曰 

[

訓
読]

傍
ら
に
老
僧
有
り
て
囙(

ち
な
み)

に
之
を
問
ひ
て
曰
く 

 [

原
文]

是
汝
比
年
所
讀
之
經
巻
也 

[

訓
読]

是
れ
汝
の
比
年
讀
む
所
の
經
巻
な
り 

 [

原
文]

言
未
了 

[

訓
読]

言
未
だ
了
ら
ず 

  



[

原
文]
忽
有
火
起 

[

訓
読]
忽
ち
火
有
り
て
起
こ
る 

 [

原
文]

經
閣
共
烏
有
矣 

[

訓
読]

經
閣
共
に
烏
有
す 

 [

原
文]

問
何
故
老
僧
曰 

[

訓
読]

何
か
故
ぞ
と
問
ふ
、
老
僧
曰
く 

 [

原
文]

是
汝
時
時
起
嗔
時
平
生
所
持
經
功
空
遭
焚
燒 

[

訓
読]

是
れ
汝
時
時
嗔
を
起
す
時
、
平
生
所
持
の
經
功
空
し
く
焚
燒
に
遭
ふ 

 [

原
文]

已
后
息
嗔
持
誦
則
安
養
浄
土
之
生
又
曷
疑
也 

[

訓
読]

已
に
后
、
嗔
を
息
め
て
持
誦
す
れ
ば
、
則
ち
安
養
浄
土
の
生
又
た
曷
に
か
疑
は
ん 

 [

原
文]

乘
覺
愧
悔
誓
佛
前 

[

訓
読]

乘
覺
愧
悔
し
佛
前
に
誓
ふ 

 [

原
文]

堅
輟
嗔
忿 

[

訓
読]

堅
く
嗔
忿
を
輟
む 

 [

原
文]

嗚
観
之
嗔
恚
之
害
破
善
法 

[

訓
読]

嗚
、
之
を
観
ら
ば
、
嗔
恚
の
害
善
法
を
破
る 

 [

原
文]

安
不
愼
也 

[

訓
読]

安
ん
ぞ
愼
ま
ざ
る
や 

 [

原
文]

又
華
厳
経
曰 

[

訓
読]

又
華
厳
経
に
曰
く 

 [

原
文]

菩
薩
起
一
嗔
心
能
生
百
萬
障
門
是
以
此
知
之 

[

訓
読]

菩
薩
一
嗔
心
を
起
し
、
心
能
く
百
萬
の
障
門
を
生
じ
、
是
れ
此
を
以
て
之
を
知
る 

 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

５
８ 

 [

原
文]

城
下
一
士
持
先
師
親
澤 

[

訓
読]

城
下
の
一
士
、
先
師
の
親
澤
を
持
し 

 [

原
文]

來
謂
余
曰 

[

訓
読]

來
り
て
余
に
謂
ひ
て
曰
く 

 [

原
文]

開
山
和
尚
在
世
指
示
某 

[

訓
読]

開
山
和
尚
在
世
に
某
に
師
事
し 

 [

原
文]

底
一
帋
無
心
是
道
無
事
是
貴
人 

[

訓
読]

底
の
一
帋
、
無
心
是
れ
道
、
無
事
是
れ
貴
人 

 [

原
文]

某
擧
家
多
饒 

[

訓
読]

某
の
擧
家
饒
多
し 

 [

原
文]

如
何
使
得
十
二
時 

[

訓
読]

如
何
に
か
十
二
の
時
を
得
さ
し
め 

 [

原
文]

今
日
得
無
事
余
語
曰 

[

訓
読]

今
日
無
事
を
得
て
、
余
語
り
て
曰
く 

 [

原
文]

止
事
事
無
心
心
心
無
事 

[

訓
読]

止(

た)

だ
事
事
心
無
く
、
心
心
事
無
し 

 [

原
文]

則
為
十
二
時
不
見
使 

[

訓
読]

則
ち
十
二
時
に
為
に
使
わ
れ
ず 

 [

原
文]

却
使
得
十
二
時 

[

訓
読]

却
て
十
二
時
を
使
い
得
ん 

 [

原
文]

恁
地
時
曰
之
無
事
底 

[

訓
読]

恁
地(

か
か)

る
時
、
之
を
無
事
の
底
と
曰
ふ 

 [

原
文]

非
道
堕
在
無
事
甲
裏
活
計
鬼
窟
裏
者
之
知
此
之
謂 

[

訓
読]

無
事
甲
裏
に
堕
在
し
鬼
窟
裏
に
活
計
す
る
者
の
此
れ
を
知
る
と
道
ふ
の
謂
い
に
非
ず 



[

原
文]
修
行
不
如
斯
久
遠
刦
不
得
無
事 

[

訓
読]
修
行
斯
の
如
く
な
ら
ず
ば
、
久
遠
刦
す
れ
ど
無
事
を
得
ず 

 [

原
文]

焉
至
無
心
地 

[

訓
読]

焉
ん
ぞ
無
心
の
地
に
至
ら
ん 

 [

原
文]

故
古
徳
曰 

[

訓
読]

故
に
古
徳
に
曰
く 

 [

原
文]

無
心
于
事
無
事
于
心
自
然
虗
而
靈
空
而
妙 

[

訓
読]

心
に
事
無
く
、
事
に
心
無
け
ば
、
虚
し
く
靈
に
し
て
、
空
し
く
妙
た
り 

 [

原
文]

然
今
求
無
心
于
事
者
了
不
可
得
也 

[

訓
読]

然
れ
ど
も
今
心
に
事
無
き
者
を
求
め
る
に
、
了(

あ
き
ら)
か
に
得
べ
か
ら
ず 

 [

原
文]

更
有
古
偈
説
破
去 

[

訓
読]

更
に
古
偈
有
り
て
説
破
し
去
る 

 [

原
文]

曰
大
道
分
明
絶
覆
藏 

[

訓
読]

曰
く
大
道
分
明
に
し
て
覆
藏
を
絶
す 

 [

原
文]

惟
人
篤
信
自
支
當 

[

訓
読]

惟
だ
人
篤
く
信
じ
自
ら
支
當
す 

 [

原
文]

轉
一
朵
芙
蕖
徧
界
香 

[

訓
読]

轉
じ
て
一
朵
の
芙
蕖
徧
界
に
香
る 

 [

原
文]

他
時
異
日
卿
得
無
事
時
看
此
一
偈 

[

訓
読]

他
時
異
日
卿
無
事
を
得
た
時
、
此
の
一
偈
を
看
る 

 [

原
文]

成
得
卿
之
出
身
捷
徑 

[

訓
読]

卿
が
出
身
の
捷
徑
を
成
得
し 

 [

原
文]

又
奉
不
孤
先
和
尚
之
意
也 

[

訓
読]

又
奉
る
に
先
の
和
尚
の
意
に
孤(

そ
む)

か
ず 

 [

原
文]

客
聆
余
之
閑
譚
信
受
而
退 

[

訓
読]

客
余
の
閑
譚
を
聆(

き)

き
、
信
受
し
て
退
く 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

５
９ 

 [

原
文]

梦
有
六
梦 

[

訓
読]

梦
に
六
梦
有
り 

 [

原
文]

吉
相
之
梦
亂
不
可
告
矣 

[

訓
読]

吉
相
之
梦
は
亂
り
に
告
く
す
べ
か
ら
ず 

 [

原
文]

告
之
梦
破
也 

[

訓
読]

之
を
告
げ
れ
ば
梦
破
る
な
り 

 [

原
文]

是
古
者
之
辭
也 

[

訓
読]

是
れ
古
者
の
辭
な
り 

 [

原
文]

密
宗
有
禁
緻
有
秘
密 

[

訓
読]

密
宗
に
禁
緻
有
り
、
秘
密
有
り 

 [

原
文]

是
秘
密
有
道
也
復
先
賢
不
舎
梦
相
云 

[

訓
読]

是
れ
秘
密
に
道
有
れ
ば
、
復
た
先
賢
は
梦
相
を
舎
て
ず
と
云
う 

 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

６
０ 

 [

原
文]

客
問
叢
林
造
壽
藏
古
有
此
故
也 

[

訓
読]

客
問
ふ
、
叢
林
に
壽
藏
を
造
る
、
古
此
の
故
と
有
り
や 

 [

原
文]

余
曰
漢
有
於
公
士
民
慕
徳 

[

訓
読]

余
曰
く
漢
に
公
士
有
り
、
士
民
徳
に
慕
う 

 [

原
文]

造
生
祠
祭
之 

[

訓
読]

生
祠
を
造
り
之
を
祭
る 

 [

原
文]

是
今
之
壽
藏
生
塔
之
義
則
也 

[

訓
読]

是
今
の
壽
藏
、
生
塔
の
義
、
則
ち(

こ
れ)

な
り 

 [

原
文]

又
問
今
有
自
撰
塔
銘
等
又
有
此
事
也 

[

訓
読]

又
問
ふ
、
今
自
撰
の
塔
銘
等
有
り
、
又
此
の
事
有
り
や 

 [

原
文]

曰
建
仁
中
岩
有
自
暦
譜
鼓
山
永
覺
有
自
序
塔
銘 

[

訓
読]

曰
く
、
建
仁
の
中
岩
に
自
暦
譜
有
り
、
鼓
山
の
永
覺
に
自
序
の
塔
の
銘
有
り 

 [

原
文]

近
年
長
崎
卽
非
説
自
之
襄
事
法
語 

[

訓
読]

近
年
長
崎
の
卽
非
自
ら
の
襄
事
の
法
語
を
説
く 

※
卽
非…

即
非
如
一
（
そ
く
ひ 

に
ょ
い
つ
、
万
暦4

4

年5

月1
4

日
（1

6
1

6

年6

月2
7

日
）-

 

寛
文1

1

年5

月2
0

日
（1

6
7

1

年6

月2
6

日
））
は
、
江
戸
時
代
前
期
中
国
の
明
か
ら
渡
来
し
た
臨
済
宗
黄
檗
派

（
黄
檗
宗
）
の
僧
。
俗
姓
は
林
氏
。
字
は
即
非
。
福
建
省
福
州
府
福
清
県
の
出
身
。 

 [

原
文]

間
有
之 

[

訓
読]

間
に
之
有
り 

 [

原
文]

可
従
其
機
變
矣
言
不
欲
莫 

[

訓
読]

其
の
機
變
に
從
ふ
べ
し
。
言
莫
を
欲
せ
ず 

 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

６
１ 

 [

原
文]

有
一
僧
偶
讀
恕
中
山
庵
雜
錄 

[

訓
読]

一
僧
有
り
て
、
偶
た
ま
恕
中
の
山
庵
雜
錄
を
讀
む 

 
 

 

※
恕
中…

无
愠
禅
师
（1

3
0

9
-
1

3
8

6

）
为
台
州
临
海
陈
氏
子
、
少
时
有
出
世
之
志
、
后
从
径
山
元
叟
行
端
禅
师
落

发
、
并
于
昭
庆
律
寺
受
具
足
戒 [3

]

。
初
参
元
叟
行
端
禅
师
、
后
于
紫
箨
山
妙
道
禅
师
处
悟
道
、
以
“
狗
子
无

佛
性
”
公
案
得
印
可
。
住
持
灵
岩
、
瑞
岩
期
间
提
出
“
心
生
种
种
法
生
、
心
灭
种
种
法
灭
”
的
禅
学
思
想
、
设

“
稳
坐
家
堂
”“
掀
翻
大
海
”“
眼
光
烁
破
”
三
关
勘
验
参
学
者
、
批
判
禅
林
玩
弄
话
头
公
案
之
风 [1

-
2

]

。
应

安
七
年
（1

3
7

4

年
、
明
洪
武
七
年
）、
日
僧
古
剑
妙
快
曾
奉
师
命
邀
请
其
东
渡
出
任
日
本
寺
院
住
持
、
但
无
愠

禅
师
固
辞
未
果
。
语
录
卷
一
载
有
“
入
门
一
句
”“
祖
堂
”
等
场
景
言
论
、
晚
年
退
隐
著
有
《
二
会
语
录
》《
三
庵

杂
录
》、
所
著
《
山
庵
杂
录
》
为
禅
宗
“
宗
门
七
书
”
之
一
、
临
终
留
下
“
末
后
一
句
、
露
柱
饶
舌
”
偈
语 [1

] 

[3
-
4

]

。 

 [

原
文]

於
中
以
問 

[

訓
読]

中
に
於
い
て
以
て
問
ふ 

 [

原
文]

元
至
正
中
張
嗣
誠
侵
江
淛 

[

訓
読]

元
の
至
正
中
に
張
嗣
誠
、
江
淛
を
侵
す 

 [

原
文]

丞
相
課
化
城
寺
惠
恭
與
郷
民
戰
之 

[

訓
読]

丞
相
、
化
城
寺
の
惠
恭
、
郷
民
と
之
と
戦
う
こ
と
を
課
す 

 
 

 

※
化
城
寺…

中
華
人
民
共
和
国
安
徽
省
池
州
市
青
陽
県
九
華
山
に
あ
る
仏
教
寺
院
。 

 [

原
文]

賊
敗
走
獲
四
十
餘
人
送
官 

[

訓
読]

賊
敗
走
し
、
四
十
餘
人
を
獲
て
観
に
送
る 

 [

原
文]

先
宿
置
西
湖
鳥
窠
寺
住
持
大
猷
其
夜
經
行
廊
廡
間 

[

訓
読]

先
ず
西
湖
の
鳥
窠
寺
に
宿
置
し
、
住
持
大
猷
、
其
の
夜
廊
廡
の
間
に
經
行
し 

 [

原
文]

囚
者
見
師
齊
聲
乞
云
長
老
救
我 

[

訓
読]

囚
者
師
を
見
て
聲
を
齊
し
く
し
て
乞
ひ
て
云
ふ
、
長
老
我
を
救
へ 

 [

原
文]

師
曰
我
救
汝
等
不
得 

[

訓
読]

師
曰
く
、
我
汝
を
救
う
得
ず 

 [

原
文]

汝
等
至
心
至
誠
称
念
南
無
救
苦
救
難
阿
弥
陀
佛 

[

訓
読]

汝
等
の
至
心
至
誠
に
南
無
救
苦
救
難
阿
弥
陀
佛
を
称
念
せ
よ 

  



[

原
文]
却
救
得
伱 

[

訓
読]
却
っ
て
伱
を
救
い
得
ん 

 [

原
文]

其
中
有
三
人
信
受
師
言 

[

訓
読]

其
の
中
に
三
人
有
り
て
師
の
言
を
信
受
す 

 [

原
文]

高
聲
念
佛
不
輟
口 

[

訓
読]

高
聲
に
佛
を
念
じ
、
口
を
輟
め
ず 

 [

原
文]

既
而
官
司
取
發
衆
囚
俱
加
枷
鎖 

[

訓
読]

既
に
し
て
宮
司
、
衆
囚
を
取
發
し
、
俱
に
枷
鎖
を
加
す 

 [

原
文]

偶
至
此
三
人
缺
刑
具 

[

訓
読]

偶
た
ま
此
の
三
人
に
至
っ
て
刑
具
缺
く 

 [

原
文]

伹
繋
以
縄
耳 

[

訓
読]

伹(

つ
た)

な
く
、
繋
ぐ
に
縄
を
以
て
す 

 [

原
文]

既
至
審
囚
官
司
獨
鞠
勘
此
三
人 

[

訓
読]

既
に
囚
を
審
ら
か
に
す
る
に
到
り
て
、
官
司
獨
り
此
の
三
人
を
勘
す
れ
ば 

 [

原
文]

一
人
供
給
職
治
麥
畦
者
也 

[

訓
読]

一
人
供
給
す
る
は
職(

も
っ
ぱ)

ら
麥
畔
を
治
め
る
者
な
り 

 [

原
文]

錯
囚
于
此 

[

訓
読]

錯
て
此
に
囚
は
る 

 [

原
文]

二
人
供
給
是
鋸
匠
也 

[

訓
読]

二
人
供
給
す
る
は
是
れ
鋸
匠
な
り 

 [

原
文]

來
此
傭
作
又
成
虜 

[

訓
読]

此
に
来
り
て
傭
作
し
、
又
虜
と
成
る 

 [

原
文]

宮
司
以
此
遂
免
罪 

[

訓
読]

宮
司
此
を
以
て
遂
に
罪
を
、
免
る 

 [

原
文]

自
非
彌
陀
誓
願
不
出
此
間 

[

訓
読]

彌
陀
の
誓
願
に
非
ざ
る
よ
り
は
、
此
の
間
を
出
づ 



[

原
文]
稱
念
者
非
獨
臨
終
得
験 

[

訓
読]
稱
念
す
る
者
は
獨
り
臨
終
に
験
を
得
る
の
み
に
非
ず 

 [

原
文]

而
現
世
遭
大
辟
刑
者
亦
可
頼
免 

[

訓
読]

而
も
現
世
に
大
辟
刑
に
遭
う
者
は
、
頼
免
す
べ
し 

 [

原
文]

人
而
不
信
吾
未
如
之
何
也
已 

[

訓
読]

人
而
も
信
ぜ
ず
ば
、
吾
之
を
如
何
す
る
の
み
や 

 [

原
文]

然
則
信
之
也
余
曰
然
不
信
已
乎 

[

訓
読]

然
ら
ば
則
ち
之
を
信
じ
ん
や
、
余
曰
く
然
も
信
ず
る
の
み 

 [

原
文]

經
曰
夫
念
阿
弥
陀
佛
者
現
在
菩
薩
幷
護
法
諸
天
龍
鬼
神
等
晝
三
夜
三
擁
護
此
人 

[

訓
読]

經
曰
く
、
夫
れ
阿
弥
陀
佛
を
念
ず
る
者
は
、
現
在
の
菩
薩
幷
び
に
語
法
の
諸
天
、
龍
、
鬼
、
神
等
晝
三
夜
三
に
此
の

人
を
擁
護
す 

 [

原
文]

惡
事
惡
難
悉
令
離
之 

[

訓
読]

惡
事
惡
難
悉
く
之
を
離
れ
し
む 

 [

原
文]

焉
臨
終
得
正
念
往
生
蓮
國
耳 

[

訓
読]

焉
ん
ぞ
臨
終
に
正
念
を
得
て
蓮
國
に
往
生
す
る
の
み 

 [

原
文]

人
皆
錯
以
現
在
與
未
來
為
二 

[

訓
読]

人
皆
な
錯
ち
て
現
在
と
未
来
を
二
と
為
す 

 [

原
文]

詎
矧
曰
己
身
浄
土
即
土
浄
土 

[

訓
読]

詎
矧(

い
す
く
ん)

ぞ
己
身
浄
土
、
即
土
浄
土
と
曰
ふ
や 

 [

原
文]

則
現
在
則
極
楽
極
楽
則
現
世
何
有
二 

[

訓
読]

則
ち
現
在
は
則
ち
極
楽
、
極
楽
は
則
ち
現
世
、
何
ぞ
二
有
ら
ん 

 [

原
文]

愚
蒙
之
者
迷
之
在
此 

[

訓
読]

愚
蒙
の
者
は
迷
う
こ
と
此
に
在
り 

 [

原
文]

直
心
之
者
悟
之
在
此 

[

訓
読]

直
心
の
者
は
悟
る
こ
と
此
に
在
り 

  



[

原
文]
以
彌
陀
之
左
右
有
観
音
至
勢
至
爲
補
處 

[

訓
読]
彌
陀
の
左
右
を
以
て
観
音
至
勢
有
り
て
補
處
を
為
す 

 [

原
文]

且
起
現
世
安
穏
後
生
善
所
之
大
誓
願 

[

訓
読]

且
つ
現
世
安
穏
の
後
生
の
大
誓
願
を
起
す 

 [

原
文]

優
遊
穢
土
與
浄
土 

[

訓
読]

穢
土
と
浄
土
に
優
遊
す 

 [

原
文]

是
繼
彌
陀
之
願
力 

[

訓
読]

是
れ
彌
陀
の
願
力
を
繼
げ
ば 

 [

原
文]

故
知
三
尊
一
體
一
體
三
尊 

[

訓
読]

故
に
三
尊
一
體
、
一
體
三
尊
を
知
る 

 [

原
文]

於
乎
救
前
三
人
厄
難
不
足
疑 

[

訓
読]

前
の
三
人
の
厄
難
を
救
ふ
、
疑
う
に
足
ら
ず 

 [

原
文]

吁
卿
等
不
信
已
乎 

[

訓
読]

吁
、
卿
等
信
ぜ
ざ
る
の
み 

 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

６
２ 

  [

原
文]

或
問 

[

訓
読]

或
い
は
問
ふ 

 [

原
文]

梁
武
帝
始
製
水
陸
道
場
施
食
儀
文
三
十
巻 

[

訓
読]

梁
の
武
帝
始
め
て
水
陸
道
場
施
食
の
儀
文
三
十
巻
を
製
し
て 

※
水
陸
法
會…

漢
傳
佛
教
的
超
度
儀
式
，
又
稱
水
陸
道
場
、
水
陸
大
會
、
水
陸
大
齋
或
水
陸
供
齋[1

]:  1
9

6
 

，
全

稱
「
法
界
聖
凡
水
陸
普
度
大
齋
勝
會
」 

[

原
文]

以
十
六
名
位
盡
三
千
界 

[

訓
読]

十
六
の
名
位
を
以
て
三
千
界
を
盡
す 

 [

原
文]

事
類
所
引
經
論
已
一
十
一
本 

[

訓
読]

事
類
引
く
所
の
經
論
已
に
一
十
一
本 

 [

原
文]

誌
公
應
詔
曰 

[

訓
読]

誌
公
詔
に
應
じ
て
曰
く 

 
 

 

※
誌
公…

中
国
斉
の
宝
誌
（
四
一
八—

五
一
四
）
の
こ
と
？ 

 [

原
文]

此
齋
會
宜
於
深
山
幽
谷
要
津
處 

[

訓
読]

此
の
齋
會
、
宜
し
く
深
山
幽
谷
要
津
の
處
に
於
い
て
す 

 [

原
文]

遂
指
金
山
寺 

[

訓
読]

遂
に
金
山
寺
を
指
し 

 [

原
文]

甫
修
水
陸
會 

[

訓
読]

甫
め
て
水
陸
の
會
を
修
せ
ん
と
す 

 [

原
文]

今
日
域
諸
刹
不
相
攸 

[

訓
読]

今
日
、
域
の
諸
刹
、
相
攸(

と
お)

か
ら
ず 

 [

原
文]

或
佛
舎
或
家
館
設
此
冥
齋 

[

訓
読]

或
い
は
佛
舎
、
或
い
は
家
館
、
此
の
冥
齋
を
設
く
る 

 [

原
文]

理
乎
哉 

[

訓
読]

理
な
る
か
な 



[

原
文]
曰
先
道
定
法 

[

訓
読]
曰
く
先
ず
定
法
を
道
ふ 

 [

原
文]

観
所
可
山
澤
曠
野
清
浄
境
致
堪
會
神
靈
通
幽
顯
之
處
作
之 

[

訓
読]

山
澤
曠
野
清
浄
の
境
致
、
神
靈
を
會
す
る
に
幽
顯
に
通
す
可
き
の
處
を
観
て 

 [

原
文]

若
如
法
荘
厳
壇
場
則
不
可
限
山
澤
曠
野 

[

訓
読]

若
し
如
法
壇
場
を
荘
厳
に
せ
ば
、
則
ち
山
澤
、
曠
野
に
限
ら
ず 

 [

原
文]

如
瑜
伽
焦
要
救
阿
難
陀
羅
尼
焰
口
儀
軌
經
曰 

[

訓
読] 

瑜
伽
焦
要
救
阿
難
陀
羅
尼
焰
口
儀
軌
經
に
曰
ふ
が
如
き
は 

 [

原
文]

精
苑
大
舎
閑
静
圓
相
鬼
神
愛
樂
流
泉
浴
池
江
河
山
澤
福
徳
之
地 

[

訓
読]

精
苑
大
舎
、
閑
静
圓
相
、
鬼
神
愛
樂
の
流
泉
浴
池
、
江
河
山
澤
福
徳
の
地 

 [

原
文]

堂
舎
亦
得
如
法 

[

訓
読]

堂
舎
亦
た
如
法
を
得 

 [

原
文]

塗
摩
用
香
水
沉 

[

訓
読]

塗
摩
す
る
に
、
香
水
沉
を
用
ふ 

 [

原
文]

随
施
主
力
方
圓
大
小
四
角
豎
幖 

[

訓
読]

施
主
の
力
に
随
ひ
て
、
方
圓
大
小
、
四
角
、
幖
を
豎
て 

 [

原
文]

如
法
荘
厳
用
五
色
綵 

[

訓
読]

如
法
荘
厳
に
し
て
五
色
の
綵
を
用
い 

 [

原
文]

安
火
焔
珠 

[

訓
読]

火
焔
の
珠
を
安(

お)

き 

 [

原
文]

又
於
珠
内
安
置
佛
頂
大
悲
随
求
尊
勝 

[

訓
読]

又
た
珠
内
に
於
い
て
佛
頂
大
悲
随
求
尊
勝
を
安
置
し 

 [

原
文]

又
於
四
柱
如
法
荘
厳
殊
特
妙
好
名
吉
祥
幢 

[

訓
読]

又
四
柱
に
於
い
て
如
法
荘
厳
殊
特
妙
好
、
吉
祥
の
幢
と
名
く 

 [

原
文]

令
百
由
旬
無
諸
衰
患 

[

訓
読]

百
由
旬
を
し
て
諸
の
衰
患
を
無
か
ら
し
む 



[

原
文]
即
成
結
界
風
吹
影
拂
土
散
水
露
霑
地 

[

訓
読]
即
ち
結
界
を
成
す
、
風
吹
け
ば
影
土
を
拂
ひ
、
水
に
散
す
れ
ば
露
地
に
霑(

う
る
お)

す 

 [

原
文]

罪
障
消
亡
獲
大
福
利 

[

訓
読]

罪
障
消
亡
し
、
大
福
利
を
獲 

 [

原
文]

眼
見
耳
聞
皆
利
濟 

[

訓
読]

眼
見
耳
聞
、
皆
利
濟
す 

 [

原
文]

次
復
周
圍
懸
繒
幡
蓋
寶
扇
白
拂
布
列
次
位 

[

訓
読]

次
に
復
た
懸
繒
、
幡
蓋
、
寶
扇
、
白
拂
を
周
圍
し
、
次
位
を
布
列
す 

 [

原
文]

其
於
壇
法
聖
衆
位
次
別
在
于
教
文 

[

訓
読]

其
れ
壇
法
に
お
い
て
聖
衆
の
位
次
、
別
に
教
文
に
在
り 

 [

原
文]

阿
伽
香
水
妙
華
燈
塗 

[

訓
読]

阿
伽
香
水
、
妙
華
燈
に
塗
り 

 
 

 

※
阿
伽…

閼
伽
。
本
尊
ま
た
は
墓
前
に
供
え
る
浄
水
。
Ⓢa

rg
h
a

の
音
写
。
功
徳
水
と
訳
す
。
阿
伽
と
も
書
き
、

阿
伽
水
、
阿
伽
の
水
と
も
い
う
。
閼
伽
は
、
塗
香
ず
こ
う
・
華
鬘
け
ま
ん
・
焼
香
・
飯
食
ぼ
ん
じ
き
・
灯

明
と
共
に
本
尊
に
献
供
す
る
六
種
供
養
の
一
つ 

 [

原
文]

飲
食
湯
藥
種
種
果
味
及
餘
物
等 

[

訓
読]

飲
食
、
湯
藥
種
種
の
果
の
味
、
及
び
餘
物
等
な
り 

 [

原
文]

以
法
浄
除
勿
令
觸
穢 

[

訓
読]

法
を
以
て
浄
除
し
、
觸
穢
せ
し
む
る
こ
と
な
か
れ 

 [

原
文]

荘
厳
若
了
手
執
香
鑪 

[

訓
読]

荘
厳
若
し
了
れ
ば
、
手
に
香
鑪
を
執
り 

 [

原
文]

諸
弟
子
香
湯
洗
浴
著
新
浄
衣 

[

訓
読]

諸
弟
子
、
香
湯
で
洗
浴
し
て
新
浄
衣
を
著
て 

 [

原
文]

如
法
荘
厳
名
三
昧
耶
壇 

[

訓
読]

如
法
荘
厳
な
る
を
三
昧
耶
壇
と
名
づ
く 

 
 

 

※
三
昧
耶
（s

a
m

a
y
a

：
サ
マ
ヤ
）…

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
「
約
束
」
や
「
契
約
」
を
意
味
。 

  



[

原
文]
又
曰
於
浄
地
上
或
大
石
上
或
所
浄
瓦
盆
或
泉
池
江
海
長
流
水
中
捨
浄
食
浄
水 

[

訓
読]
又
た
曰
く
浄
地
の
上
、
或
い
は
大
石
の
上
、
或
い
は
浄
る
所
の
瓦
盆
、
或
い
は
泉
池
江
海
、
或
い
は
長
流
の
水
中
に

於
い
て
浄
食
浄
水
を
捨
て
よ 

 [

原
文]

不
得
瀉
於
石
榴
桃
木
下 

[

訓
読]

石
榴
桃
木
の
下
に
瀉
ぐ
こ
と
を
得
ず 

 [

原
文]

鬼
神
懼
怕
不
食 

[

訓
読]

鬼
神
懼
怕
し
て
食
さ
ず 

 [

原
文]

是
日
域
所
以
不
限
水
陸
於
精
舎
家
館
也 

[

訓
読]

是
れ
日
域
水
陸
に
限
ら
ず
精
舎
家
館
に
於
い
て
す
る
所
以
な
り 

 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

６
３ 

  [

原
文]

復
曰 

[

訓
読]

復
た
曰
く 

 [

原
文]

施
食
節
分
皆
以
夜
分 

[

訓
読]

施
食
の
節
分
、
皆
夜
分
を
以
て
す 

 [

原
文]

日
域
諸
刹
或
晨
朝
或
晩
間
不
剋
時
然
也
否
曰
是
不
然 

[

訓
読]

日
域
の
諸
刹
、
或
い
は
晨
朝
、
或
い
は
晩
間
、
時
を
剋
ま
ざ
る
は
然
ら
ん
や
、
否
や
。
曰
く
是
れ
然
ら
ざ
る 

 [

原
文]

然
只
順
救
拔
燄
口
經
説
並
遵
式
法
師
施
食
法
以
可
不
擇
時
分 

[

訓
読]

然
ど
も
只
だ
救
拔
燄
口
經
の
説
並
び
に
遵
式
法
師
の
施
食
の
法
に
順
ひ
、
以
て
時
分
を
擇
は
ざ
る
べ
し 

 
 

 

※
救
抜
焰
口
餓
鬼
陀
羅
尼
経
の
こ
と
？…

一
巻
。
唐
・
不
空
訳
。
餓
鬼
（
Ⓢp

re
ta

）
を
救
済
す
る
た
め
の
修
法
と

陀
羅
尼
を
説
く
。
施
餓
鬼
会
は
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
行
わ
れ
る
。 

 
 

 

※
遵
式
法
師…

宋
・
乾
徳
二
年
（
九
六
四
）—

明
道
元
年
（
一
〇
三
二
）
一
〇
月
一
〇
日
。
字
あ
ざ
な
は
知
白
、

俗
姓
は
葉
氏
。
諡
お
く
り
な
は
法
宝
大
師
、
懺
主
禅
慧
法
師
。
慈
雲
尊
者
と
も
い
う
。
中
国
浙
江
台
州
寧
海
の

人
。
は
じ
め
禅
を
学
び
、
二
二
歳
の
と
き
に
義
通
に
つ
い
て
天
台
を
学
び
、
同
門
の
知
礼
と
親
交
を
結
ん
だ
。 

 [

原
文]

此
經
曰
施
食
若
晨
朝
及
一
切
時
悉
無
障
碍 

[

訓
読]

此
の
經
曰
く
、
施
食
、
晨
朝
及
び
一
切
の
時
の
若
く
は
悉
く
障
碍
無
し 

 [

原
文]

日
域
観
之
順
之 

[

訓
読]

日
域
之
を
観
て
之
に
順
ふ 

 [

原
文]

又
只
如
瑜
伽
集
要
經
曰 

[

訓
読]

又
た
只
だ
瑜
伽
集
要
經
に
曰
ふ
が
如
き 

 [

原
文]

若
供
養
諸
佛
聖
衆 

[

訓
読]

若
し
諸
佛
聖
衆
を
供
養
せ
ば 

 [

原
文]

於
上
五
更
晨
朝
日
出
是
供
養
時 

[

訓
読]

上
五
更
晨
朝
の
日
出
づ
る
に
於
い
て
す
。
是
れ
供
養
の
時
な
り 

 [

原
文]

若
作
餓
鬼
施
食
之
法
當
於
亥
時 

[

訓
読]

若
し
餓
鬼
施
食
の
法
を
作
さ
ば
、
亥
の
時
に
當
る
べ
し 



[

原
文]
是
施
食
時 

[

訓
読]
是
れ
施
食
の
時
な
り 

 [

原
文]

若
於
齋
時
施
餓
鬼
者
徒
設
功
勞
終
無
功
也 

[

訓
読]

若
し
齋
時
に
於
い
て
餓
鬼
を
施
こ
す
者
は
徒
だ
功
勞
を
設
け
る 

 [

原
文]

是
只
指
夜
分
不
曰
一
切
時 

[

訓
読]

是
れ
只
だ
夜
分
を
指
し
て
一
切
の
時
を
曰
ず 

 [

原
文]

又
毘
羅
三
昧
經
早
起
諸
天
食 

[

訓
読]

又
た
毘
羅
三
昧
經
に
は
、
早
起
は
諸
天
の
食 

 [

原
文]

日
中
三
世
諸
佛
食
日
西
畜
生
食
日
暮
鬼
神
食
云 

[

訓
読]

日
中
は
三
世
の
諸
佛
の
食 

 [

原
文]

此
二
經
幷
見
梁
王
水
陸
會
皆
用
夜
分 

[

訓
読]

此
の
二
經
幷
に
梁
王
の
水
陸
會
を
見
る
に
、
皆
夜
分
を
用
い
る 

 [

原
文]

遵
式
不
限
夜
分
用
一
切
時 

[

訓
読]

遵
式
夜
分
を
限
ら
ず
一
切
の
時
を
用
ゆ 

 [

原
文]

宜
随
義
理
随
其
意
修
之 

[

訓
読]

宜
し
く
義
理
に
随
い
其
の
意
に
随
い
之
を
修
す
べ
し 

 [

原
文]

一
向
道
之
又
違
教
意 

[

訓
読]

一
向
に
之
に
道
へ
ば
、
又
た
教
意
に
違
ふ 

 [

原
文]

教
意
不
可
不
詳 

[

訓
読]

教
意
詳
か
ら
に
す
べ
か
ら
ず 

 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

６
４ 

 [

原
文]

有
客
問 

[

訓
読]

客
有
り
て
問
ふ 

 [

原
文] 

[

訓
読] 

 
 

 

※
等
持…

心
を
一
境
に
住
し
て
甼
等
に
維
持
す
る
こ
と
を
い
ふ
。
三
昧
の
こ
と
。〔
倶
舍
論
、
二
十
八
〕
等
持
者
爲

定
、
名
異
體
同
、
故
契
經
説
心
定
等
定
、
名
正
等
持
、
此
亦
爲
心
一
境
性
。 

 [

原
文]

等
持
原
古
公
選
注
日
邦
通
誦
大
施
餓
鬼
中
有
此
阿
弥
陀
大
咒 

[

訓
読]

等
持
の
原
古
公
の
選
注
に
日
邦
通
誦
の
大
施
餓
鬼
の
中
に
此
の
阿
弥
陀
の
大
咒
有
り 

 
 

 

※
原
古…

人
名
？ 

 [

原
文]

自
餘
施
食
文
亦
載
之
也 

[

訓
読]

自
餘
施
食
文
も
亦
之
を
載
せ
る
な
り 

 [

原
文]

曰
瑜
伽
集
要
經
焰
口
餓
鬼
經
及
宗
曉
法
師
施
食
通
覧
等
無
此
大
咒 

[

訓
読]

曰
く
、
瑜
伽
集
要
經
、
焰
口
餓
鬼
經
及
び
宗
曉
法
師
の
施
食
通
覧
等
に
於
い
て
は
、
此
の
大
咒
無
し 

 
 

 

※
宗
暁…

四
明(

現
，
浙
江
寧
波)

の
人
．
俗
姓
，
王
氏
．1

8

歳
で
具
足
戒
を
受
け
，
具
菴
強
公
，
雲
菴
洪
公
に
謁

す
．
四
明
の
昌
国
翠
蘿
寺
で
住
持
と
な
る
が
，2

年
後
西
山
に
隠
退
し
，
法
華
経
の
読
誦
を
日
課
と
す
る
．
浙

西
の
諸
刹
に3

年
ほ
ど
遊
ん
だ
後
，
参
秀
寺
の
住
持
と
な
る
．
後
に
延
慶
寺
第
一
座
と
な
る
．
天
台
，
浄
土
の

教
え
に
通
じ
，
諸
経
の
講
説
に
力
を
注
い
だ
．
浄
土
教
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は
，
西
方
極
楽
世
界(

楽
邦)

に

関
す
る
文
献
を
集
め
た
《
楽
邦
文
類, 5

巻
》
の
編
纂
が
有
名
で
あ
る
．
〖
主
著
〗 

四
明
教
行
録, 7
巻
．
宝
雲

振
祖
集, 1

巻
．
三
教
出
興
頌
註, 1

巻
．
楽
邦
遺
稿, 2

巻
．
金
光
明
照
解, 2

巻
．
施
食
通
覧, 2

巻
．
法
華
顕

応
録
．
〖
参
考
〗 

仏
祖
統
紀1

8
(

続
蔵
本)

． 

 [

原
文] 

[

訓
読] 

 
 

 

※
施
食
心…

『
法
蒲
寿
庚
の
事
蹟
』 1

7
4

ペ
ー
ジ
東
洋
文
庫
、
如
二
度
詞
り
莫
ヒ
可
ヒ
暁
。
自
題
二
其
後
一
云
。

臣
思
肖
嘔
二
三
斗
血
一
方
能
書F

此
。
後
当
下
有
二
巨
眼
一
識
ウ
之
。
又
著
二
釈
氏
施
食
心
法
一
巻
。 

 [

原
文]

在
于
施
食
心
法
幷
如
如
居
士
施
食
文
或
今
黄
檗
禪
林
課
誦
蒙
山
施
食
中
誦
此
咒 

[

訓
読]

施
食
心
法
幷
に
如
如
居
士
の
施
食
文
或
い
は
今
の
黄
檗
禪
林
が
課
誦
の
蒙
山
施
食
の
中
に
於
い
て
此
の
咒
を
誦
ふ 

 
 

 

※
蒙
山
施
食…

書
名
？ 

  



[

原
文]
此
大
咒
別
見
所
出
也 

[

訓
読]
此
の
大
咒
別
に
出
す
所
を
見
る
な
り 

 [

原
文]

陀
羅
尼
雜
集
經
之
中
載
之 

[

訓
読]

陀
羅
尼
雜
集
經
の
中
に
之
を
載
す 

 [

原
文]

又
有
多
名
或
名
往
生
咒
或
名
浄
土
咒 

[

訓
読]

又
た
多
名
有
り
、
或
い
は
往
生
咒
と
名
づ
け
、
或
い
は
浄
土
咒
と
名
づ
く 

 [

原
文]

具
云
無
量
壽
佛
説
往
生
浄
土
咒 

[

訓
読]

具
に
は
無
量
壽
佛
説
往
生
浄
土
咒
と
云
ひ 

 [

原
文]

又
名
拔
一
切
業
障
根
本
得
生
浄
土
咒 

[

訓
読]

又
た
拔
一
切
業
障
根
本
得
生
浄
土
咒
と
名
づ
く 

 [

原
文]

微
妙
廣
大 

[

訓
読]

微
妙
廣
大
に
し
て 

 [

原
文]

功
徳
不
可
思
議
之
大
明
咒
也
無
等
等
咒
也 

[

訓
読]

功
徳
不
可
思
議
の
大
明
の
咒
な
り
、
無
等
等
咒
な
り 

 [

原
文]

日
國
俲
此
意 

[

訓
読]

日
國
此
の
意
を
俲
っ
て 

 [

原
文]

津
送
之
間
從
龕
前
赴
山
頭
時
大
衆
齊
唱
此
大
咒 

[

訓
読]

津
送
の
間
、
龕
の
前
よ
り
山
頭
に
赴
く
時
、
大
衆
齊(

ひ
と
し)

く
此
の
大
咒
を
唱
ふ 

 
 

 

※
津
送…

津
送
儀
（
し
ん
そ
う
ぎ
）
禅
宗
で
は
、
住
職
ま
た
は
閑
栖
（
か
ん
せ
い
：
住
職
を
次
の
代
に
譲
り
隠
居

し
た
禅
僧
）
和
尚
が
な
く
な
っ
た
こ
と
を
遷
化
（
せ
ん
げ
）
と
い
い
、
そ
の
葬
儀
を
、
津
送
儀
と
い
い

ま
す 

 [

原
文]

吁
欲
往
生
樂
邦
人
此
大
咒 

[

訓
読]

吁
、
樂
邦
に
往
生
せ
ん
と
欲
す
る
人
は
、
此
の
大
咒
な
り 

 [

原
文]

安
可
不
誦
持 

[

訓
読]

安
ん
ぞ
誦
持
せ
ざ
る 

 [

原
文]

看
四
明
宗
曉
師
所
輯
之
樂
邦
文
類
第
一
巻
載
曰 

[

訓
読]

看
よ
、
四
明
の
宗
曉
師
が
輯
る
所
の
樂
邦
文
類
第
一
巻
に
載
せ
て
曰
く 



[

原
文]
此
咒
宋
元
嘉
年
中
求
那
跋
陀
羅
三
藏
譯 

[

訓
読]
此
の
咒
、
宋
の
元
嘉
年
中
に
求
那
跋
陀
羅
三
藏
譯
す 

 
 

 

※
求
那
跋
陀
羅…

中
国
南
朝
宋
代
の
訳
経
僧
。
中
イ
ン
ド
の
人
．
バ
ラ
モ
ン
出
身
で
あ
る
が
，
出
家
し
て
就
い
た

小
乗
の
師
を
辞
し
て
後
，
大
乗
を
学
ぶ
．
海
路
セ
イ
ロ
ン
を
経
由
し
て
，
広
州
に
入
る [4

3
5

:

元
嘉1

2
] 

．
文

帝(

南
朝
宋)
に
厚
遇
さ
れ
，
顔
延
之
や
彭
城
王
義
康
，
南
譙
王
義
宣
な
ど
も
師
事
し
た
．
建
康(

現
，
南
京)

の
祇

洹
寺
や
荊
州
の
辛
寺
に
住
し
，《
雑
阿
含
経
》
や
如
来
蔵
経
典
《
勝
鬘
経
》，
禅
宗
所
依
の
経
典
《
楞
伽
経
》，
仏

伝
《
過
去
現
在
因
果
経
》，
初
め
て
の
瑜
伽
系
経
典
で
あ
る
《
相
続
解
脱
経
》
な
ど
を
漢
訳
． 

 [

原
文]

合
計
五
十
九
字
一
十
五
句 

[

訓
読]

合
計
五
十
九
字
一
十
五
句 

 [

原
文]

若
人
能
誦
此
咒
者
阿
弥
陀
佛 

[

訓
読]

若
し
人
能
く
此
の
咒
を
誦
え
る
者
は
阿
弥
陀
佛 

 [

原
文]

住
其
頂
日
夜
擁
護 

[

訓
読]

其
の
頂
き
に
住
み
て
日
夜
擁
護
す 

 [

原
文]

無
令
怨
家
而
得
其
便 

[

訓
読]

怨
家
を
し
て
其
の
便
を
得
せ
し
む 

 [

原
文]

現
世
常
得
安
穏
臨
命
終
時
任
運
往
生 

[

訓
読]

現
世
常
に
安
穏
を
得
て
、
命
終
る
に
臨
む
時
に
任
運
に
往
生
す 

 
 

 

※
任
運…

法
が
自
ず
と
運
ぶ
の
に
任
せ
て
、
誰
の
作
為
も
加
え
て
い
な
い
こ
と
。「
に
ん
ぬ
ん
」
と
も
読
む
。
禅
門

で
は
、
任
運
無
作
、
任
運
騰
騰
な
ど
と
、「
あ
る
が
ま
ま
」
の
意
で
も
用
い
ら
れ
る
。
聖
光
は
『
徹
選
択
集
』
下

に
お
い
て
、「
不
離
仏
値
遇
仏
」
の
義
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
中
で
、
「
真
位
の
菩
薩
の
漏
尽
通
は
任
運
自
在
の

漏
尽
通
な
り
。
い
わ
ゆ
る
、
無
明
の
惑
を
断
じ
法
性
の
理
を
顕
し
、
自
然
に
薩
波
若
海
に
流
入
す
任
運
無
窮
の

遊
戯
神
通
な
り
」（
聖
典
三
・
二
九
五
／
浄
全
七
・
九
九
下
）
と
述
べ
、
真
位
の
菩
薩
の
漏
尽
通
が
任
運
自
在
で

あ
る
、
と
示
し
て
い
る
。 

 [

原
文]

龍
樹
菩
薩
願
生
安
穏
梦
感
此
咒 

[

訓
読]

龍
樹
菩
薩
、
安
穏
に
生
じ
る
を
願
ひ
、
梦
に
此
の
咒
を
感
ず 

 [

原
文]

若
欲
受
持
當
嚼
楊
枝 

[

訓
読]

若
し
受
持
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
當
に
楊
枝
を
嚼
む 

 [

原
文]

澡
豆
漱
口
燃
香 

[

訓
読]

豆
を
澡
ひ
口
を
漱
ぎ
香
を
燃
や
す 

 



[

原
文]
於
佛
像
前
胡
跪
合
掌 

[

訓
読]
佛
像
の
前
に
お
い
て
、
胡
跪
合
掌
す 

 [

原
文]

日
夜
六
時
各
誦
三
七
遍 

[

訓
読]

日
夜
六
時
各
々
三
七
遍
を
誦
へ
よ 

 [

原
文]

所
有
四
重
五
逆
十
惡
謗
法
等
罪
悉
得
滅
除 

[

訓
読]

有
す
る
所
の
四
重
五
逆
十
惡
謗
法
等
悉
く
滅
除
を
得 

 [

原
文]

現
世
所
求
皆
得
不
為
諸
惡
鬼
神
之
所
惑
亂 

[

訓
読]

現
世
の
求
む
る
所
皆
諸
惡
鬼
神
の
為
に
惑
す
る
所
を
得
て 

 [

原
文]

若
誦
滿
二
十
萬
遍
卽
感
得
菩
提
芽
生 

[

訓
読]

若
し
誦
う
る
こ
と
二
十
萬
遍
に
満
ち
れ
ば
、
即
ち
菩
提
の
芽
生
ず
る
を
感
得
す 

 [

原
文]

若
至
三
十
萬
遍
即
面
見
阿
弥
陀
佛 

[

訓
読]

若
し
三
十
萬
遍
に
至
れ
ば
、
即
ち
面
に
阿
弥
陀
仏
を
見
ゆ 

 
 

 
 

[

原
文]

然
則
慕
浄
土
人
一
朝
一
夕
間
不
可
欠 

[

訓
読]

然
ら
ば
則
ち
浄
土
を
慕
う
人
は
一
朝
一
夕
の
間
も
欠
く
べ
か
ら
ず 

 [

原
文]

此
誦
持 

[

訓
読]

此
れ
誦
持
せ
よ 

 [

原
文]

眞
阿
弥
陀
佛
眞
説
大
明
咒
也 

[

訓
読]

真
の
阿
弥
陀
佛
が
眞
に
説
く
大
明
咒
な
り 

 [

原
文]

夫
思
之 

[

訓
読]

夫
れ
之
を
思
へ 

 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

６
５ 

 [

原
文]

日
東
聲
明
傳
來
前
言
聞
命 

[

訓
読]

日
東
の
聲
明
の
傳
來
は
前
言
に
命
を
聞
く 

 [

原
文]

支
那
濫
觴
審
聞
之 

[

訓
読]

支
那
濫
觴
審
ら
か
に
之
を
聞
く 

 
 

 

※
濫
觴…

揚
子
江
の
よ
う
な
大
河
も
源
は
觴
さ
か
ず
き
を
濫
う
か
べ
る
ほ
ど
の
細
流
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
「
荀
子
」

子
道
に
み
え
る
孔
子
の
言
葉
か
ら
物
事
の
起
こ
り
。
始
ま
り
。
起
源
。 

 [

原
文]

答
梵
唄
蓋
天
竺
曰
唄 

[

訓
読]

答
ふ
、
梵
唄
、
蓋
し
天
竺
に
は
唄
と
曰
く 

 [

原
文]

支
那
曰
賛 

[

訓
読]

支
那
賛
と
曰
ふ 

 [

原
文]

名
異
實
同 

[

訓
読]

名
は
異
な
る
も
実
は
同
じ 

 [

原
文]

所
謂
梵
天
音
也 

[

訓
読]

所
謂
梵
天
の
音
な
り 

 [

原
文]

諸
天
聞
梵
唄
心
則
歓
喜 

[

訓
読]

諸
天
、
梵
唄
を
聞
け
ば
、
心
則
ち
歓
喜
す 

 [

原
文]

故
作
之 

[

訓
読]

故
に
之
を
作
す 

 [

原
文]

在
佛
世
比
丘
跋
提
於
唄
聲
中
第
一
也 

[

訓
読]

佛
世
に
在
り
て
、
比
丘
跋
提
、
唄
聲
の
中
に
於
い
て
第
一
な
り 

 [

原
文]

然
炳
發
道
聲 

[

訓
読]

然
れ
ど
も
道
聲
を
炳
發
し 

 [

原
文]

移
易
俗
聽
以
作
外
道
歌
聲 

[

訓
読]

俗
聽
を
移
易
し
、
以
て
外
道
の
歌
聲
を
作
す 

 



[

原
文]
令
不
得
亂
梵
音 

[

訓
読]
梵
音
を
亂
す
こ
と
を
得
ざ
ら
し
む 

 [

原
文]

故
佛
説
五
過
患 

[

訓
読]

故
に
佛
五
過
患
を
説
く 

 [

原
文]

苟
教
中
稱
深
遠
雷
音
此
在
是
梵
唄
者
乎 

[

訓
読]

苟(

ま
こ)

と
に
教
中
に
深
遠
な
雷
音
と
稱
す
る
者
は
、
此
れ
是
の
梵
唄
に
在
る
者
か 

 [

原
文]

支
那
發
端
可
依
康
僧
會 

[

訓
読]

支
那
の
発
端
は
康
僧
會
に
依
る 

 
 

 

※
康
僧
会…

中
国
三
国
時
代
，
呉
の
仏
僧
．
康
居(

中
央
ア
ジ
ア
の
古
代
民
族)

出
身
．
父
の
代
に
イ
ン
ド
か
ら
安

南
国
の
交
趾(

現
ハ
ノ
イ
付
近)

に
移
住
．
呉
の
都
建
業(

南
京)

に
入
り
，
仏
道
を
行
じ
て
不
審
に
思

わ
れ
疑
わ
れ
た
が
，
霊
験
の
あ
る
仏
舎
利
を
感
得
し
て
孫
権
に
認
め
ら
れ
，
建
初
寺
を
賜
っ
た
．
江

南
の
仏
教
は
康
僧
会
に
よ
っ
て
興
隆
し
た
と
さ
れ
る
．
仏
教
に
厳
し
か
っ
た
孫
晧(

そ
ん
こ
う)

に
授

戒
し
た
．《
六
度
集
経
》
を
編
訳
，9

1

種
の
経
典
を
六
波
羅
蜜
の
順
に
配
列
し
て
収
め
て
い
る
．《
安

般
守
意
経
序
》《
法
鏡
経
序
》
を
残
す
． 

 [

原
文]

會
呉
孫
権
赤
鳥
四
年
自
康
居
國
創
達
江
表 

[

訓
読]

會
は
呉
の
孫
権
赤
鳥
四
年
、
康
居
國
よ
り
創(

は
じ)

め
て
江
表
に
達
す 

 [

原
文]

權
感
發
感
於
舎
利
立
建
初
寺
請
之 

[

訓
読]

權
、
舎
利
に
感
す
る
に
發
感
し
、
建
初
寺
を
立
て
、
之
を
請
う 

 [

原
文]

觧
通
三
藏
慧
貫
五
明
善
梵
音 

[

訓
読]

三
藏
を
觧
通
し
、
慧
は
五
明
を
貫
き
、
梵
音
を
善
す 

 [

原
文]

傳
泥
沮
咀 

[

訓
読]

泥
沮
咀
を
傳
ふ 

 
 

 

※
泥
沮
（
で
い
そ
）…

涅
槃
（
ね
は
ん
）
を
指
す
古
代
の
漢
訳
表
現
。
法
顕
訳
の
『
大
般
泥
洹
経
』
や
、
初
期
の

『
泥
洹
経
』
に
関
連
す
る
？ 

 
 

 

こ
の
文
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん 

 [

原
文]

音
聲
之
學
悉
則
於
世 

[

訓
読]

音
聲
の
學
、
悉
く
世
に
則
と
る 

 [

原
文]

是
此
人
本
朝
空
海
甫
如
置
聲
明
度
耳 

[

訓
読]

是
れ
此
の
人
本
朝
の
空
海
、
甫
め
て
聲
明
度
を
置
く
の
み 



[

原
文]
尋
之
晉
有
支
曇
籥 

[

訓
読]
尋(
つ
い)

で
晉
に
支
曇
籥
有
り 

※
支
曇
籥…

【
佛
光
大
辭
典
】
東
晉
僧
。
月
氏
人
。
生
卒
年
不
詳
。
寓
居
建
業
，
少
年
出
家
，
棲
止
於
吳
之
虎
丘

山
。
戒
行
清
卓
，
眾
所
欽
服
。
東
晉
孝
武
帝
初
，
敕
請
人
建
初
寺
，
為
帝
授
五
戒
，
帝
以
師
禮
敬
之
。
師

特
稟
妙
聲
，
善
於
轉
讀
，
嘗
夢
天
神
授
其
聲
法
，
覺
而
裁
製
新
聲
，
成
六
言
梵
唄
，
為
後
學
所
法
。
世
壽

八
十
一
。 

 [

原
文]

月
氏
人
晉
孝
武
初
勅
請
畱
建
初
寺 

[

訓
読]

月
氏
の
人
、
晉
の
孝
武
の
初
め
勅
請
し
、
建
初
寺
に
畱
む 

 [

原
文]

妙
善
於
轉
讀 

[

訓
読]

妙
に
轉
讀
を
善
す 

 [

原
文]

梦
天
神
授
其
聲
法
覺
製
新
梵 

[

訓
読]

梦
に
天
神
其
の
聲
法
を
授
く
と
、
覺
め
て
新
梵
を
製
す 

 [

原
文]

始
終
循
環 

[

訓
読]

始
終
循
環
し
て 

 [

原
文]

未
有
如
支
曇
之
妙
聲 

[

訓
読]

未
だ
支
曇
の
妙
聲
の
如
く
有
ら
ず 

 [

原
文]

后
人
莫
不
由
此
音
傳 

[

訓
読]

后
人
此
の
音
傳
に
由
ら
ざ
る
な
し 

 [

原
文]

所
作
六
言
梵
唄
傳
于
今 

[

訓
読]

作
る
所
の
六
言
の
梵
唄
、
今
に
傳
ふ 

 [

原
文]

壹
聲
明
中
興
此
人
也 

[

訓
読]

壹
へ
に
聲
明
の
中
興
は
此
の
人
な
り 

 [

原
文]

又
齊
安
樂
寺
有
僧
辯
好
讀
經 

[

訓
読]

又
齊
の
安
樂
寺
に
僧
の
辯
有
り
て
、
讀
經
を
好
む 

 [

原
文]

折
衷
還
弄
獨
歩
齊
初 

[

訓
読]

折
衷
に
還
弄
し
齊
初
に
獨
歩
す 

  



[

原
文]
后
傳
古
維
摩
一
契
瑞
應
七
言
偈
一
契 

[

訓
読]
后
に
古
維
摩
一
契
、
瑞
應
七
言
の
偈
一
契
を
傳
へ 

 [

原
文]

最
是
命
家
之
作
也 

[

訓
読]

最
も
是
れ
命
家
の
作
な
り 

 [

原
文]

辯
以
齊
永
明
十
一
年
卒 

[

訓
読]

辯
、
齊
の
永
明
十
一
年
を
以
て
卒
す 

 [

原
文]

又
曰
一
契
義
猶
曰
一
節
一
科 

[

訓
読]

又
曰
く
一
契
は
猶
一
節
一
科
と
曰
ふ 

 [

原
文]

曰
之 

[

訓
読]

之
を
曰
ふ 

 [

原
文]

又
曰
支
曇
后
有
道
安
法
師 

[

訓
読]

又
た
曰
く
支
曇
の
后
、
道
安
法
師
有
り
て 

 [

原
文]

能
作
梵
契
集
製
三
科 

[

訓
読]

能
く
梵
契
を
作
し
、
集
め
て
三
科
を
製
し 

 [

原
文]

上
經
上
講
布
薩
等
也
洎
為
天
下
法
則 

[

訓
読]

上
經
、
上
講
、
布
薩
等
や
、
洎
び
て
天
下
の
法
則
と
な
る 

 [

原
文]

道
安
與
羅
什
同
時
世
云 

[

訓
読]

道
安
と
羅
什
は
時
世
同
じ
う
し
て
云
う 

 [

原
文]

后
至
魏
時
陳
思
王
曹
子
建
出
魏
武
帝
第
四
子 

[

訓
読]

后
魏
の
時
に
至
り
、
陳
思
王
曹
子
建
、
魏
武
帝
の
第
四
子
よ
り
出
づ 

 [

原
文]

十
歳
屬
文
或
毎
讀
佛
經
輙
流
通
嗟
翫 

[

訓
読]

十
歳
に
文
を
屬
し
、
或
い
は
佛
經
を
讀
む
毎
に
、
輙
ち
流
通
嗟
翫
す 

 [

原
文]

以
為
轉
賛
七
聲
升
降
曲
折
之
響 

[

訓
読]

以
て
轉
賛
七
聲
、
升
降
曲
折
の
響
き
を
為
る 

   



[

原
文]
嘗
遊
魚
山
忽
聞
空
中
梵
天
之
響 

[

訓
読]
嘗
て
魚
山
で
遊
び
、
忽
ち
空
中
の
梵
天
の
響
き
を
聞
く 

 
 

 

※
魚
山…

中
国
山
東
省
に
あ
る
山
。
魏
の
曹
植
が
空
中
に
梵
天
の
声
を
聞
い
て
、
梵
唄
を
作
っ
た
と
い
う
伝
説
の

地
。 

 [

原
文]

其
聲
動
心
侍
御
皆
聞 

[

訓
読]

其
の
聲
、
心
を
動
か
し
、
侍
御
皆
聞
く 

 [

原
文]

子
建
深
感
神
理 

[

訓
読]

子
建
深
く
神
理
を
感
じ 

 [

原
文]

彌
悟
法
應 

[

訓
読]

彌
ま
す
法
應
を
悟
る 

 [

原
文]

乃
摹
其
聲
節
寫
爲
梵
唄 

[

訓
読]

乃
ち
其
の
聲
節
を
摹(

う
つ)

し
て
寫
し
て
梵
唄
を
為
る 

 [

原
文]

仍
撰
文
製
音
傳
為
后
式 

[

訓
読]

仍
ち
文
を
撰
び
音
を
製
し
、
傳
へ
て
后
式
と
為
す 

 [

原
文]

梵
聲
起
世
甫
於
此 

[

訓
読]

梵
聲
世
に
起
こ
る
此
に
甫
ま
る 

 [

原
文]

其
所
傳
唄
凡
有
六
契
曰 

[

訓
読]

其
の
傳
ふ
る
所
の
唄
は
凡
そ
六
契
有
り
て
曰
く 

 [

原
文]

曰
是
此
人
本
朝
有
良
忍 

[

訓
読]

曰
く
是
れ
此
の
人
本
朝
に
良
忍
有
り
て 

 
 

 

※
良
忍…

1
0

7
3

-
1

1
3

2

（
延
久

5
-

長
承

1

）
平
安
後
期
の
比
叡
山
の
僧
で
融
通
念
仏
宗
の
開
祖
。
尾
張
の
人
。

叡
山
東
塔
常
行
堂
の
堂
僧
（
不
断
念
仏
衆
）
と
し
て
天
台
声
明
を
学
ぶ
一
方
，
無
動
寺
明
王
堂
に1

0
0

0

日
間
は
だ
し
参
り
を
行
う
苦
行
を
行
っ
た
。
の
ち
大
原
に
隠
棲
し
，
音
楽
声
明
の
才
を
生
か
し
て
念
仏

の
合
唱
の
作
曲
を
し
，
こ
れ
を
集
団
で
合
唱
す
る
融
通
念
仏
を
行
っ
た
。
ま
た
こ
の
融
通
念
仏
に
よ
る

結
縁
勧
進
を
勧
め
る
勧
進
活
動
も
行
っ
た
。
後
年
，
聖
応
大
師
の
号
が
贈
ら
れ
た
。 

 [

原
文]

如
興
起
聲
明
一
家
者
也
正
録
大
氐 

[

訓
読]

聲
明
の
一
家
を
興
起
す
る
が
如
し
者
や
、
正
に
大
氐
を
録
す 

  



[

原
文]
示
支
那
唄
賛
之
端
原
云 

[

訓
読]
支
那
の
唄
賛
の
端
原
を
示
す
と
云
う 

 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

６
６ 

 [

原
文]

一
日
有
禪
客
問
曰 

[

訓
読]

一
日
禪
客
有
り
、
問
ひ
て
曰
く 

 [

原
文]

禪
門
道
見
性
成
佛
浄
土
門
説
一
心
不
亂 

[

訓
読]

禪
門
は
見
性
成
佛
を
道
ひ
、
浄
土
門
に
は
一
心
不
亂
と
説
く 

 [

原
文]

禪
與
浄
土
有
差
別
也 

[

訓
読]

禪
と
浄
土
に
差
別
有
り
や 

 [

原
文]

對
曰
差
別
在
汝
心
為
之 

[

訓
読]

對
へ
て
曰
く
、
差
別
は
汝
の
心
に
有
り
て
之
を
為
す 

 [

原
文]

不
在
佛
祖
心
客
曰 

[

訓
読]

佛
祖
の
心
に
在
ら
ず
、
客
曰
く 

 [

原
文]

然
則
如
何
了
知 

[

訓
読]

然
ら
ば
則
ち
何
か
了
知
せ
ん 

 [

原
文]

曰
能
入
正
定
聚
念
佛
故
一
心
不
亂
也 

[

訓
読]

曰
く
能
く
正
定
聚
に
入
り
て
念
佛
す
る
が
故
に
一
心
不
亂
な
り 

 
 

 

※
正
定
聚…

仏
に
な
れ
る
こ
と
が
正
ま
さ
し
く
定
ま
っ
て
い
る
人
々
、
あ
る
い
は
そ
の
境
地
の
こ
と
。

Ⓢs
a

m
y
a

k
tv

a
-
n
iy

a
ta

-
rā
ś i

な
ど
の
訳
語
。
定
聚
、
正
定
之
聚
と
も
同
義
。「
聚
（rā

ś i
）」
と

は
「（
人
々
の
）
集
ま
り
」
の
意
味
。
た
だ
し
実
際
に
は
、
仏
と
な
れ
る
こ
と
が
定
ま
っ
て
い
る
「
境

地
・
位
」
を
指
す
場
合
が
多
い
。
浄
土
教
に
お
い
て
正
定
聚
は
、
四
十
八
願
の
第
一
一
住
正
定
聚

願
、
お
よ
び
そ
の
願
成
就
文
（
聖
典
一
・
二
四
九
／
浄
全
一
・
一
九
）
に
説
か
れ
る
と
お
り
、
極
楽

に
往
生
し
た
な
ら
自
ず
と
得
ら
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
。 

 [

原
文]

一
心
不
亂
故
見
性
成
佛
見
性
成
佛
故
本
性
彌
陀
也 

[

訓
読]

一
心
不
亂
の
故
に
見
性
成
佛
、
見
性
成
佛
の
故
に
本
性
彌
陀
な
り 

 [

原
文]

客
曰
聽
命
則
禪
與
浄
土
莫
有
二
致
耶 

[

訓
読]

客
曰
く
命
を
聴
け
ば
則
ち
禪
と
浄
土
、
二
致
有
る
莫
ん
や 

 [

原
文]

曰
不
道
無
二
致 

[

訓
読]

二
致
無
し
と
道
は
ず 



[

原
文]
只
是
不
較
多 

[

訓
読]
只
だ
是
れ
多
く
を
較
ら
べ
ず 

 [

原
文]

必
竟
如
何
直
指 

[

訓
読]

必
ず
竟
に
如
何
が
直
指
せ
ん 

 [

原
文]

余
拈
起
手
中
數
珠
曰 

[

訓
読]

余
手
中
の
數
珠
を
拈
起
し
て
曰
く 

 [

原
文]

一
二
三
三
二
一 

[

訓
読]

一
二
三
、
三
二
一 

 [

原
文]

客
唯
唯
信
受
而
去 

[

訓
読]

客
唯
唯
信
受
し
て
去
る 

 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

６
７ 

 [

原
文]

夫
極
楽
界
者
去
此
不
遠 

[

訓
読]

夫
れ
極
楽
界
な
る
者
は
此
を
去
る
こ
と
遠
か
ら
ず 

 [

原
文]

即
土
即
浄
土
即
心
即
彌
陀
彌
陀
即
即
心
即
心
即
浄
土 

[

訓
読]

即
土
即
ち
浄
土
、
即
心
即
ち
彌
陀
、
彌
陀
即
ち
即
心
、
即
心
即
ち
浄
土 

 [

原
文]

不
等
来
世
今
生
如
是
境
界
現
前
時
謂
之
彌
陀
佛
國
去
此
不
遠
矣 

[

訓
読]

来
世
を
等(

ま
た)

ず
、
今
生
の
是
の
如
く
境
界
現
前
す
る
時
、
之
を
彌
陀
佛
國
、
此
を
去
る
こ
と
遠
か
ら
ず
と
謂
ふ 

 [

原
文]

若
不
如
此
在
娑
婆
受
娑
婆
苦 

[

訓
読]

若
し
此
の
如
く
せ
ざ
れ
ば
、
娑
婆
に
在
て
娑
婆
の
苦
を
受
く 

 [

原
文]

入
六
道
迷
六
道
津 

[

訓
読]

六
道
に
入
り
て
六
道
の
津
に
迷
ふ 

 [

原
文]

夫
又
如
此
雖
在
穢
土
不
見
穢
土 

[

訓
読]

夫
れ
又
此
の
如
く
な
ら
ば
、
穢
土
に
在
れ
ど
も
穢
土
を
見
ず 

 [

原
文]

居
五
濁
離
五
濁 

[

訓
読]

五
濁
に
居
り
て
五
濁
を
離
る 

 [

原
文]

原
極
楽
娑
婆
二
會
一
致
矣 

[

訓
読]

原
と
極
楽
娑
婆
は
二
會
し
て
一
致
す 

 [

原
文]

是
心
境
不
間
住
念
佛
定 

[

訓
読]

是
れ
心
境
間
せ
ず
し
て
念
佛
定
ま
る
を
住
す
る
か 

 [

原
文]

又
云
十
方
浄
穢
巻
懐
同
在
於
刹
那 

[

訓
読]

又
云
う
、
十
方
の
浄
穢
巻
き
懷(

ふ
と
こ
ろ)

に
し
、
同
じ
く
刹
那
に
在
り 

 [

原
文]

一
念
色
心
羅
列
徧
收
於
法
界 

[

訓
読]

一
念
の
色
心
羅
列
し
、
徧
へ
に
法
界
を
収
む
と 

 [

原
文]

斯
此
謂
也 

[

訓
読]

斯
れ
此
の
謂
ひ
な
り 



[

原
文]
丁
亥
孟
陽
三
日
有
所
思
書
于
観
堂 

[

訓
読]
丁
亥
孟
陽
三
日
、
思
う
所
有
り
て
観
堂
に
書
す 

 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

６
８ 

 [

原
文]

有
客
話
次
謂 

[

訓
読]

客
有
り
て
話
の
次
謂
へ
ら
く 

 [

原
文]

聞
師
尚
年
有
脚
弱
之
疾 

[

訓
読]

聞
く
、
師
尚
年
脚
弱
の
疾
有
り 

 [

原
文]

權
時
出
門
則
不
徒
行 

[

訓
読]

權
の
時
、
門
を
出
で
て
則
ち
徒
行
せ
ず 

 [

原
文]

蓋
僧
騎
車
馬
名
教
中
有
原
也 

[

訓
読]

蓋
し
僧
車
馬
に
騎
る
、
名
教
の
中
に
原(

ゆ
る
す
こ
と)
有
り
や 

 [

原
文]

余
曰
良
也 

[

訓
読]

余
曰
く
良
き
な
り 

 [

原
文]

問
之
是
佛
所
呵 

[

訓
読]

之
を
問
ふ
、
是
佛
の
呵
す
る
所 

 [

原
文]

奚
不
知
之 

[

訓
読]

奚
ぞ
之
を
知
ら
ざ
ら
ん 

 [

原
文]

遺
教
法
律
曰 

[

訓
読]

遺
教
、
法
律
に
曰
く 

 [

原
文]

若
出
家
人
乘
車
馬 

[

訓
読]

若
し
出
家
し
た
人
車
馬
に
乘
り
て
一
日
す
れ
ば 

 [

原
文]

除
五
百
日
齋 

[

訓
読]

五
百
日
の
齋
を
除
く 

 [

原
文]

一
歳
三
百
六
十
日
乘
計
除
却
十
八
萬
日
齋 

[

訓
読]

一
歳
三
百
六
十
日
の
乘
計
、
十
八
萬
日
の
齋
を
除
却
す 

 [

原
文]

舎
利
弗
問
佛
何
故
比
丘
乘
騎
除
五
百
日
齋
者
佛
言
比
丘
是
知
禁
律
人 

[

訓
読]

舎
利
弗
佛
に
問
ふ
、
何
故
ぞ
比
丘
騎
に
乗
り
て
五
百
日
の
齋
を
除
く
者
な
る
、
佛
言
ふ
、
比
丘
は
是
れ
禁
律
を
知



る
人
な
り 

 [

原
文]

他
見
生
謗 

[

訓
読]

他
見
て
、
謗
を
生
ず 

 [

原
文]

令
他
得
罪
除
老
病
暫
乘
不
犯 

[

訓
読]

他
を
し
て
罪
を
得
さ
し
め
、
老
病
暫
く
乘
せ
て
犯
せ
ざ
る
は
除
く 

 [

原
文]

余
観
之
除
老
病
者 

[

訓
読]

余
之
を
観
れ
ば
老
病
の
者
を
除
く 

 [

原
文]

我
老
而
病
則
已 

[

訓
読]

我
老
ひ
て
病
せ
ば
則
ち
已
む 

 [

原
文]

不
尒
此
責
不
已 

[

訓
読]

尒
ら
せ
ず
ん
ば
、
此
の
責
已
ま
ず 

  



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

６
９ 

 [

原
文]

明
袁
中
即
集
中
擬
古
樂
府
者
數
十
章 

[

訓
読]

明
の
袁
中
即
の
集
中
に
古
樂
府
に
擬
す
る
者
數
十
章 

 [

原
文]

皆
盡
妙
法 

[

訓
読]

皆
妙
法
を
尋
す 

 [

原
文]

中
有
祝
雨
一
篇 

[

訓
読]

中
に
祝
雨
の
一
篇
有
り 

 
 

 

※
《
祝
雨
》
是
明
代
文
学
家
袁
宏
道
创
作
的
一
首
诗
作
。
袁
宏
道
字
中
郎
，
号
石
公
，
荆
州
公
安
（
今
属
湖
北
公

安
）
人
。 

 [

原
文]

可
膾
炙
衆
人
口
者 

[

訓
読]

衆
人
の
口
に
膾
炙
す
べ
き
者
か 

 [

原
文]

餘
皆
麟
脯
鳳
炙
不
可
知
味 

[

訓
読]

餘
皆
な
麟
脯
、
鳳
炙
、
味
を
知
る
べ
か
ら
ず 

 [

原
文]

祝
雨
曰
雲
縷
縷
山
絮
絮 

[

訓
読]

祝
雨
曰
く
、
雲
縷
縷
と
し
て
山
絮
絮
た
り 

 [

原
文]

寒
欲
来
暖
先
㨿 

[

訓
読]

寒
来
ら
ん
と
欲
し
、
暖
先
ず
㨿
る 

 [

原
文]

洗
山
山
骨
新
洗
花
花
色
故 

[

訓
読]

山
を
洗
え
ば
山
骨
新
た
に
、
花
を
洗
え
ば
花
色
故
ふ
る 

 [

原
文]

句
行
綺
麗
意
味
深
重 

[

訓
読]

句
行
は
綺
麗
、
意
味
深
深 

 [

原
文]

取
而
讀
之
言
言
字
字
如
欲
飛
者 

[

訓
読]

取
り
て
之
を
讀
め
ば
、
言
言
字
字
飛
ば
ん
と
欲
す
る
者
の
如
し 

 [

原
文]

然
句
法
宜
見 

[

訓
読]

然
し
て
句
法
宜
し
く
見
る
べ
し 

 



[

原
文]
至
樂
府
之
體
處
誰
得
知
之 

[

訓
読]
樂
府
の
體
處
に
至
り
て
は
、
誰
か
得
て
之
を
知
る 

 [

原
文]

大
都
樂
府
之
類
歌
曲
等
本
土
人
不
可
聞
得 

[

訓
読]

大
都
樂
府
の
類
、
歌
曲
等
、
本
土
の
人
聞
き
得
べ
か
ら
ず 

 [

原
文]

少
時
觗
明
人
閑
詩
套 

[

訓
読]

少
き
時
明
人
に
觗
し
て
詩
套
を
閑
す 

 [

原
文]

有
所
不
可
得
之
處
不
體
認 

[

訓
読]

得
る
べ
か
ら
ざ
る
所
の
處
を
得
て
體
認
せ
ず 

 [

原
文]

學
者
不
會
之 

[

訓
読]

學
者
之
を
會
せ
ず 

 [

原
文]

見
如
此
樂
府
歌
行 

[

訓
読]

此
の
如
き
樂
府
の
歌
行
を
見
れ
ば 

 [

原
文]

樂
府
只
知
輙
如
此
者 

[

訓
読]

樂
府
只
輙
ち
此
の
如
き
者
と
知
り 

 [

原
文]

容
易
操
笔 

[

訓
読]

容
易
に
笔
を
操
っ
て 

 [

原
文]

効
顰
杜
撰 

[

訓
読]

顰
を
効(

い
た)

っ
て
杜
撰
す 

 [

原
文]

閲
其
杜
撰 

[

訓
読]

其
の
杜
撰
を
閲
る
に 

 [

原
文]

葉
公
之
龍
趙
昌
之
花 

[

訓
読]

葉
公
の
龍
、
趙
昌
の
花 

 [

原
文]

此
花
此
龍
元
自
不
眞 

[

訓
読]

此
の
花
、
此
の
龍
、
元
よ
り
自
か
ら
眞
と
せ
ず 

 [

原
文]

矧
蹈
不
眞
之
祖
迹
者
乎 

[

訓
読]

矧(

い
は
ん)

や
眞
な
ら
ざ
る
の
祖
迹
を
蹈
む
者
を
や 



[

原
文]
李
杜
元
白
即
便
遠
矣 

[

訓
読]
李
杜
白
元
は
即
便(

す
な
わ)

ち
遠
し 

 [

原
文]

令
中
即
聞
之 

[

訓
読]

中
即
を
し
て
之
を
聞
か
し
め
ば 

 [

原
文]

發
何
等
之
呵
笑 

[

訓
読]

何
等
の
呵
笑
を
發
せ
ん 

 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

７
０ 

 [

原
文]

古
書
曰 

[

訓
読]

古
書
に
曰
く 

 [

原
文]

古
人
當
言
而
懼
發
言
而
憂
又
曰 

[

訓
読]

古
人
當
に
言
ふ
べ
き
に
し
て
懼
れ
、
言
を
發
し
て
憂
ふ
、
又
曰
く 

 [

原
文]

止
沸
莫
若
去
薪 

[

訓
読]

沸
を
止
め
る
は
、
薪
を
去
る
若
く
は
莫
し 

 [

原
文]

息
過
莫
若
無
語 

[

訓
読]

過
ち
を
息
む
る
に
は
、
無
語
に
若
く
は
莫
し 

 [

原
文]

所
以
道
口
是
禍
門 

[

訓
読]

所
以
へ
に
道
ふ
、
口
は
是
れ
禍
門 

 [

原
文]

杜
禍
門
莫
如
無
言 

[

訓
読]

禍
門
を
杜(

と
ざ)

す
は
、
無
言
に
如
く
は
莫
し 

 [

原
文]

莫
勝
不
語 

[

訓
読]

語
ら
ず
に
勝
る
莫
し 

 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

７
１ 

 [

原
文]

康
僧
會
其
先
康
居
國
人 

[

訓
読]

康
僧
會
は
、
其
の
先
は
康
居
國
の
人
な
り 

 
 

 

※
康
居…

か
つ
て
中
央
ア
ジ
ア
に
在
っ
た
と
さ
れ
る
遊
牧
国
家
。
大
宛
の
西
北
に
在
り
、
シ
ル
川
の
中
・
下
流
か

ら
シ
ベ
リ
ア
南
部
を
領
し
て
い
た
と
思
わ
れ
、
現
在
の
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
南
部
に
あ
た
る
。 

 [

原
文]

世
居
天
竺 

[

訓
読]

世
よ
天
竺
に
居
す 

 [

原
文]

呉
孫
権
赤
鳥
十
年
達
建
業 

[

訓
読]

呉
の
孫
権
、
赤
鳥
十
年
建
業
に
達
す 

 [

原
文]

呉
國
初
見
沙
門
孫
権
信
之 

[

訓
読]

呉
國
初
め
て
沙
門
を
見
て
、
孫
権
之
を
信
ず 

 [

原
文]

權
見
舎
利
威
靈
立
塔
寺
曰
建
初
寺 

[

訓
読]

權
舎
利
の
威
靈
を
見
て
、
塔
寺
を
立
つ
、
建
初
寺
と
曰
ふ 

 [

原
文]

江
左
法
大
興 

[

訓
読]

江
左
法
大
い
に
興
る 

 [

原
文]

孫
皓
即
位
法
令
苛
虐 

[

訓
読]

孫
皓
即
位
し
、
法
令
苛
虐
な
り 

 [

原
文]

僧
會
對
孫
皓
曰 

[

訓
読]

僧
會
、
孫
皓
に
對
へ
て
曰
く 

 [

原
文]

明
主
以
孝
慈
治
天
下
則
赤
鴉
翔
而
老
人
見 

[

訓
読]

明
主
、
孝
慈
を
以
て
天
下
を
治
め
ば
、
則
ち
赤
鴉
翔
び
て
老
人
見
ゆ 

 [

原
文]

以
仁
徳
育
萬
物
則
醴
泉
冽
而
嘉
禾
茁 

[

訓
読]

仁
徳
を
以
て
萬
物
を
育
す
れ
ば
、
則
ち
醴
泉
冽
し
て
嘉
禾
茁(

さ
っ)

す 

 [

原
文]

善
既
有
應
惡
亦
如
之 

[

訓
読]

善
既
に
應
有
り
、
惡
も
亦
之
の
如
し 

 



[

原
文]
故
為
惡
於
隠
鬼
得
而
誅
之 

[

訓
読]
故
に
惡
を
隠
に
為
し
、
鬼
得
て
之
を
誅
し
す 

 [

原
文]

為
惡
於
顯
人
得
而
誅
之 

[

訓
読]

惡
を
顯
に
為
し
、
人
得
て
之
を
誅
す 

 [

原
文]

易
称
積
善
餘
慶 

[

訓
読]

易
に
積
善
の
餘
慶
と
称
し
、 

 [

原
文]

詩
美
求
福
不
回 

[

訓
読]

詩
に
福
を
求
め
回(

た
が)

は
ず
と
美(

ほ)
む 

 [

原
文]

雖
儒
典
之
格
言
卽
佛
教
之
明
訓
云 

[

訓
読]

儒
典
の
格
言
と
雖
も
、
即
ち
佛
教
の
明
訓
に
云
う 

 [

原
文]

今
見
天
下
國
下
明
主
在
于
上 

[

訓
読]

今
天
下
國
下
を
見
る
に
、
明
主
上
に
在
り 

 [

原
文]

行
仁
徳
戒
殺
信
法 

[

訓
読]

仁
徳
を
行
い
、
殺
を
戒
め
法
を
信
ず 

 [

原
文]

又
非
深
元
元
之
愛
省
惨
酷
之
科
者
也 

[

訓
読]

又
元
元
の
愛
を
深
め
惨
酷
の
科
を
省
く
者
に
非
ず 

 [

原
文]

然
見
國
下
變
化
曰
之
國
家
運
數
哉 

[

訓
読]

然
れ
ど
も
国
家
の
変
化
を
見
る
に
、
之
を
国
家
の
運
數
と
曰
ふ 

[  



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

７
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 [

原
文]

元
文
天
祥
曰
樂
人
之
樂
者
憂
人
之
憂 

[

訓
読]

元
の
文
天
祥
曰
く
、
人
の
樂
を
樂
し
む
者
は
人
の
憂
い
を
憂
う 

 [

原
文]

此
言
雖
小
説
一
言
以
蔽
天
下
人
事 

[

訓
読]

此
の
言
、
小
説
と
雖
も
、
一
言
以
て
天
下
の
人
事
を
蔽
ふ 

 [

原
文]

蓋
不
樂
樂
人
之
樂
者
不
系
人
之
憂 

[

訓
読]

蓋
し
人
の
樂
を
樂
し
む
こ
と
を
樂
し
ま
ざ
る
者
は
人
の
憂
い
に
系
ら
ず 

 [

原
文]

此
故
一
生
克
聊
吾
生 

[

訓
読]

此
の
故
に
一
生
克
く
吾
が
正
を
聊(

や
す)

ん
ず 

 [

原
文]

樂
樂
人
之
樂
者
必
憂
憂
人
之
憂 

[

訓
読]

人
の
樂
を
樂
し
む
こ
と
を
樂
し
む
者
は
必
ず
人
の
憂
い
を
憂
う
こ
と
を
憂
う 

 [

原
文]

此
故
不
易
安 

[

訓
読]

此
の
故
に
安
し
易
し
か
ら
ん 

 [

原
文]

以
賊
一
生 

[

訓
読]

以
て
一
生
を
賊(

そ
こ)

な
ふ 

 [

原
文]

天
祥
此
言
雖
微
言
教
知
人
情
大
節 

[

訓
読]

天
祥
、
此
の
言
微
と
雖
も
、
人
情
の
大
節
を
知
ら
し
む 

 [

原
文]

吁
可
誦 

[

訓
読]

吁
、
誦(

そ
ら)

ん
ず
る
べ
し 

  



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

７
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 [

原
文]

本
朝
源
顕
基
卿
有
雅
言
言 

[

訓
読]

本
朝
源
顕
基
卿
、
雅
言
有
り
て
言
ふ 

 
 

 

※
源
顕
基
（
み
な
も
と 

の 

あ
き
も
と
）…

平
安
時
代
中
期
の
公
卿
。
醍
醐
源
氏
高
明
流
、
権
大
納
言
・
源
俊
賢

の
子
。
官
位
は
従
三
位
・
権
中
納
言
。
後
一
条
天
皇
の
側
近
と
し
て

仕
え
た
。 

 [

原
文]

願
無
罪 

[

訓
読]

罪
無
き
を
願
ふ 

 [

原
文]

見
配
所
月
其
心
疼
厭
榮
華
耽
眞
隠
者
乎 

[

訓
読]

配
所
の
月
を
見
れ
ば
、
其
の
心
疼
き
榮
華
を
厭
ふ
、
眞
隠
に
耽(

ふ
け)

る
者
か 

 [

原
文]

其
人
渥
受
寛
仁
帝
寵
愛 

[

訓
読]

其
の
人
渥
く
寛
仁
の
帝
の
寵
愛
を
受
く 

 [

原
文]

長
元
九
年
當
帝
升
遐
無
其
間
而
出
家 

[

訓
読]

長
元
九
年
帝
の
升
遐
に
當
り
、
其
の
間
無
く
出
家
す 

 [

原
文]

上
横
川
師
延
殷 

[

訓
読]

横
川
に
上
り
て
延
殷
に
師
す 

 
 

 

※
延
殷(9

6
8
−

1
0

5
0

)…

平
安
時
代
中
期
の
僧
。
安
和
元
年
生
ま
れ
。
比
叡
山
で
慈
仁
僧
正
に
つ
い
て
出
家
。
宋

に
い
こ
う
と
す
る
が
朝
廷
の
命
で
と
ど
め
ら
れ,

数
年
多
武
峰
に
か
く
れ
た
の
ち,
比
叡

山
に
も
ど
る
。
長
暦2

年
天
台
座
主
を
め
ぐ
る
延
暦
寺
と
園
城
寺
の
争
い
を
き
ら
い,
真

言
宗
の
醍
醐
寺
に
う
つ
り
仁
海
に
師
事
。
永
承3

年
法
橋
。
永
承5

年3

月5

日
死

去
。8

3

歳
。
但
馬
出
身
。 

 [

原
文]

諱
曰
圓
照 

[

訓
読]

諱
し
て
圓
照
と
曰
ふ 

 [

原
文]

後
入
大
原
山
間
修
練 

[

訓
読]

後
、
大
原
に
入
り
て
山
間
に
修
練
す 

 [

原
文]

又
住
醍
醐 

[

訓
読]

又
醍
醐
に
住
す 

 



[

原
文]
末
后
患
疽 

[

訓
読]
末
后
は
疽
を
患
ら
ふ 

 [

原
文]

自
言
萬
病
中
心
氣
不
亂
而
逝
者
癰
疽
而
已 

[

訓
読]

自
ら
言
う
、
萬
病
の
中
、
心
氣
亂
れ
ず
逝
く
者
は
癰
疽
の
み 

 [

原
文]

患
也
幸
也 

[

訓
読]

患
う
や
幸
い
な
り 

 [

原
文]

終
謝
毉
治 

[

訓
読]

終
い
に
毉
治
を
謝
す 

 [

原
文]

観
念
佛
吉
祥
而
往
生
矣 

[

訓
読]

佛
の
吉
祥
を
観
念
し
往
生
す 

 [

原
文]

后
有
卜
部
兼
好
戀
斯
人 

[

訓
読]

后
ち
卜
侮
兼
好
有
り
、
斯
の
人
を
戀
ふ 

 
 

 

※
卜
部
兼
好
（
う
ら
べ
の
か
ね
よ
し / 

う
ら
べ
の
け
ん
こ
う
）…

鎌
倉
時
代
末
期
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
の

官
人
・
遁
世
者
・
歌
人
・
随
筆
家
。
出
家
後
の
法
名
の
兼
好
法
師
が
良
く
知
ら
れ
、
俗
名
を
音
読
み
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。
鎌
倉
お
よ
び
京
都
に
足
跡
を
残
す
。
著
作
は
、
日
本
三
大
随
筆
の
一
つ
と
さ
れ
る
『
徒
然
草
』、

私
家
集
に
『
兼
好
法
師
家
集
』
が
あ
る
。 

 [

原
文]

謂
曰 

[

訓
読]

謂
ひ
て
曰
く 

 [

原
文]

不
達
憂
沈
染
衣
避
世 

[

訓
読]

不
達
憂
沈
し
て
、
衣
を
染
め
世
を
避
く 

 [

原
文]

吾
得
不
爲
寥
寥
送
日 

[

訓
読]

吾
得
て
爲
さ
ず
、
寥
寥
と
し
て
日
を
送
る 

 [

原
文]

無
徯
杜
門 

[

訓
読]

徯
つ
こ
と
無
く
し
て
門
を
杜(

と)

じ 

 [

原
文]

我
是
尼
之 

[

訓
読]

我
是
れ
之
に
尼(

ち
か)

づ
く 

  



[

原
文]
吁
顯
基
卿
之
願
無
罪
而
見
配
所
月
者
底
心
可
哉 

[

訓
読]
吁
、
顯
基
卿
の
罪
を
無
く
し
て
配
所
の
月
を
見
ん
と
願
う
者
は
底
心
可
な
る
か
な 

 [

原
文]

余
也
而
今
必
不
事
兼
好
言 

[

訓
読]

余
や
而
今
必
ず
し
も
兼
好
の
言
を
事
に
せ
ず 

 [

原
文]

只
慕
斯
人
無
此
苦
悩
此
心
不
亂
念
佛
往
生
者 

[

訓
読]

只
斯
の
人
此
の
苦
悩
な
く
、
此
の
心
亂
れ
す
、
念
佛
往
生
す
る
者
を
慕
う 

 [

原
文]

仍
至
讀
公
傳
賛
者 

[

訓
読]

仍
ち
公
の
傳
賛
を
讀
む
者
に
至
る 

 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

７
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[

原
文]

天
龍
開
山
梦
窗
國
師
昔
日
有
垂
世
警
語 

[

訓
読]

天
龍
の
開
山
梦
窗
國
師
、
昔
日
垂
世
の
警
語
有
り 

 
 

 

※
夢
窓
疎
石
［1

2
7

5

～1
3

5
1

］…

南
北
朝
時
代
の
臨
済
宗
の
僧
。
伊
勢
の
人
。
一
山
一
寧
・
高
峰
顕
日
に
師
事
。

後
醍
醐
天
皇
・
足
利
尊
氏
ら
の
篤
信
を
受
け
、
京
都
嵯
峨
に
天
竜
寺
を
開
山
。
天
竜
寺
船
に
よ
る
貿
易
を
促
し
、

ま
た
造
園
芸
術
を
発
展
さ
せ
た
。
門
派
は
夢
窓
派
と
い
い
、
五
山
文
学
の
最
盛
期
を
つ
く
っ
た
。
著
「
夢
中
問

答
」「
臨
川
寺
家
訓
」「
西
山
夜
話
」「
夢
窓
国
師
語
録
」
な
ど
。
正
覚
国
師
。
心
宗
国
師
。
普
済
国
師
。
夢
窓
国

師
。 

 [

原
文]

曰
勞
心
於
相
似
之
閑
語 

[

訓
読]

曰
く
、
心
を
相
似
の
閑
語
に
勞
す 

 [

原
文]

粉
念
於
滑
稽
之
浮
華
憶
之 

[

訓
読]

念
を
滑
稽
の
浮
華
に
粉
す
と 

 [

原
文]

三
百
年
前
閲
叢
林
詩
偈
文
墨
之
家
風 

[

訓
読]

三
百
年
前
、
叢
林
の
詩
偈
文
墨
の
家
風
を
閲
し 

 [

原
文]

意
氣
高
明
辭
理
精
鬯 

[

訓
読]

意
氣
高
明
、
辭
理
精
鬯 

 [

原
文]

苟
泰
山
可
仰
者
也 

[

訓
読]

苟
と
に
泰
山
は
仰
ぐ
べ
き
者
な
り 

 [

原
文]

后
二
百
年
交
雖
多
有
其
人 

[

訓
読]

后
の
二
百
年
の
交
、
多
く
其
の
人
有
る
と
雖
も 

 [

原
文]

費
於
禪
語
大
誇
之
辯
口 

[

訓
読]

禪
語
大
い
に
誇
る
辯
口
を
費
や
す 

 [

原
文]

縦
遊
談
不
根
之
機
關 

[

訓
読]

遊
談
の
不
根
の
機
關
を
縦
に
す 

 [

原
文]

家
風
日
衰
耗
矣 

[

訓
読]

家
風
日
に
衰
耗
す 

  



[

原
文]
又
見
其
句
法
意
法 

[

訓
読]
又
其
の
句
法
、
意
法
を
見
る
に 

 [

原
文]

詩
偈
且
如
文
章
文
章
還
如
詩
偈 

[

訓
読]

詩
偈
且
つ
文
章
の
如
く
、
文
章
は
還
っ
て
詩
偈
の
如
し 

 [

原
文]

無
可
判
断 

[

訓
読]

判
断
す
べ
き
無
し 

 [

原
文]

近
来
適
有
正
法
正
當
正
知
見
之
人 

[

訓
読]

近
来
適
た
ま
正
法
正
當
正
知
見
の
人
有
り 

 [

原
文]

漸
漸
回
於
古
道 

[

訓
読]

漸
漸
と
し
て
古
道
に
回
る 

 [

原
文]

世
有
高
明
人
繼
武 

[

訓
読]

世
に
高
明
の
人
有
り
て
武
を
繼
ぎ 

 [

原
文]

又
縄
之
到
今
日 

[

訓
読]

又
之
に
縄
し
て
今
日
に
到
る 

 [

原
文]

寔
所
謂
奚
時
奚
世
無
奇
人
乎
也 

[

訓
読]

寔
に
所
謂
奚
れ
の
時
、
奚
れ
の
世
に
か
奇
人
無
き
な
ら
ん
と 

 [

原
文]

此
謂
也 

[

訓
読]

此
の
謂
い
な
り 

 [

原
文]

諸
君
子
請
著
眼
看
也 

[

訓
読]

諸
君
子
請
う
、
眼
を
著
し
て
看
よ 

 [

原
文]

莫
井
中
落
於
鎚 

[

訓
読]

井
中
に
鎚
を
落
と
す
莫
し 

  



松
嶋
夜
話 

巻
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上 
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 [

原
文]

來
客
以
三
世
因
果
応
報
有
問
之
者 

[

訓
読]

來
客
、
三
世
因
果
応
報
を
以
て
之
を
問
ふ
者
有
り 

 [

原
文]

余
告
近
代
武
族
遺
事
曰 

[

訓
読]

余
、
近
代
武
族
の
遺
事
を
告
げ
て
曰
く 

 [

原
文]

永
正
之
頃
北
条
早
雲
殺
三
浦
道
寸
父
子 

[

訓
読]

永
正
之
頃
、
北
条
早
雲
、
三
浦
道
寸
父
子
を
殺
し 

 
 

 

※
三
浦
義
同
（
み
う
ら
よ
し
あ
つ
）…

戦
国
時
代
初
期
の
武
将
。
東
相
模
の
大
名
。
一
般
的
に
は
出
家
後
の
「
三

浦
道
寸
」
の
名
で
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
。
相
模
三
浦
氏
の
事
実
上
の
最

後
の
当
主
で
あ
る
。 

 [

原
文]

早
雲
歴
四
代
至
氏
政 

[

訓
読]

早
雲
四
代
を
歴
て
氏
政
に
至
る 

 [

原
文]

氏
政
爲
秀
吉
滅
亡
矣 

[

訓
読]

氏
政
、
秀
吉
の
爲
に
滅
亡
せ
ら
る 

 [

原
文]

其
間
九
十
三
年
氏
政
與
道
寸
父
子
同
月
同
日
亡 

[

訓
読]

其
の
間
九
十
三
年
、
氏
政
と
道
寸
父
子
、
同
月
同
日
に
亡
ぶ 

 [

原
文]

天
下
皆
言
道
寸
怨
讎
之
報
應
矣 

[

訓
読]

天
下
皆
言
ふ
、
道
寸
の
怨
讎
の
報
應
せ
ん
と 

 [

原
文]

又
天
正
之
頃
信
長
戰
于
甲
州 

[

訓
読]

又
天
正
の
頃
、
信
長
甲
州
に
戦
い 

 [

原
文]

燒
慧
林
山
門 

[

訓
読]

慧
林
の
山
門
を
焼
き 

 [

原
文]

同
年
其
月
同
日
信
長
爲
明
智
於
本
能
寺
見
燒
亡 

[

訓
読]

同
年
其
月
同
日
信
長
明
智
の
爲
に
本
能
寺
に
於
い
て
燒
亡
せ
ら
る 

 [

原
文]

是
現
在
因
果
卽
時
報
應 

[

訓
読]

是
現
在
の
因
果
、
卽
時
の
報
應 



[

原
文]
豈
待
三
世 

[

訓
読]
豈
に
三
世
を
待
た
ん 

 [

原
文]

若
問
渉
數
百
來
年
者 

[

訓
読]

若
し
數
百
來
年
に
渉
る
者
を
問
え
ば 

 [

原
文]

唐
韓
昌
黎
交
友
張
籍
其
前
身 

[

訓
読]

唐
の
韓
昌
黎
の
交
友
張
籍
の
其
の
前
身 

 [

原
文]

為
鹿
入
泉
千
戸
王
某
之
梦 

[

訓
読]

鹿
と
為
て
、
泉
千
戸
王
の
梦
に
入
る 

 [

原
文]

求
免
于
殺
不
得 

[

訓
読]

殺
を
免
れ
る
を
求
め
ど
も
得
ず 

 [

原
文]

竟
入
官
見
烹
殺 

[

訓
読]

竟
に
官
に
入
り
て
烹
殺
せ
ら
る 

 [

原
文]

蓋
泉
千
戸
萬
暦
之
人 

[

訓
読]

蓋
し
、
泉
千
戸
は
萬
暦
の
人 

 [

原
文]

與
張
籍
相
去
數
百
年 

[

訓
読]

張
籍
と
相
去
る
こ
と
數
百
年 

 [

原
文]

観
之
未
知
張
籍
之
三
世
因
果
報
應
之
艾 

[

訓
読]

之
を
観
れ
ば
張
籍
の
三
世
の
因
果
報
應
の
艾(

お
さ)

む
こ
と
を
知
ら
ず 

 [

原
文]

吁
聞
者
不
追
傷
乎
也 

[

訓
読]

吁
、
聞
く
者
は
追
傷
せ
ず
ん
や 

 [

原
文]

夫
三
世
因
果
在
今
日 

[

訓
読]

夫
れ
三
世
の
因
果
は
今
日
に
在
り 

 [

原
文]

今
之
因
果
渉
於
三
世 

[

訓
読]

今
の
因
果
は
三
世
に
渉
る 

 [

原
文]

報
應
不
唐 

[

訓
読]

報
應
唐(

お
お)

か
ら
ず 



[

原
文]
因
果
不
寝 

[

訓
読]
因
果
寝(

や)

ま
ず 

 [

原
文]

客
聆
余
談
柄
默
然
語
塞
退
於
席 

[

訓
読]

客
余
が
談
柄
を
聆
き
、
默
然
と
し
て
語
塞
ぎ
、
席
に
退
ぞ
く 

 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

７
６ 

 [

原
文]

來
客
曰
密
家
曰
合
殺
之
語 

[

訓
読]

來
客
曰
く
、
密
家
、
合
殺
の
語
曰
く 

 [

原
文]

宗
門
使
此
語
何
義 

[

訓
読]

宗
門
に
も
此
の
語
を
使
う
、
何
の
義
ぞ 

 [

原
文]

余
曰
合
殺
法
曲
子
之
闋
之
調
子
也 

[

訓
読]

余
曰
く
、
合
殺
は
法
曲
子
が
闋(

や)

む
こ
と
の
調
子
な
り 

 [

原
文]

宗
門
也
爲
折
合
之
義 

[

訓
読]

宗
門
や
折
合
の
義
を
爲
す 

 [

原
文]

折
合
合
殺
之
義
也
是
末
上
之
意 

[

訓
読]

折
合
、
合
殺
の
義
や
是
れ
末
上
の
意
な
り 

 [

原
文]

必
竟
之
理
取
極
則
之
義
者
也
又
可
知 

[

訓
読]

必
竟
の
理
、
極
則
の
義
を
取
る
者
や
知
る
べ
き 

 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

７
７ 

 [

原
文]

靈
芝
元
照
大
師
曰
化
當
世
無
如
講
説 

[

訓
読]

靈
芝
元
照
大
師
曰
く
當
世
を
化
す
れ
ば
講
説
に
如
く
は
無
し 

 
 

 

※
元
照
(1

0
4

8
年—

1
1

1
6

年
)…

俗
姓
唐
,
字
湛
然
,
號
安
忍
子
,
又
稱
靈
芝
尊
者
,
浙
江
餘
杭
人
,
宋
朝
律

宗
高
僧
。
他
起
初
跟
隨
慧
鑒
律
師
專
學
律
宗
,
後
跟
從
神
悟
禪
師
學
習
天
台
宗
。
之
後
改
學
南
山
律

宗
。
住
靈
芝
寺
三
十
年
,
宋
徽
宗
政
和
六
年
圓
寂
。
其
著
有
《
觀
無
量
壽
經
》
及
《
阿
彌
陀
經
》
的
注

釋
,
並
以
天
台
宗
教
旨
注
釋
《
四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔
》、《
四
分
律
含
注
戒
本
疏
》、《
四
分
律
刪

補
隨
機
羯
磨
疏
》,
撰
有
《
四
分
律
行
事
鈔
資
持
記
》、《
四
分
律
戒
本
疏
行
宗
記
》、《
四
分
律
羯
磨
疏

濟
緣
記
》。
因
為
《
行
事
鈔
資
持
記
》
內
容
與
允
堪
注
釋
的
《
行
事
鈔
會
正
記
》
立
場
相
左
,
四
分
一

宗
由
此
分
派
,
其
法
係
為
資
持
派
。 

 [

原
文]

埀
将
来
無
如
著
書 

[

訓
読]

将
来
に
埀
る
は
書
を
著
す
る
に
如
く
は
無
し 

 [

原
文]

因
憶
此
言
誠
正
當
也 

[

訓
読]

因
て
憶
へ
ら
く
、
此
の
言
誠
に
正
當
な
り 

 [

原
文]

在
昔
義
堂
絶
海
仍
相
公
促 

[

訓
読]

在
昔
、
義
堂
、
絶
海
は
相
公
が
促
す
に
仍
っ
て 

 
 

 

※
義
堂
周
信…

南
北
朝
時
代
か
ら
室
町
時
代
の
臨
済
宗
の
僧
で
あ
る
。「
義
堂
」
は
道
号
、「
周
信
」
は
法
名
で
あ

り
、
別
に
「
空
華
道
人
」
と
も
号
す
る
。 

絶
海
中
津…

建
武
元
年1

1

月1
3

日
<1

3
3

4

年1
2

月9

日
>-

応
永1

2

年4

月5

日
<1

4
0

5

年5

月

3

日
>)
は
、
南
北
朝
時
代
か
ら
室
町
時
代
前
期
に
か
け
て
の
臨
済
宗
の
禅
僧
・
漢
詩
人
。
道
号
は

絶
海
の
ほ
か
に
要
関
、
堅
子
、
蕉
堅
道
人
な
ど
多
数
あ
る
。
中
津
は
諱
。
義
堂
周
信
と
共
に
「
五

山
文
学
の
双
璧
」
と
併
称
さ
れ
て
き
た
が
、20

世
紀
後
半
か
ら
義
堂
よ
り
詩
風
の
高
さ
を
評
価
さ

れ
、
五
山
文
学
ひ
い
て
は
中
世
文
芸
史
の
頂
点
を
為
す
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。 

 [

原
文]

講
説
諸
經
論 

[

訓
読]

諸
の
經
論
を
講
説
す 

 [

原
文]

近
來
還
所
講
説
異
古
僧
也 

[

訓
読]

近
來
還
た
講
説
す
る
所
は
古
僧
と
異
な
り 

 [

原
文]

東
西
禪
叢
惟
多
講
禪
録 

[

訓
読]

東
西
の
禪
叢
、
惟
だ
多
く
は
禪
録
を
講
す 

 



[

原
文]
是
可
嘉
尚
也 

[

訓
読]
是
れ
嘉
尚
す
べ
し 

 [

原
文]

然
以
説
法
渉
文
句
者
報
身
化
身
之
説
教
也 

[

訓
読]

然
ど
も
以
へ
ら
く
、
説
法
文
句
に
渉
る
者
は
報
身
化
身
の
説
教
な
り 

 [

原
文]

自
曹
溪
門
下
見
之 

[

訓
読]

曹
溪
の
門
下
よ
り
之
を
見
れ
ば 

 [

原
文]

所
謂
俗
談
也 

[

訓
読]

所
謂
俗
談
な
り 

 [

原
文]

禪
門
説
法
無
文
無
句 

[

訓
読]

禪
門
の
説
法
、
文
無
く
、
句
無
し 

 [

原
文]

常
説
熾
然
説
而
無
間
歇
者
曰
之
禪
家
説
法
而
離
俗
談
者 

[

訓
読]

常
説
熾
然
に
し
て
、
説
ひ
て
間
歇
無
き
者
、
之
を
禪
家
の
説
法
而
も
俗
談
を
離
る
る
者
と
曰
ふ 

 [

原
文]

故
古
徳
曰
公
案
者
須
参
得 

[

訓
読]

故
に
古
徳
に
曰
く
、
公
案
は
須
ら
く
参
得
す
べ
し 

 [

原
文]

不
可
講
習 

[

訓
読]

講
習
す
べ
か
ら
ず 

 [

原
文]

今
之
謂
碧
岩
虚
堂
者
皆
公
案
底
也 

[

訓
読]

今
の
碧
岩
虚
堂
を
謂
う
者
は
皆
公
案
の
底
な
り 

 [

原
文]

是
可
講
可
乎
也
不
講
可
乎
也 

[

訓
読]

是
れ
講
す
べ
き
こ
と
可
な
ら
ん
や
、
講
ぜ
ず
こ
と
可
な
ら
ん
や 

 [

原
文]

縦
雖
曰
可
講
未
得
未
證 

[

訓
読]

縦
へ
講
ず
べ
き
と
曰
へ
ど
も
、
未
だ
得
ず
未
だ
證
せ
ず 

 
 

 

※
未
得
未
證…

「
未
だ
得
ざ
る
を
得
た
り
と
謂
い
、
未
だ
証
せ
ざ
る
を
証
せ
り
と
謂
え
り
」
と
い
う
「
未
得
謂
得 

未
証
謂
証
」
は
、
未
だ
悟
り
を
得
て
い
な
い
の
に
得
た
と
思
い
込
む
こ
と 

 [

原
文]

不
俱
正
知
見 

[

訓
読]

正
知
見
を
具
せ
ず 

 



[

原
文]
只
向
公
案
上
𣴎𣴎
言
滞
句 

[

訓
読]
只
だ
公
案
上
に
向
か
い
言
を
𣴎𣴎(

と)

っ
て
句
を
滞
っ
て 

 [

原
文]

情
識
中
尋
覔
則
與
祖
師
之
心 

[

訓
読]

情
識
中
に
尋
覔
す
れ
ば
、
則
ち
祖
師
の
心
に
與
ふ 

 [

原
文]

千
里
萬
里
顧
厥
講
何
益
矣 

[

訓
読]

千
里
萬
里
、
厥
の
講
を
顧
み
る
に
何
の
益
ぞ
や 

 [

原
文]

似
醫
衆
盲
却
曳
衆
盲
也 

[

訓
読]

衆
盲
を
醫
す
る
に
似
て
、
却
っ
て
衆
盲
を
曳
く
な
り 

 [

原
文]

若
或
欲
瞻
揆
不
厭
常
住
法
貲
強
設
大
會
鳩
烏
合
衆
為
人
説
法
底
者
無
如
講
説
教
諭
而
称
經
師
為
坐
主 

[

訓
読]

若
し
或
い
は
揆(

は
か
り
ご
と)

せ
ん
と
常
住
の
法
貲
を
厭
は
ず
、
強
ひ
て
大
會
を
設
け
て
烏
合
の
衆
を
鳩
め
て
、

人
と
為
り
の
説
法
底
を
瞻
ん
と
欲
す
る
者
は
、
教
諭
を
講
説
し
て
經
師
を
称
し
て
坐
主
と
為
る
に
如
し 

 [

原
文]

惟
經
講
談
祖
録
而
称
禪
師
我
不
善 

[

訓
読]

惟
だ
輕
し
く
祖
録
を
講
談
し
禪
師
と
称
す
る
こ
と
は
、
我
善
と
せ
ず 

 [

原
文]

吁
叢
林
諸
大
士
有
頂
門
開
聰
言
外
識
旨
人 

[

訓
読]

吁
、
叢
林
の
諸
大
士
頂
門
、
聰
を
開
き
、
言
外
に
旨
を
識
る
人
有
ら
ば 

 [

原
文]

請
屬
意
於
于
此 

[

訓
読]

請
ふ
、
意
を
此
に
屬
し
て 

 [

原
文]

別
調
開
眼
而
勿
負
脚
跟
下
矣 

[

訓
読]

別
調
に
眼
を
開
き
、
脚
跟
の
下
に
負
う
勿
れ 

 [

原
文]

希
莫
為
以
吾
於
無
智
無
才
無
道
無
徳 

[

訓
読]

希
く
は
、
吾
を
以
て
智
無
く
才
無
く
道
無
く
徳
無
く 

 [

原
文]

死
鬼
為
隣 

[

訓
読]

死
鬼
隣
と
為
り 

 [

原
文]

七
十
老
孱
且
倣
孟
軻
空
言
唐
施
于
世
而
鳴
蝉
喿
喿 

[

訓
読]

七
十
の
老
孱
且
つ
孟
軻
に
倣
ひ
て
空
言
唐(

む
な)

し
く
世
に
施
し
て
鳴
蝉
喿
喿
た
り 

  



[

原
文]
将
薄
夕
陽
尚
未
知
止
啼
時
者
矣 

[

訓
読]
将
た
夕
陽
に
薄
し
尚
を
未
だ
啼
く
を
止
め
る
時
を
知
る
者
や 

 [

原
文]

蓋
另
外
講
説
一
套
啓
紀
譚
之
上
題 

[

訓
読]

蓋
し
另
外
の
講
説
一
套
、
紀
譚
の
上
題
を
啓
く 

 [

原
文]

著
書
訣
別
詳
同
書
后
集
中
𢎥𢎥 

[

訓
読]

著
書
の
訣
別
は
同
書
后
集
の
中
𢎥𢎥
に
詳
し
く
す 

 
 

 

※
𢎥𢎥…

一
卷
の
一
に
同
じ
。
弓
は
卷
の
借
字
。
道
經
に
用
ひ
た
語
。〔
楊
愼
、
轉
注
古
音
〕
弓
音
樛
、
即
説
文
糾
字
、

道
經
借
爲
卷
帙
之
卷
。 

 [

原
文]

往
而
督
之 

[

訓
読]

往
き
て
之
を
督
せ 

 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

７
８ 

 [

原
文]

我
聞
烏
卯
國
土
宇
内
有
佛
氏
梵
𢋇
者
凡
四
十
八
萬
二
千
七
百
三
十
六
箇
寺 

[

訓
読]

我
聞
く
、
烏
卯
國
土
宇
内
に
佛
氏
の
梵
𢋇
有
る
者
二
千
七
百
三
十
六
箇
寺 

 
 

 

※
𢋇…

ヨ
ウ
《
字
義
》
ゐ
ど
こ
ろ 

 [

原
文]

苟
支
竺
之
多
不
過
之 

[

訓
読]

苟
も
支
竺
多
き
も
之
に
過
ぎ
ず 

 [

原
文]

幸
聆
目
今
有
旨 

[

訓
読]

幸
い
に
も
目
今
旨
有
る
を
聆
く 

 [

原
文]

購
於
法
貲
此
天
下
法
社 

[

訓
読]

法
貲
を
此
の
天
下
の
法
社
を
購
っ
て 

 [

原
文]

而
修
於
天
王
寺
廢
址 

[

訓
読]

天
王
寺
の
廢
址
を
修
す 

 [

原
文]

必
有
成
日
也 

[

訓
読]

必
ず
成
る
日
あ
り 

 [

原
文]

是
匪
太
子
之
徳
𦐂
天
照
阿
毎
郷
者
乎
也 

[

訓
読]

是
れ
太
子
の
徳
、
天
照
の
阿
毎
の
郷
を
𦐂(

た
す)

く
る
者
に
匪
ず
な
り 

 [

原
文]

吁
衆
生
誓
願
度
央
劫
不
寝 

[

訓
読]

吁
、
衆
生
の
誓
願
の
度
、
央
劫
に
も
寝
ず 

  



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

７
９ 

 [

原
文]

洞
宗
了
道
老
宿
其
来
由
長
崎
玄
光
肉
姪
僧 

[

訓
読]

洞
宗
了
道
老
宿
、
そ
の
來
由
は
長
崎
の
玄
光
の
肉
姪
の
僧 

 [

原
文]

幼
巵
侍
玄
師
人
也 

[

訓
読]

幼
き
よ
り
玄
師
に
巵
侍
す
る
人
な
り 

 [

原
文]

能
學
能
書
幸
東
遊 

[

訓
読]

學
を
能
く
し
、
書
く
を
能
く
す
、
幸
い
に
東
遊
す 

 [

原
文]

余
款
之
天
神
臺
蟠
龍
塔
院
令
行
樂 

[

訓
読]

余
之
を
天
神
臺
の
蟠
龍
塔
院
に
款
き
て
行
楽
せ
し
む 

 [

原
文]

其
交
三
四
年 

[

訓
読]

其
の
交
わ
り
三
四
年 

 [

原
文]

余
一
日
相
訪
問 

[

訓
読]

余
一
日
相
い
訪
ふ 

 [

原
文]

茶
話
次
出
乙
本
軸
之
焦
者
示
余 

[

訓
読]

茶
話
の
次
、
乙
本
の
軸
の
焦
る
者
を
出
し
め
て
余
に
示
す 

 [

原
文]

睹
之
辯
天
焦
像
也 

[

訓
読]

之
を
睹
れ
ば
辯
天
の
焦
像
な
り 

 [

原
文]

問
由
曰 

[

訓
読]

由
を
問
ひ
て
曰
く 

 [

原
文]

東
奥
伊
達
領
保
原
邑
有
石
川
善
信
士 

[

訓
読]

東
奥
の
伊
達
領
の
保
原
邑
に
石
川
善
信
士
有
り 

 [

原
文]

常
信
高
野
大
師
護
摩
辯
天
画
像 

[

訓
読]

常
に
高
野
大
師
の
護
摩
辯
天
の
画
像
を
信
ず 

 [

原
文]

享
保
六
年
此
日
一
邨
浮
火
延
燎 

[

訓
読]

享
保
六
年
、
此
の
日
、
一
邨
、
浮
火
延
燎
す 



[

原
文]
石
川
藏
庫
家
居
共
一
時
為
焦
土 

[

訓
読]
石
川
の
藏
庫
、
家
居
共
に
一
時
焦
土
と
為
る 

 [

原
文]

翌
早
待
火
之
笮
往
而
見
之 

[

訓
読]

翌
早
、
火
の
笮
を
持
ち
、
往
き
て
之
を
見
る 

 [

原
文]

天
像
有
灰
燼
中
上
題
下
題
皆
燒 

[

訓
読]

天
像
、
灰
燼
の
中
に
有
り
、
上
題
下
題
皆
燒
け
る 

 [

原
文]

本
尊
及
十
五
童
子
画
様
一
點
不
焦 

[

訓
読]

本
尊
及
び
十
五
童
子
の
画
様
一
點
も
焦
げ
す 

 [

原
文]

見
者
生
希
有
想 

[

訓
読]

見
る
者
は
希
有
の
想
を
生
ず 

 [

原
文]

余
聞
了
道
語
感
歎
不
艾 

[

訓
読]

余
、
了
道
の
語
を
聞
き
て
、
感
歎
艾(

お
わ
ま)

ら
ず 

 [

原
文]

作
其
記
授
于
石
川 

[

訓
読]

其
の
記
を
作
り
石
川
に
授
く 

 [

原
文]

又
系
于
此
為
世
之
闡
提
慢
心
不
信
佛
不
知
法
誣
於
神
天
者
俾
起
信
心
云 

[

訓
読]

又
、
此
れ
を
系
げ
て
、
世
の
闡
提
慢
心
、
佛
を
信
ぜ
ず
法
を
知
ら
ず
神
天
を
誣
る
者
の
為
に
、
信
心
を
起
さ
し
む
、

云
う 

 
 

 

※
闡
提…

仏
の
教
え
を
信
じ
ず
、
成
仏
す
る
因
縁
を
も
た
な
い
者
。
Ⓢic

c
h
a

n
tik

a

の
音
写
。
一
闡
提
の
略
。
一

闡
提
伽
・
一
顚
迦
・
一
闡
底
柯
と
も
音
写
し
、
信
不
具
足
・
断
善
根
と
訳
す
。
阿
闡
底
迦
・
阿
顚
底
迦
・

阿
闡
提
は
同
類
の
語
の
訛
音
写
と
み
ら
れ
て
い
る
。 

 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

８
０ 

 [

原
文]

余
在
播
州
龍
門
之
會
日
遇
長
崎
笠
卿 

[

訓
読]

世
蕃
龍
の
龍
門
の
會
に
在
る
日
、
長
崎
の
笠
卿
に
遇
う 

 [

原
文]

茶
話
次
出
書
片
示
余 

[

訓
読]

茶
話
次
、
書
片
を
出
だ
し
て
余
に
示
す 

 [

原
文]

按
摩
導
引
法
唐
人
所
授
之
手
記
也 

[

訓
読]

按
摩
導
引
の
法
、
唐
人
の
授
け
る
所
の
手
記
な
り 

 [

原
文]

煩
記
之
為
善
病
者
助
之
云 

[

訓
読]

煩
し
く
之
を
記
し
て
、
善
く
病
む
者
の
為
に
之
を
助
け
て
云
う 

 [

原
文]

蓋
人
間
世
有
一
日
入
門
治
法
矣 

[

訓
読]

蓋
し
人
間
の
世
、
一
日
入
門
の
治
法
有
り 

 [

原
文]

已
夜
半
子
刻
陽
氣
興
時
又
或
早
晨
欲
起
牀
頃
先
端
身
静
坐 

[

訓
読]

已
に
夜
半
子
の
刻
、
陽
気
興
る
時
、
又
た
或
い
は
早
晨
牀
を
起
き
ん
と
欲
す
る
頃
、
先
ず
身
を
端
へ
静
坐
し 

 [

原
文]

塞
眼
閉
口 

[

訓
読]

眼
を
塞
ぎ
口
を
閉
じ
る 

 [

原
文]

以
舌
之
尖
著
上
之
齶
叩
齒
三
十
六
度 

[

訓
読]

舌
の
尖
を
以
て
、
上
の
齶
に
著
け
、
歯
を
叩
く
こ
と
三
十
六
度 

 [

原
文]

復
以
兩
手
塞
兩
片
耳 

[

訓
読]

復
た
兩
手
を
以
て
兩
耳
を
塞
ぐ 

 [

原
文]

暫
澄
精
氣
放
手
一
所 

[

訓
読]

暫
く
精
気
を
澄
し
て
、
手
を
一
所
に
放
つ 

 [

原
文]

摩
閉
目
上
撫
摺
顔
貌 

[

訓
読]

閉
目
の
上
を
摩(

こ
す)

り
て
、
顔
貌
を
撫
摺
す
る 

 [

原
文]

兩
手
組
合
擧
於
手
臂
展
張
手
指 

[

訓
読]

兩
手
を
組
み
合
わ
せ
、
手
臂
を
擧
げ
て
、
手
指
を
展
張
す 



[

原
文]
又
下
其
手
於
膏
肓
之
骨
所
行
會 

[

訓
読]
又
其
の
手
を
膏
肓
の
骨
の
所
に
下
に
し
行
會
す 

 [

原
文]

以
右
手
著
地
少
屈
於
躬
固
握
左
手 

[

訓
読]

右
手
を
以
て
地
に
著
け
、
少
し
躬
を
屈
め
て
、
固
く
左
手
を
握
る 

 [

原
文]

擊
背
面
十
四
椎
之
左
方
除
除
十
六
度 

[

訓
読]

背
面
の
十
四
の
椎
の
左
方
を
撃
つ
こ
と
、
除
除
と
し
て
十
六
度 

 [

原
文]

又
握
右
拳
撃
右
旁
十
四
十
六
度 

[

訓
読]

又
右
拳
を
握
り
右
旁
の
十
四
を
撃
つ
こ
と
十
六
度 

 [

原
文]

后
以
其
兩
手
心
胸
腹
膓
摩
下
數
番 

[

訓
読]

后
、
其
の
両
手
を
以
て
、
心
胸
腹
膓
を
摩(

さ
す)

り
下
す
こ
と
數
番 

 [

原
文]

又
左
右
兩
脚
縦
横
按
摩 

[

訓
読]

又
左
右
の
兩
脚
縦
横
に
按
摩
し 

 [

原
文]

又
卓
兩
膝
置
頥
膝
頭 

[

訓
読]

又
兩
膝
を
卓(

た
か)

く
し
て
、
頥
を
膝
頭
に
置
く 

 [

原
文]

又
組
兩
掌
揚
足
之
心 

[

訓
読]

又
兩
掌
を
組
ん
で
足
の
心(

う
ら)

を
揚
げ
て 

 [

原
文]

牽
合
兩
足
而
二
三
回 

[

訓
読]

兩
足
を
牽
合
す
る
こ
と
二
三
回 

 [

原
文]

后
揺
摩
兩
脛
直
展
兩
足 

[

訓
読]

后
、
兩
脛
を
揺
摩
し
、
直
に
兩
足
を
展
じ 

 [

原
文]

擧
頸
仰
身 

[

訓
読]

頸
を
挙
げ
て
身
を
仰
ぎ 

 [

原
文]

手
臂
擴
兩
旁
靖
氣
斂
心 

[

訓
読]

手
臂
を
兩
旁
に
擴
げ
、
氣
を
靖(

し)

ず
め
、
心
を
斂(

お
さ)

め
る 

 [

原
文]

優
優
倒
臥 

[

訓
読]

優
優
と
し
て
倒
臥
す 



[

原
文]
緩
緩
地
起
於
床 

[

訓
読]
緩
緩
た
る
地
に
床
を
起
き
て 

 [

原
文]

盥
面
毎
盥
點
燒
鹽
少
許
於
楊
枝
舒
浣
牙
齒 

[

訓
読]

盥
の
面
は
、
盥
毎
に
、
焼
鹽
、
少
許(

す
こ
し)

楊
枝
に
點
し
、
舒(

お
も
む)

ろ
に
牙
齒
を
浣
う 

 [

原
文]

以
其
含
水
清
於
兩
目 

[

訓
読]

其
の
含
め
る
水
を
以
て
両
目
を
清
む 

 [

原
文]

濕
於
面
貌
則
一
生
間
眼
力
爽
朗 

[

訓
読]

面
貌
を
濕
す
れ
ば
、
則
ち
一
生
の
間
、
眼
力
爽
朗 

 [

原
文]

牙
齦
堅
硬
面
癱
不
茁 

[

訓
読]

牙
齦
堅
硬
に
し
て
、
面
癱
茁
ず 

 [

原
文]

顔
半
温
潤 

[

訓
読]

顔
半
温
潤 

 [

原
文]

以
此
按
摩
導
引
之
功
作 

[

訓
読]

此
の
按
摩
導
引
の
功
作
を
以
て 

 [

原
文]

自
然
四
體
輕
康
衆
病
悉
除 

[

訓
読]

自
然
と
四
體
輕
康
に
し
て
、
悉
病
悉
く
除
く 

 [

原
文]

老
而
益
壯 

[

訓
読]

老
い
て
益
ま
す
壯
な
ら
ん 

 [

原
文]

所
謂
換
骨
妙
法
頤
神
仙
術
是
也 

[

訓
読]

所
謂
換
骨
妙
法
、
頤
神
の
戦
術
、
是
れ
な
り 

 [

原
文]

舎
之
他
之
求 

[

訓
読]

之
を
舎
て
他
に
之
き
て
求
む
れ
ば 

 [

原
文]

則
非
所
吾
之
識
也
云
云 

[

訓
読]

則
ち
吾
の
識
る
所
に
非
ざ
る
な
り
、
云
云 

  



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

８
１ 

 [

原
文]

近
代
督
薬
劑
者
批
古
醫
曰 

[

訓
読]

近
代
、
薬
劑
を
督
す
る
者
、
古
醫
を
批
し
て
曰
く 

 [

原
文]

陳
根
白
朮
新
根
蒼
朮 

[

訓
読]

陳(

ふ
る)

い
根
は
白
朮
、
新
し
い
根
は
蒼
朮 

 [

原
文]

還
以
陳
為
蒼
以
新
為
白 

[

訓
読]

還
っ
て
陳
き
を
以
て
蒼
と
為
し
、
新
し
き
を
以
て
白
と
為
す 

 [

原
文]

寰
内
叨
叨
皆
從
之 

[

訓
読]

寰
内
叨
叨
と
し
て
、
皆
之
に
從
う 

 [

原
文]

余
聞
而
不
決 

[

訓
読]

余
聞
き
て
決
せ
ず 

 [

原
文]

近
頃
見
新
渡
醫
編 

[

訓
読]

近
頃
、
新
渡
の
醫
編
を
見
る 

 [

原
文]

方
中
記
白
朮
則
旁
下
小
注
曰
冬
朮
也 

[

訓
読]

方
中
に
白
朮
を
記
す
る
、
則
ち
旁
に
小
注
を
下
し
め
、
冬
朮
と
曰
ふ 

 [

原
文]

蓋
冬
朮
指
歴
四
時
之
陳
根 

[

訓
読]

蓋
し
冬
朮
は
四
時
え
お
歴
る
の
陳
根
を
指
す 

 [

原
文]

所
謂
陳
根
白
朮
者
明
矣 

[

訓
読]

所
謂
陳
根
は
白
朮
の
明
や 

 [

原
文]

見
之
古
醫
不
誤 

[

訓
読]

之
を
見
れ
ば
古
醫
誤
ら
ず 

 [

原
文]

今
人
易
批
古
醫
不
考
之
過
知
之 

[

訓
読]

今
人
易
す
く
古
醫
を
批
す
、
考
え
ざ
る
の
過
之
を
知
る 

 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

８
２ 

 [

原
文]

人
恒
好
吃
百
沸
湯 

[

訓
読]

人
恒
に
好
ん
で
百
沸
湯
を
吃
す 

 [

原
文]

是
必
有
益
奥
於
胃
口
乾
於
濕
冷 

[

訓
読]

是
必
ず
益
有
り
、
胃
口
を
奥(
あ
た
た)

め
濕
冷
を
乾
か
ず 

 [

原
文]

如
言
大
經
也 

[

訓
読]

大
經
に
言
が
如
し
な
り 

 [

原
文]

子
五
十
遂
前
在
于
洛
日
閲
淺
井
周
伯
之
一
家
治
病 

[

訓
読]

子
五
十
遂(

さ
い)

前
、
洛
に
在
る
日
、
浅
井
周
伯
の
一
家
が
病
を
治
す
を
閲
し 

 
 

 

※
浅
井
周
伯…

1
6

4
3

－1
7

0
5

 

江
戸
時
代
前
期
の
医
師
。
寛
永2

0

年
生
ま
れ
。
京
都
の
人
。
味
岡
三
伯
に
ま

な
び,

井
原
道
閲,

小
川
朔
庵,

岡
本
一
抱
と
と
も
に
味
岡
門
下
の
四
傑
と
い
わ
れ
た
。
宝
永2

年1
0

月
死
去
。6

3

歳
。
名
は
正
純
。
号
は
策
庵
。
通
称
は
周
璞
と
も
か
く
。
著
作
に
「
切
紙
之
弁
」「
薬

性
記
」
な
ど
。 

 [

原
文]

有
疚
者
一
頓
吃
熱
湯
不
頼
醫
藥 

[

訓
読]

疚
有
れ
ば
一
頓
に
熱
湯
を
吃
ま
し
め
、
醫
藥
に
頼
ら
ず 

 [

原
文]

余
于
時
有
急
痺
痛 

[

訓
読]

余
時
に
急
な
痺
痛
有
り 

 [

原
文]

發
則
絶
氣 

[

訓
読]

發
す
れ
ば
則
ち
氣
を
絶
す 

 [

原
文]

老
湯
一
啜
其
痛
卽
已 

[

訓
読]

老
湯
一
た
び
啜
れ
ば
、
其
の
痛
み
卽
ち
已
む 

 [

原
文]

斯
年
艾
試
之 

[

訓
読]

斯
の
年
艾(

お
わ)

る
ま
で
之
を
試
す 

 [

原
文]

不
知
乎
也 

[

訓
読]

知
ら
ざ
ら
ん
や 

 



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

８
３ 

 [

原
文]

世
諺
曰
遮
三
不
得
一 

[

訓
読]

世
諺
に
曰
く
、
三
を
遮
ぎ
れ
ば
一
を
得
ず 

 [

原
文]

覔
之
都
盧
失 

[

訓
読]

之
を
覔(

う
か
が)

へ
ば
都
盧(
す
べ)

て
失
ふ 

 
 

 

※
都
盧…

す
べ
て
。
こ
と
ご
と
く
。
中
国
の
俗
語
的
用
法
。 

 [

原
文]

余
曰
人
得
其
一
則
萬
事
不
欠 

[

訓
読]

余
曰
く
、
人
其
の
一
を
得
ば
、
則
ち
萬
事
欠
か
ず 

 [

原
文]

失
其
一
則
萬
事
敗
矣 

[

訓
読]

其
の
一
を
失
は
ば
、
則
ち
萬
事
敗
す 

 [

原
文]

所
以
一
以
貫
之
云 

[

訓
読]

所
以
、
一
を
以
て
之
を
貫
く
、
云
う 

 [

原
文]

是
苟
嘗
一
臠
而
識
一
鼎
之
味
者
乎 

[

訓
読]

是
れ
苟
と
に
一
臠
を
嘗
め
て
一
鼎
の
味
を
識
る
者
か 

 [

原
文]

吁
一
徳
偉
哉 

[

訓
読]

吁
、
一
徳
偉
な
る
か
な 

  



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

８
４ 

 [

原
文]

有
識
者
讀
書
以
書
照
心 

[

訓
読]

有
識
の
者
は
書
を
讀
む
、
書
を
以
て
心
を
照
ら
す 

 [

原
文]

有
道
者
讀
書
以
心
照
書 

[

訓
読]

道
有
る
者
は
書
を
讀
む
、
心
を
以
て
書
を
照
ら
す 

 [

原
文]

蓋
以
書
照
心
則
光
明
生
虗
室 

[

訓
読]

蓋
し
、
書
を
以
て
心
を
照
ら
す
は
、
則
ち
光
明
虗
室
に
生
ず 

 [

原
文]

以
心
照
書
則
萬
象
光
通
達 

[

訓
読]

心
を
以
て
書
を
照
ら
す
は
、
則
ち
萬
象
の
光
通
達
す 

 [

原
文]

由
一
回
非
心
眼
開
者
不
可
知
之 

[

訓
読]

一
回
心
眼
を
開
く
者
に
非
ざ
る
に
由
り
て
、
之
を
知
る
べ
か
ら
ず 

 [

原
文]

力
乎
君
子 

[

訓
読]

力
め
よ
。
君
子 

  



松
嶋
夜
話 

巻
之
上 

８
５ 

[

原
文]

太
平
廣
記
百
三
十
六
𢎥
引
宣
室
志
曰 

[

訓
読]

太
平
廣
記
百
三
十
六
𢎥
に
宣
室
志
を
引
き
て
曰
く 

 
 

 

※
宣
室
志…
中
国
，
唐
の
文
語
伝
奇
小
説
集
。
張
読
の
著
。
も
と 1

0

巻
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
，
散
逸
し
て
現

在
は
『
稗
海
』『
重
較
説
郛
』
な
ど
に
一
部
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
『
霊
怪
集
』
を
書
い
た
張

薦
の
孫
で
，
礼
部
侍
郎
ま
で
進
ん
だ
。 

 [

原
文]

唐
初
有
金
製
神
像 

[

訓
読]

唐
の
初
め
に
金
製
の
神
像
有
り 

 [

原
文]

丁
則
天
當
宁
厝
之
宮
中 

[

訓
読]

則
天
に
宁
に
当
た
る
に
丁(

あ
た)

り
て
、
之
を
宮
中
に
厝
く 

 
 

 

※
当
宁…

宁
の
所
に
立
つ
。
宁
は
、
門
と
屛
と
の
聞
で
、
天
子
は
此
處
に
立
つ
て
諸
侯
の
朝
見
を
受
け
る
。
〔
禮
、

曲
禮
〕
天
子
當
宁
而
立
、
諸
公
東
面
、
諸
侯
西
面
、
日
朝
。〔
疏
〕
宇
者
、
爾
雅
云
、
門
屛
之
聞
、
謂
之 

 [

原
文]

有
是
像
占
王
者
在
位
幾
年
庚
之
説 

[

訓
読]

是
の
像
、
王
者
の
在
位
幾
ば
く
の
年
庚
を
占
う
説
有
り 

 [

原
文]

仍
天
后
將
三
人
太
子
命
之
占
之 

[

訓
読]

仍
り
て
天
后
、
三
人
の
太
子
を
將
ひ
て
、
之
に
命
じ
て
之
を
占
わ
し
む 

 [

原
文]

後
在
位
時
濟
考
之 

[

訓
読]

後
在
位
の
時
、
濟
ち
之
を
考
え
る
に 

 
 

 

※
「
濟
」
が
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん 

 [

原
文]

世
數
盡
契
其
占 

[

訓
読]

世
數
、
盡
く
其
の
占
い
に
契
る 

 [

原
文]

又
山
庵
雜
錄
昔
日
天
帝
評
定
径
山
四
十
八
代
住
持 

[

訓
読]

又
、
山
庵
雜
錄
に
昔
日
天
帝
四
十
八
代
の
住
持
を
評
定
す 

 
 

 

※
山
庵
雑
録…

明
代
、
怒
中
無
慍
（1

3
0

9
-
8

6

）
の
編
。
天
童
の
山
庵
に
隠
退
の
の
ち
、
宋
の
『
羅
湖
野
録
』 

『
雲

臥
紀
談
』
に
な
ら
っ
て
、
当
代
の
禅
宗
の
逸
話
を
集
録
し
た
も
の
。
洪
武
八
年
（1

3
7

5

）
に
成
る 

 
 

 

※
径
山(

き
ん
ざ
ん)…

中
国
五
山
の
一
つ
。
浙
江
省
北
部
、
杭
州
西
方
の
臨
安
県
に
あ
る
天
目
山
の
東
北
峰
。 

 
 

 

※
住
持…

一
寺
の
主
僧
と
な
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
僧
。
住
職
。 

 [

原
文]

觀
之
二
太
子
之
在
位
先
已
天
上
所
定 

[

訓
読]

之
を
觀
れ
ば
、
二
太
子
の
位
に
在
る
こ
と
、
先
に
已
に
天
上
の
定
む
る
所 



[

原
文]
径
山
住
持
復
是
先
定 

[

訓
読]
径
山
住
持
も
復
た
是
れ
先
に
定
む
る 

 [

原
文]

陽
界
之
在
位
住
持
苟
非
一
朝
一
夕
之
權
時
所
以
面
面
鑑
之 

[

訓
読]

陽
界
の
位
に
在
る
住
持
、
苟
と
に
一
朝
一
夕
の
權
時
に
、
以
て
す
る
所
に
非
ず
、
面
面
之
を
鑑
よ 
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